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胎動　十月二十六日（火）







　フォルトーゼにも地球で言うテレビに相当するメディアは存在している。だが既すでに時間通りに順番に番組を放送するという形態は失われて久しい。また放送機器そのものもいわゆるテレビの形をしていない。家庭用のテレビに相当するものは、ティアやクランが使っている腕うで輪わ型の情報端たん末まつを大型化して見み易やすくしたものを想像すると良いだろう。それらは銀河規模の情報ネットワークに接続されており、常に最新の情報や番組が視しち聴ようできる仕組みとなっている。家庭用と個人用の情報端末の差は、表示領域の広さ以外にはなくなって久しい。

　このフォルトーゼのテレビ放送―――便べん宜ぎじ上ようあえてそう呼ぶ事にする―――には、皇族関連の情報や番組も多い。一番多いのはやはり皇こう帝ていであるエルファリアの動向。ここ数ヶ月は彼かの女じよが病気になり、療りよう養よう中であるという情報や番組がテレビを賑にぎわせていた。

　だがこのエルファリアについての報道は全すべて嘘うそだ。エルファリアは病気ではなく軍部によって軟なん禁きんされていた。それを娘むすめのティアが救い出し、地球へ連れて行った。それから数ヶ月の間、テレビは事実を報道せず、ひたすらエルファリアが病気で面会謝絶だと繰くり返かえしている。軍部が議会とメディアを掌しよう握あくして、偽にせの報道を流し続けているのだ。

　だがある日、メディアは一いつ斉せいにエルファリアは実は病気ではなかったと報道し始めた。新たに始まった報道は、エルファリアが犯おかしたという重大犯罪に関するものと、彼女が捕つかまらないように国交がない星へ逃とう走そうしたというものだった。

　加えてこれまで真実が報道されなかったのは、相手が現皇帝であったからだと発表された。相手が国の最高権力者である皇帝なので、その罪が間ま違ちがいないと裏付けが取れるまでは、迂う闊かつな報道が出来なかった、報道の良識が働いて自じ粛しゆくした―――というのが報道各社の一いつ致ちした意見だった。

『現皇帝であるエルファリア・ダーナ・フォルトーゼ陛下は、莫ばく大だいな額の公金横領の疑いが持たれています。またこれに絡からんで、陛下の罪を暴あばこうとしたジャーナリストのキュリアル・マドルディン氏を殺害したという疑いも持たれています。検察によると既に証しよう拠こは固まっており、裁判になれば有罪の可能性が高いとのことです。それを背景にして議会は情報の公開に踏ふみ切きった模様です。今後予想される展開は、皇族会議によるエルファリア陛下の皇位剥はく奪だつと公権停止、それを待っての逮たい捕ほ。しかし陛下は現在、国交のない辺境の星に逃とう亡ぼうした模様で、これにはティアミリス皇女殿でん下かも加担―――』

　こうした報道はエルファリア派の人々にとって、非常に大きな痛手だった。ここからエルファリア派は、徐じよ々じよに反政府勢力として祭り上げられていく事になるのは明らかだからだ。だが彼かれらも長い歴史と伝統を誇ほこるフォルトーゼの国民だ。こうした逆境にどう立ち向かうかは心得ている。皇帝と皇女を旗印に、最後まで誇り高く戦い抜ぬく。アライア皇女と青騎き士しの伝説は、今も彼らの心の中に脈々と息いき衝づいているのだった。










　エルファリア派の人々が最初に打った手は、この状じよう況きようをエルファリアとティアに伝えるという事だった。それをしなければ何も始まらない。今後の素す早ばやい行動の為ためには、一刻も早く本国での状況の変化を彼女らに伝える必要があった。

「問題はどうやってこの情報を陛下達たちがおられる星へ送り届けるかだな」

　口元に髭ひげを蓄たくわえたパルドムシーハ卿きようは、連日続く報道を眺ながめながら両りよう腕うでを組んで考かんがえ込こんでいた。皇帝が不在の現状においては、パルドムシーハ卿がエルファリア派を率いる実質的なリーダーとなっている。皇帝が戻もどるまでは彼がエルファリア派を率い、この難しい局面を乗り切らねばならなかった。

　エルファリア派はマスティル家の家臣や友好的な議員、領民が中心となっており、そこへ騎き士し団だんが合流して形成されている。現時点で合流している騎士団はパルドムシーハ騎士団とウェンラインカー騎士団の二つ。どちらも二千年以上前からマスティル家に忠誠を誓ちかう歴史と関係の深い騎士団で、今回の事件に際しても、迷わずマスティル家に馳はせ参さんじた忠臣達だった。

「普ふ通つうに超ちよう空くう間かん通信を行うと、我わが皇国軍―――いや、クーデター軍に察知される可能性が高いでしょうな」

　この時パルドムシーハ卿と向かい合って議論をしているのは、もう一つの騎士団を率いるウェンラインカー卿だった。ウェンラインカー家が継けい承しようする『戦勝騎士』の称しよう号ごうはパルドムシーハ家の『守護騎士』と同等の地位にある。だが年ねん齢れいが四十前と若いので、パルドムシーハ卿に敬意を払はらって指揮官の役目を譲ゆずった。ただ勇ゆう猛もうなだけでなく、正義と道理を重んじるのがウェンラインカーの伝統だった。

「そうなると情報をポッドに詰つめて、星系外がい縁えんから地球へ撃うち出すのが最善か」

「その任に当たる部隊は決死行になるでしょう。ここは我が騎士団にお任せを」

「いいのか？」

「パルドムシーハが皇家の盾たてなら、我がウェンラインカーは皇家の槍やり。最初の武ぶ勲くんは私達に」

「確かに、そうだったな」

　彼らは地球へ情報を送らねばならないのだが、安易には出来ない事情がある。一千万光年の彼方かなたにある地球へ通信する場合、通常の超空間通信では他者に発信源を感知されてしまう。それでは彼らが使っている秘密基地の場所を軍部に明かすようなもの。別の手段で情報を送る必要があった。

　そこで彼らが選んだ手段は、通信用の小型ポッドに情報を詰め、地球へ向けて発射するという方法だった。通信用のポッドは言ってみれば小さな宇宙船だ。だが小さい上に人を乗せていないので、通常の宇宙船よりもずっと早く地球へ到とう着ちやくできる。もちろん早い分だけ精度が問題になってくるが、複数のポッドを発射すれば問題はない。星系外縁部から撃ち出す手間はあっても、超空間通信よりも安全な通信方法だった。

　―――無事にこの情報がルースのところへ届けばいいのだが………。

　パルドムシーハ卿はポッドに詰める情報を整理しながら、遠い異国の地にいる娘の事を思う。地球にはエルファリアとティアだけでなく、パルドムシーハ卿の娘のルースも一いつ緒しよにいる。だから情報がきちんと届くかどうかは、娘の運命をも大きく左右する筈だ。最優先はあくまでエルファリアとティアだが、ルースの事を思うのは人の親として当然だろう。

「頼たのむぞ、ウェンラインカー」

　だからパルドムシーハ卿の言葉には思わず力が入っていた。そこには直接口には出せない、複雑な思いが滲にじんでいた。

「お任せあれ、必ず成功させます」

　だがウェンラインカー卿も人の親だ。パルドムシーハ卿が口に出来なかった事を、ちゃんと察している。だから力強い言葉と笑え顔がおで、その役目を請うけ負おった。







運命の導き　十一月五日（金）







　クランの専用艦かん『朧ろう月げつ』は、公式には地球に来ていない事になっている。その為ティアがフォルトーゼから脱だつ出しゆつする時に連れて来たエルファリア派の人々を匿かくまうには、もってこいだった。いざとなればシュワイガ家に連れて帰ればいい。マスティル家とシュワイガ家がライバル関係だという常識も、この事に上手うまく作用していた。

「クラリオーサ殿下、我々の為にお心を砕くだいて下さり、感謝の言葉もありません」

　だからこそ、エルファリア派の人々はクランがこうして力を貸してくれる事が不思議でならなかった。だから事ある毎ごとに感謝の言葉を述べずにはいられない。それに少し困っていたのが、クラン本人だった。

「………気にする必要はありませんわ。あなたたちはフォルトーゼの国民。それだけでわたくしには十分な理由になりますもの」

　クランは元々他人との接点を持たない少女だった。一人きりで研究に没ぼつ頭とうするのが常だったのだ。だからこうして他人から感謝を向けられると困ってしまう。また今になって皇帝になるという事はこういう事が日常的に起こりうるのだと気付き、かつての自分の未熟さが恥はずかしくもあった。

「しかしシュワイガ家としてのお立場もあるのでは………？」

「無論ですわ。最終的にはわたくしはティアミリスさんよりも優すぐれていると証明し、皇帝の座につくつもりでおりますの」

　とはいえ、孝こう太た郎ろうと一緒に過去のフォルトーゼへ行ってから既に一年近くが経過している。そこからは他人との接点が急激に増え、最近は徐々にこうした状況にも対応出来るようになってきた。彼女とて、いつまでも未熟なままではない。

「でしたら―――」

「しかしそれはあくまで真正面から戦って勝ち取るべきもの。皇帝を陥おとしいれようという策略に加担しては家名が穢けがれますわ。あなた方は、わたくしにそんな無様な事をしろと仰おつしやいますの？」

「い、いえ、滅めつ相そうもない」

「でしたらこれでいいのですわ。アライア陛下が守り抜いたのは、こういうフォルトーゼである筈はずなのですから」

「殿下………」

　クランを一番成長させたのは、やはり伝説のアライア皇女を間近から見てきた事だろう。アライアを客観的に見つめ、その姿と自分を比ひ較かくした時、クランはあまりにも自身が未熟である事に気付かされた。それによって皇女のあるべき姿を悟さとったクランは、徐々に変化していった。アライアに一歩でも近付き、可能であればその先へ。その意志が現在のクランを形作っているのだった。

「クランでんかー！」

「またあおきしみせてー！」

　クランが強さと優やさしさを兼かね備そなえた笑顔で大人達を黙だまらせた直後、子供達がクランに会いにやってきた。お目当ては孝太郎の記録映像。彼らは青い鎧よろいの騎士が大だい活かつ躍やくする映像が大好きで、事ある毎にクランに見せて欲ほしいとせがんでいた。

「はいはい、ちょっとお待ちになって下さいな。………それでは御ご機き嫌げんよう」

「は、はい、殿下も」

「はやくいこー、クランでんかー」

「ちょ、ちょっと、押おさないで下さいまし。青騎士の映像は逃にげませんわよ？」

「やだー、おすー！」

「きゃあきゃあきゃあっ!?」

　クランは大人達に別れを告げると、子供達に手を引かれ、あるいは背中を押され、あっという間に連れて行かれてしまった。クランと子供達の関係がどういうものなのかは、このほんの僅わずかな時間だけで大人達にも伝わっていた。そしてこの時のクランとの一連のやり取りは、エルファリア派の人々の心に深い驚おどろきを刻み込んでいた。

「………行ってしまわれたな」

「ああ。それにしても………クラン殿下はティア殿下と同じくらい、皇女に相応ふさわしいお心の持ち主なんだな」

「どうやら我々の目は曇くもっていたらしい」

「実物は評判とは大おお違ちがいじゃないか。誰だれだよ、陰いん険けんな性悪女なんて噂うわさ流したのは」

「人の噂など頼たよりにならないって事だな」

「まったくだ………ティア殿下とクラン殿下がおられれば、フォルトーゼは安あん泰たいだ」

　彼らの驚きは深かったが、それは否定的な感情ではない。むしろクランが立派な皇族である事を歓かん迎げいしていた。そしてその事は、祖国を追われて放ほう浪ろうする彼らにとって、大きな希望でもあるのだった。










　子供達が見たがるのは、やはり孝太郎が大きな何かと戦っている映像だった。特にお気に入りなのは二度にわたるアルゥナイアとの決戦だ。彼らも青騎士と火か竜りゆう帝ていアルゥナイアの決戦は、おとぎ話で聞いた事がある。それを再現したような戦いなので、何度も見ているというのに繰り返し見たがるのだった。

　―――この子達も、コータローが真の意味で青騎士だと思っている訳ではないんでしょうけれど………漠ばく然ぜんとは感じ取っているのかもしれませんわね………。

　クランは子供達に乞こわれると、記録映像の中から特に見せても問題がない映像や、秘密にしておかなければいけない部分を加工した映像を見せてやっていた。だが一緒に見ていると、どうも子供達は孝太郎と青騎士を混同している節があった。この時もそうで、子供達は戦う孝太郎を見て目をきらきらと輝かがやかせていた。

「クランさま、クランさま、このひとあおきしなんでしょ？」

「さ、さぁ、詳くわしくは知りませんの」

「バカね、クランさまがあおきしですなんていえるわけないでしょ。こっかきみつよ」

「そっかー、すごいねー、こっかきみつー！」

　孝太郎が何かする度に、子供達は一いつ喜き一いち憂ゆう。そしてクランに尋たずねてくる。この人は本物の青騎士なのかと。クランはその答えを知っていたが、立場上それを言ってしまう訳にはいかない。苦く笑しよう気味にはぐらかすので精せい一いつ杯ぱいだった。

「とんだー!!」

「スゲー!!　こっかきみつとんでるー!!」

「ひかったー!!」

「こっかきみつひかってるー!!」

「………なんだか………何かを凄すごく失敗したような気がしてなりませんわね………」

　エルファリア派の人々にはエゥレクシス率いるＤＫＩの部隊との戦いを見られてしまっているので、希望者には同じ機密レベルの映像は見せてやっている。しかしクランは今になって、それが失敗だったのかもしれないと感じていた。実はクランのこの感じ方は正しい。クランが気付かないところで、地球にいるエルファリア派の人々は、孝太郎と青騎士を同一視する認にん識しきを強めていたのだ。

「クラン、取り込み中かの？」

　そうやってクランが頭を悩なやませ始めた頃ころ、彼かの女じよ達たちが記録映像を見るのに使っている会議室に、ティアがひょっこりと姿を現した。その後ろにはキリハの姿もある。二人は示し合せてクランに会いにやって来たのだ。

「そっ、そんな事ありませんわっ！　ようこそティアミリスさん」

「ティアさまだー！」

「ほんとだー！」

「クランさまスゲー！　ティアさまとともだちだー！」

「………あのぅ、わたくしも皇女なんですけれど………」

　最初は子供達と一緒のところをティアに見られて恥ずかしかったのだが、子供達の言葉で思わずそれを忘れたクランだった。










　ティアとキリハが『朧ろう月げつ』を訪問したのは、科学者としてのクランに他の者達がいない場所で質問をしたかったからだ。そこでティア達は子供達が記録映像を見ている会議室の隣となりにある別の会議室へ移っていた。

「それで、質問というのはなんですの？」

　ティアと向かい合って席に着くと、クランは何気ない様子で切り出した。

「え………ええと………」

　だが対するティアは席に着いた時から難しい表情を浮うかべており、クランに促うながされてもすぐには口を開かなかった。

「ティア殿どの、なんなら我から話そうか？」

　そんなティアに気付き、キリハが助け船を出す。キリハは話をティアに任せ、自身はお茶を淹いれていた。お茶の葉は地球から持ち込まれたものなので、機械任せよりもキリハがいれる方が上手い。だがティアが話しあぐねているようだったので、助け舟を出したのだった。

「いや、わらわ自身に関かかわる事じゃ。わらわが話す」

「そうか」

　ティアの答えを聞くと、キリハは再びお茶の作業に戻った。急きゆう須すにお湯を注ぎ、しばらく待って茶葉を蒸むらしていく。

「何か深刻な話ですの？」

　そんな二人の様子を見て、心配になったのがクランだった。クランは軽いお茶飲み話のつもりでいたので、二人の深刻そうな雰ふん囲い気きに少し戸と惑まどっていた。

「いや、そうではない。正確に言うと、わらわの悩みが解消するかもしれない話じゃ。じゃから茶飲み話のつもりで構わない」

「だったらいいのですけれど………」

「単にわらわが小心者であるだけじゃ。ふふふ、まったく、情けない話じゃの………」

　ティアは軽くその華きや奢しやな肩かたを竦すくめると、様々な感情が滲む顔で苦笑する。それを見たクランは、事情はどうあれティアにとっては重大事らしい事を感じ取っていた。だから姿勢を正して正面からティアを見つめ、彼女が話し始めるのを待った。それから幾いくらか時間が過ぎ、ティアとクランの前にお茶が置かれた後、ティアは意を決して話し始めた。

「………教えてくれぬか、クラン。我々フォルトーゼの人間と地球の人間の間に、子供を作る事は可能なのか？」

　それはこの一年近くの間、ティアが悩み続けてきた問題だった。ティアが孝太郎を愛しているのは既に疑いない。だが孝太郎にもティアを愛してくれと願う場合、そこには種族という大きな壁かべが立ちはだかる。ティアはフォルトーゼの人間で、孝太郎は地球の人間。どれだけ外見が似ていても、他の星の生き物同士が子供を作るのは不可能だ。だからティアはそこを気にしていた。仮に孝太郎を伴はん侶りよとしてフォルトーゼへ連れ帰れば、異星人である孝太郎は家族もなく一人ぼっちになる。ティアとルースが協力して、孝太郎が寂さびしさを感じないようにするつもりではあったが、それでも気にならない訳ではない。愛すればこそ、決して忘れられない大きな悩みだった。

　そんな時、フォルサリア魔ま法ほう王国の国民と大地の民が、フォルトーゼの人間の末まつ裔えいである事が分かった。そしてその事がティアにある重大な事実を示した。それはフォルトーゼの人間と地球の人間が結ばれ、子供を残しているという事実だった。どちらの国にも、日本人と結けつ婚こんして子を成している人々が散見されていたのだ。

　だからティアはクランに尋ねに来た。自分にも同じ事が出来るのかどうかを。孝太郎と結ばれれば、孝太郎の子供を産む事が出来るのかどうかを。それはティアにとって、太陽が昇のぼる方向が変わるかもしれないぐらいの重大な関心事だった。

「その事ですのね。道理で深刻そうな顔をなさっている訳ですわ」

　クランはティアのこの質問によって逆に疑問が解消していた。確かにこれが理由なら緊きん張ちようするのも当たり前だろう。立場が逆なら、クランもまたティアと同じように不安を抱かかえて尋ねたに違ちがいなかったから。

「頼むクラン、どうかわらわに教えて欲しい。この通りじゃ！」

「あ、ああんっ、ティアミリスさんっ、顔を上げて下さいましっ！　そんな事をなさらなくても、ちゃんと教えて差し上げますわっ！」

「クラン！　恩に着るぞっ！」

　ティアは顔を上げると、飛び付くようにしてクランの手を握にぎり締しめた。その瞳ひとみにはうっすらと涙なみだが滲んでいる。これは本当にティアにとって重大な問題なのだ。

「結構ですわ。こういう大切な事で、貴女あなたに貸しを作りたくありませんの。フェアではありませんから」

　クランはティアの涙を見ただけで満足だった。常に強気のティアが涙を見せるなど、滅めつ多たにある事ではない。またこれは皇女としての誇りの問題でもあるし、自身の恋れん愛あい感情を曇らせたくない女の子としての事情もある。そういう様々な事情から、ティアとは常に対等でありたい。だからクランは涙を見た以上の事を求めるつもりはなかった。

「結論から申しますわね」

　クランはティアの感情に配はい慮りよして、いきなり結論から話す事に決めた。ティアはクランのその前置きを聞くと、思わず息を呑のんだ。

「我々フォルトーゼの人間と地球の人間の間で、子供を作る事は可能ですわ」

「それは本当なのかっ!?」

　バンッ

　クランの言葉を聞くなり、ティアはデスクに両手を叩たたき付つけるようにしながら席を立った。驚いているのは近くでお盆ぼんを抱えているキリハも同じで、常に冷静な彼女が驚きに目を見張っていた。

「まさか………それでは地球とフォルトーゼは―――」

「そのまさかですわ、キィ。交配が可能なレベルで遺伝情報が一致している事は、既に確かく認にんが取れておりますの」

　そうしてクランは始めから順を追って、その結論に辿たどり着ついた理由を話し始めた。










　クランが最初に違い和わ感かんを覚えたのは、過去のフォルトーゼで孝太郎が怪け我がをした時の事だった。それは旅の途と中ちゆうで負った小さな怪我で、彼女はそれを何の気なしに医い療りようキットを使って治ち療りようした。キットの効果は抜ばつ群ぐんで、怪我は翌朝には完全に消えてなくなっていた。だが冷静になって考えてみると、これは奇き妙みような出来事だった。フォルトーゼの医療キットはフォルトーゼの人間に合わせて作られている。診しん断だん装置も、医薬品も、地球人向けには作られていない。なのに医療キットは正しく作動し、孝太郎を癒いやした。つまり身体の構造がフォルトーゼ人に近いという事になるのだ。しかしこの時は傷が浅かった為に、クランは偶ぐう然ぜんだろうと片付けた。簡単な怪我ならば、他の星の生き物でも偶然治療出来ても不思議はなかったのだ。

　だがその少し後に、到とう底てい偶然では片付けられない問題が持ち上がった。それはデクストロゥが病気のウィルスで攻こう撃げきを仕し掛かけてきた時の事だった。クランと孝太郎はウィルスに感かん染せんしても症しよう状じようが殆ほとんど出なかった。だからクランは自分と孝太郎の遺伝子を解かい析せきして遺伝子治療をすればいいと考え、それを実行した。その結果、クランは被ひ害がいを最小限に食い止める事が出来た。そしてこの事が、クランをある事実に導いた。それは孝太郎がフォルトーゼの人間とほぼ同じ遺伝情報を持つという事だった。

　孝太郎の遺伝子を使ってフォルトーゼの人間の遺伝子治療が可能だったという事は、それはそのまま孝太郎とフォルトーゼの生き物の遺伝情報に互ご換かん性せいがある事を意味する。そうでなければ孝太郎の遺伝子を使っても正しく機能はしないだろう。

　だがこれは奇妙、というよりあり得ない出来事だった。二つの星に自然発生した二つの生き物が、全く同じ方式で遺伝情報を伝達し、生命を形作っている。生命はＤＮＡが遺伝子を構成し、遺伝子が細さい胞ぼうを変化させ身体を作り上げる。違う星なのだから、環かん境きようの影えい響きようを受けてそのどこかに違いが出てしまう筈だった。例えば地球型のＤＮＡを作る為に必要なリンが不足している星なら、代わりにヒ素を使う、というような違いだ。にもかかわらず、両者にはそうした違いがなかった。だからこそ遺伝子治療が可能だったのだ。これは二つの場所で全く別々に開発されたコンピューターが、何故なぜか互換性があるＯＳで動いているような偶然だった。

　そして遺伝子治療の過程で孝太郎の遺伝子を更さらに詳しく分ぶん析せきした結果、地球人とフォルトーゼ人の間に遺伝的な違いが見当たらない―――つまり全く同じ生き物である事が分かった。先さき程ほどのコンピューターの例で言うなら、互換性どころか全て同じだったという事になるだろう。これがどれだけ異常な事なのかは、クランが検査をやり直した回数から間接的に分かる。クランが検査をやり直した回数は実に二十二回。それだけの回数検査をやり直し、クランはようやくこの現実を受け入れたのだった。










　もちろんクランはこんな事を言い出せば気が触ふれたと思われてしまうであろう事を理解している。確率はそれほどまでに低い。しかし科学者としては、ありえない事を除去していって最後に残ったものは、どれだけ奇妙であっても真実だと認めなくてはならない。だからクランは結論した。

「………わたくしが二十二回連続で検査を失敗するような馬ば鹿か者ものでない限り、フォルトーゼ人と地球人は全く同種の生物と言わざるを得ませんわ」

　クランはこの言葉で説明を終えた。この結論を口にする時、クランはとても神しん妙みような顔つきをしていた。ティアに乞われて話している事ではあるが、笑われてもおかしくない内容だと思っていたからだ。

「そうなってくると、一つ大きな問題が浮かび上がってくるな」

　だが幸い、キリハは笑わなかった。ティアとクランが想おもいを遂とげられるかという大事な話なので、キリハが笑うような事はない。しかしそれとは別に、キリハには気になる事があった。

「地球とフォルトーゼの人間が全くの同種だとすると、二つの星に意図的に同種の生き物を配置した者がいるという事になる」

「そうなりますわね。遠く離はなれた二つの星に、偶然同時に同種の生き物が発生する可能性など、何度宇宙の歴史を繰り返そうと起こるものではありませんわ」

　そもそも知的な生命体同士がこの広い宇宙で遭そう遇ぐうする事が難しい。長い宇宙の歴史の中で、同時期に栄えていなければならないからだ。ほんの数万年ずれただけで両者は出会う事が出来ない。だからフォルトーゼにおいては、生きた異星人に遭遇した例よりも、その遺い跡せきを発見した例の方が多いのだ。

　その上で両者は全く同じ生き物でなければならない。同じ進化を辿り、同じ遺伝情報を持ち、交配が可能。果たしてそんな偶然が有り得るのか。二人はそれを否定する。全くのゼロと言わねばならない程の、正しく天文学的な低確率だった。それが現実に起こっているのだから、何者かが意図的に同種の生物を配置したと考える方がよほど自然だ。クラン達は予期せず、この宇宙に潜ひそむ大きな謎なぞに行き当たっていたのだった。

「そんな難しい話は後回しじゃ！」

　バンッ

　ここで再びティアが席を立ち、二人の話を遮さえぎった。話題はティアが知りたい事から大きく脱だつ線せんしてしまっていた。ティアが知りたい事はただ一つ。

「クラン、もう一度そなたの口からはっきりと申せ！　わらわとルースは、コータローの子を産めるのかっ!?　新たにあやつの家族を作ってやれるのかっ!?」

　果たして自分達には、普通の男女と同じような未来はあるのか。これに比べたら、身分の差や特別な運命など些さ細さいな問題だ。ティアが知りたい事は、孝太郎と真の家族になれるのか、ただそれだけだった。

「可能ですわ」

　クランはきっぱりと頷うなずいた。倫りん理り上の問題があるので、クランはまだ実際に受精や着ちやく床しようが可能かどうかの実験は行っていない。しかしコンピューター上で行ったシミュレーションでは、成功の確率はフォルトーゼ人同士の場合に近い数字が出ている。確実ではないものの、不ふ妊にん症しようのフォルトーゼ人カップルよりは遥はるかに確率は高かった。

「もっとも身体的には、適てき齢れい期きはもう少し先でしょうけれど―――」

　ガタッ

「………そうか、できるのか………わらわは、ルースは、コータローの子を………家族を作って………」

　クランの答えを聞いたティアは、まるで糸が切れた操あやつり人にん形ぎようのように床ゆかに座すわり込んだ。そして両手を床に突つき、呆ほうけたような表情でクランが教えてくれた事をうわごとのように繰り返す。これまでずっと悩んできた事だったから、ティアが受けた衝しよう撃げきは計り知れないものだった。

「………後はあやつが、望んでくれさえすれば………わらわ達は………」

　そして時間が経たつにつれて徐々に衝撃が和やわらぎ、ティアの心にクランの言葉が少しずつ染しみ込んでいく。それが彼女の表情に感情を取り戻させていった。

「………うっ、うぅ………うぐっ………」

　ティアの瞳に涙が滲む。それはあっという間に大おお粒つぶの涙になり、彼かの女じよの頬ほおを伝う。そして涙は顎あごのところから一つの滴しずくとなって床に零こぼれ落おちていく。涙の滴は一つではない。次から次へと零れ落ちて、床に幾つものまだら模様を描えがいていった。

「………よかった、うぅぅっ、ほんとうに………うぅぅっ………うあぁぁっ………」

「ここまで遺伝子が一致していれば、多少の問題が生じてもわたくしが何とかして差し上げますわ。安心して下さいまし」

「これでハンデはなくなったな、ティア殿」

　クランとキリハは泣き始めたティアに優しげな眼まな差ざしを向けた。この時の二人の瞳にも涙が滲んでいた。大好きな人との未来が開けた時の気持ちは、痛いほど分かる。クランもキリハも女の子なのだ。

「………うえぇぇっ、えぐぅぅっ、うあぁぁあぁぁぁっ、あぁぁぁぁぁぁぁんっ!!」

　やがてティアは盛大に泣き始めた。だがクランとキリハは、何もせずただ黙ってそれを見つめていた。彼女達には何もする必要がなかったのだ。それはティアの涙が、ただただ激しい喜びから溢あふれ出でたものだと、分かっていたからだった。







一〇六号室の肖像　十一月六日（土）







　現在の状況からすると、結けつ婚こんなどもっての外だ。それに相手の気持ちもある。一方的な感情の押し付けは望むところではなかった。また仮に結婚したとしても、子供を作るのはずっとずっと先の事になるだろう。そんな事はティアも重々分かっている。しかしそれが可能だと分かると、意識せざるを得ない。この時もそうで、ティアは書店の店頭に立って、この日発売されたばかりの雑誌をじっと見つめていた。

「………子育て、特集号、か………」

　それは普ふ段だんは全く興味がない、女性向けの雑誌だった。だが今回の特集に限っては、ティアの心を捉とらえて離さない。新たに自分に開かれた未来を少しだけ覗のぞいてみたい―――そんなささやかで大きな願望が、彼女の心を大きく揺ゆさぶっていた。それは表紙になっているベビーカーを押す夫ふう婦ふの姿が、ティア自身とその夫の姿に、入いれ替かわって見えてしまう程だった。

「………じゃが………このわらわが、こんなものを買うなぞ………」

　しかしその反面、この雑誌を買っていくのは自分らしくないという自覚があった。いつも活動的で強気の言動、それがティアという少女の日常だ。そこにこの穏おだやか過ぎる雑誌が挟はさまる事が、果たして正しい事なのか？　ティアの常識やプライドといったものが一体となって、彼女がその雑誌を手に取る事を阻はばんでいた。だが無視も出来ない。その結果、ティアは店頭に立ってじっと雑誌を見つめるという奇妙な行動を取り続けていた。

「どうかなさいましたか、殿でん下か」

　そこへ買い物を終えたルースが戻ってきた。実は書店に用があったのはルースで、料理のレシピ本を買いにやってきた。ティアはその付き合いだった。

「なっ、なんでもないっ、なんでもっ」

　ティアは僅かに頬を赤らめると、慌あわててぷいっと顔を背そむける。何をしていたのかなど、ルースにも知られたくはなかった。

「………？　左様でございますか？」

　ティアの反応を奇妙に思ったルースは、ティアの直前までの顔の向きから、その視線を辿っていく。するとそこに、問題の雑誌があるのを見付けた。

　―――殿下はこれが気になっていたのですね………。

　ルースはすぐにそう確信した。ルースも地球人とフォルトーゼ人の間で子供が作れるという話は聞かされている。だからティアの胸の内にどんな想いがあるのかは容易に想像がつく。何故なら、ルースもまたそうだからだ。また幼おさな馴な染じみゆえに、ティアが葛かつ藤とうしている事も分かる。そして自分が何をすればいいのか、という事も。

「申し訳ありません殿下、買い忘れていたものがありましたので、もうしばらくお待ち下さい」

「う、うむ」

　ルースは小さく微笑ほほえむと、店頭の雑誌を数冊手に取り、レジへ向かった。そこにはティアが気にしていた雑誌も含ふくまれている。ルースはティアの為ために問題の雑誌を買って帰りたかったのだが、一冊だけ買って放置しておいてもティアは手を出しにくい。それを数冊のうちの一冊にする事で、暇ひま潰つぶしでたまたま読んでいるだけですという逃げ道を与あたえようと考えた。それは付き合いの長い幼馴染みならではの心こころ遣づかいだった。










　一〇六号室に帰ると、ルースは書店で買った本を紙かみ袋ぶくろごと六畳間のちゃぶ台の上に放置し、自身は六畳間を出て家事を始めた。風ふ呂ろの掃そう除じ、夕飯の支し度たく、洗せん濯たくと、ルースの仕事は多かった。本当なら機械でやってしまえばいいのだが、ルースは自分の手でやりたいと思っている。何故なら家事はルースの趣しゆ味みであり、同時に彼女にとって未来の先取りでもあるのだった。

「………んー………」

　ティアは六畳間の方からルースの様子を窺うかがっていた。ティアにはやりたい事があるのだが、それをルースに見られたくない気持ちが強かった。

「ふんふーん♪　ふんふー♪」

　ガチャッ

　この時、ティアからは風ふ呂ろ場ばへ入っていくルースの姿が見えた。スポンジや洗せん剤ざいを持っていたので、風呂掃除をするのは確実。この分だと、しばらく六畳間へはやってこない筈はずだった。

　バタン

「………よし」

　風呂場の戸が閉じたのを確認すると、ティアは素す早ばやく這はうようにしてちゃぶ台へ向かう。そしてその上に放置されたままの紙袋から、本を全部引っ張り出した。

「………あった………」

　その中からティアが手に取ったのは、女性向け雑誌の子育て特集号。先程ティアが店頭でじっと見つめていたのと同じものだった。

「………これに、わらわと、そ、その、あのぅ………未来が………」

　ティアは高鳴る胸を抑おさえ、慎しん重ちようにページをめくる。思わず手が震ふるえてしまうぐらい緊張していた。すると冒ぼう頭とうにはベビーベッドで眠ねむる赤あかん坊ぼうを若い夫婦が笑え顔がおで覗のぞき込こんでいる見開きの写真が掲けい載さいされていた。

「あっ………」

　その写真を見てしまった瞬しゆん間かんから、ティアは完全にその特集記事に心奪うばわれていた。ティアはページをめくりながら、食い入るようにして写真を一つ一つ見つめる。彼女の未来が、写真という形で明確にイメージ化され、眼前に展開されていた。だから記事の文面などまるで目に入っていない。ティアが見ていたのは幸せそうにしている家族の写真。そしてその写真が想起させる、ティアとその夫の未来だった。

　―――け、結婚式………子供の前にちゃんと結婚式………女め神がみに愛を誓ちかってから、こ、子供を………それで、わらわとあやつと、ルースと母上がおる家で、馬ば鹿かな事をやりながら、愛情いっぱいに子供を育てて………それでそれで………。

　ティアの目には、写真の夫婦は全すべて自分とその夫の姿に入れ替わって見えていた。その周囲に写っている家族や友人も、ルースやエルファリア、六畳間の少女達たちに入れ替わっている。ティアにとってこの雑誌の写真は、彼女が理想とする未来そのものだった。

「………家事、夫に家事………ど、どこまで任せて良いのじゃろか………でも家事はルースの趣味じゃしぃ………あぁんっ、もぉっ、どうしたらよいのじゃっ!?」

　ティアは雑誌の写真のシチュエーションに一喜一憂。普段の強気な皇女はそこにはいない。今のティアは自分の普ふ通つうの未来に恋こい焦こがれる、一人の女の子だった。そんなティアの様子を、ルースが笑顔で見つめていた。

「ふふふ、殿下ったら………」

　ティアはあまりに雑誌に集中していたものだから、多くの時間が過ぎた事にも、ルースが風呂掃除を終えた事にも、まるで気付いていなかった。しかしそれで構わない。ルースはティアにこうして欲しくて雑誌を買ってきた。だからもうしばらくの間、ルースはティアをそのままにしておくつもりだった。










　夢ゆめ見み心ごこ地ちのティアが我に返ったのは、孝こう太た郎ろうの声が聞こえてきたからだった。

「ただいまー」

　それはティアが雑誌を広げ、そこに掲載されている玄げん関かんにいる夫婦の写真を見ながら、頭の中であれこれシミュレーションを行っていた時の事だった。だから玄関から聞こえてきた孝太郎の『ただいま』の声をティアはごく自然に受け入れていた。

「おかえりなさいっ、あなた―――」

　そして反射的にそう答えかけたところで、ティアは慌てて自分の口を塞ふさいだ。ぎりぎりでそれが現実の声である事に気が付いたのだ。

「ふわああぁあぁぁあぁぁぁぁぁっ!?」

　ティアはそこでようやく我に返り、自分がやっていた事、やりかけた事に気付き、その顔を真っ赤に染めた。

　バサッ

　そしてこのままでは孝太郎にその事がばれてしまうので、慌てて雑誌を閉じて本の山の中に突っ込んだ。孝太郎が六畳間に入ってきたのは、その直後の事だった。

「あれ？　ティア、お前だけか？」

「………」

　部屋に入ってきた孝太郎が見たものは、ちゃぶ台のところに一人で座り、何故か数冊の本を前にしてカチコチに固まっているティアだった。またよく見るとその顔が赤い。

「どうした、ティア？　何かあったのか？」

　そんなティアを不思議に思い、孝太郎は彼女の横に座ると、その顔を覗き込む。するとティアはまるで突とつ然ぜん電源が入ったおもちゃのようにじたばたと動き始めた。

「な、なんでもないっ、なんでもっ!!　何も起こっておらぬっ!!」

「そうか？」

　孝太郎の目が自然とちゃぶ台の方を向く。数冊の本が積み重ねられ、そこからティアが見ていた雑誌も表紙を覗かせている。そこから孝太郎の視線を引ひき剥はがしたくて、ティアは更に声を上げた。

「わらわはそのっ、ええとっ、なんだっ、あのじゃなぁっ！」

　しかし声が大きいだけで、ティアの言葉には中身が伴ともなわない。何とか誤ご魔ま化かしたいという気持ちだけが空回りして、頭の中は真っ白。意味のない言葉しか口から出て来てくれなかった。

「お前本当にどうした？　ちゃんと言え、何があった？」
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　ティアは明らかに様子がおかしかった。孝太郎はティアが心配になり、大おお真ま面じ目めな顔で彼女を見つめる。孝太郎は自分にとってティアが重要な存在である事を自覚している。だから放ってはおけなかった。

「う、うぁ、あ、えと、あぁうぅぅぅぅ………」

　しかしティアはもちろん答える事が出来ない。言いたいのに言えないもどかしさ、混乱する頭と空回りする感情を抱え、言葉にならない声を漏もらすので精一杯だった。

「実はな、孝太郎」

　そんなティアを救ったのは、孝太郎に続いて部屋に入ってきたキリハだった。キリハはちゃぶ台のいつもの位置に座ると、答えられないでいるティアの代わりに話し始めた。

「ティア殿はブラのサイズが一つ上がったのだ。察してやれ」

　そう言いながらキリハは、問題の雑誌とは違う、ファッション誌を指先で軽く何度かつついた。

「あっ………」

　すると孝太郎は上手うまい具合に、ティアがファッション誌で新しいブラを見ていたら孝太郎が帰ってきたと勘かん違ちがいをした。そして苦笑して頭を掻かきながら、ティアに詫わびた。

「あー………悪かったな、ティア」

「………え？　う、ああ………べ、別に構わぬ………このぐらい………」

　キリハが巧たくみに孝太郎を勘違いさせたおかげで、ティアは無事に追つい及きゆうを逃のがれた。すると新たに六畳間へ入ってきたルースが、孝太郎に見えない位置からキリハに頭を下げる。実はキリハがティアを助けたのは、ルースの求めによるものだった。キリハはティアと一いつ緒しよにクランに会いに行ったので、ティアの事情を分かっている。だからキリハは快くルースの求めに応じたのだった。










　こうして何とか追及を逃れたティアだったが、その後も多少様子がおかしかった。孝太郎の傍そばにいるとどうしても雑誌の内容を意識してしまうのだ。それをルースとキリハが誤魔化し続けていたのだが、このままでは孝太郎が再びティアの異常に気付くのは時間の問題だった。そうならなかったのは、普段は一〇六号室には現れない、ある人物が訪ねてきたおかげだった。

「レイオス様、構って下さい。退たい屈くつしました」

　その人物はティアの母親であるエルファリア。神聖フォルトーゼ銀河皇国の現皇こう帝ていだった。だがエルファリアは孝太郎の隣に座り、だらりと無気力に寄りかかっている。それはとてもではないが、皇帝にも一児の母にも見えない、情けない姿だった。

「おいエル、娘むすめの前なんだから、もっとちゃんとしろよ。まず真まっ直すぐに座れ」

「また世話役のような事を言って………」

「ちゃんとしないと皇帝陛下と呼ぶぞ」

　そんな情けないエルファリアのおかげで、孝太郎は今も様子がおかしいティアに気付かずにいる。だらしないようで意外と娘の役に立っているエルファリアだった。

「じゃあ、ちゃんとしたら何と呼んで下さるんですかっ!?」

「………殴なぐるぞ？」

「とりあえず、エルちゃまって呼ん―――」

　ゴンッ

「ウウッ、相変わらず皇帝相手にも容よう赦しやのないバイオレンス………」

　孝太郎を怒おこらせたエルファリアは額にこぶを作り、半泣きで額を押おさえる。それはゆりかによく似た姿だが、実は決定的な違いがあった。

「………それで、本題は何だ？」

「実は一緒にやってきた民たみ達たちが、また精神的に参ってきているようなのです。そこで先日と同じように、レイオス様達に御ご助じより力よくを願えないものかとお願いに参った次し第だいです」

　エルファリアは一いつ瞬しゆんで真ま面じ目めな顔に戻もどると姿勢を正し、孝太郎に助力を乞こう。今のエルファリアの姿には少し前までのだらけた様子は微み塵じんもなく、皇帝の名に相応ふさわしい堂々としたものだ。そのあまりの変わり様に、成り行きを見守っていた少女達は思わず息を呑んだほどだった。

「お前なぁ………どうして最初からそう言えないんだ？」

　しかし孝太郎はエルファリアの急激な変化に全く影響を受けていなかった。むしろ呆あきれた様子で彼女を見つめている。エルファリアの本質を知っているから、表面の変化では騙だまされない孝太郎だった。

「ふふふ、この順番でやると『なんだちゃんと真面目な理由あるじゃないか、助けてやろうかな』っていう気になるじゃありませんか」

「そんな事しなくても、俺おれは―――」

「アライア様が守り通した国の国民なら、幾らでも助ける？」

「………ああ」

「私はレイオス様に、エルちゃまとティアちゃんが愛してやまない国民の為なら―――そう言わせたいのですよ」

　孝太郎は時折、フォルトーゼの皇族の向こう側にアライアの姿を見ている事があった。少女達とは違って既すでに大人であるエルファリアはその事に気付いている。エルファリアにはそれが少しだけ腹立たしかった。だから奇き行こうで孝太郎の注意を惹ひく。そしてそれはついでに、様子のおかしい娘に時間を作ってやる為でもあった。

「ていっ」

　ゴンッ

「いたぁっ!?　何をするんですかっ、いい話をしている途中だったのにっ!!」

「お前、さり気なくエルちゃまを浸しん透とうさせようとしてるだろう？」

「そうですそうです、私エルちゃまです！」

「この野や郎ろう、どうしてやろうか………」

　皇帝であるエルファリアにとって、孝太郎はティア以外では唯ゆい一いつ自分を曝さらけ出せる相手と言っていいだろう。やはり二十年前の衝しよう撃げき的てきな出会いと別れが、エルファリアの心に根付いているのだ。救国の英えい雄ゆうにして初はつ恋こいの相手。心正しき皇家の、絶対の味方。祖国を離れて精神的に参っているのは国民だけでなく、エルファリアも同じだ。それを孝太郎に会って癒いやしているのだが、それを他人に感じさせないでいるのは、大人の女性としての意地なのかもしれない。










　幸いエルファリアの要望はすぐに受け入れられた。孝太郎達たちは次の祝日に、再びエルファリア派の人々を地球へ下ろす事に決めた。人間の心は脆もろい。故郷を遠く離れていては特にそうだろう。どうしても息いき抜ぬきは必要だった。

「………私はこの美人の湯に入りたいです、レイオス様！」

「温泉か。良さそうじゃないか」

　地上へ降りたエルファリア派の人々は、観光バスに分乗して思い思いの場所へ観光に出かける事になっている。だが残念ながらエルファリアは警備の問題で観光バスに同乗する事が出来ない。そこでエルファリアだけは孝太郎達をお供に、個人的な観光をする事になっていた。そして今はその行き先についての議論の真っ最中だった。

「国民の為に、そしてティアの為に、いつまでも美しい母親であり続けなくては！」

　少し前、エルファリアはちゃぶ台の上にあった本の中から温泉情報誌を見付け出した。何気なくぺらぺらとページをめくったところ気になる温泉の写真を発見、それ以降は完全に温泉旅行気分だった。

「レイオス様もその方が嬉しいのでは!?」

「おい、ティア。またエルが馬鹿な事を言ってるぞ。お前からも何とか言ってやれ」

「………」

「ティア？」

「え、あ、うぁ!?　す、すまぬ、聞いておらんかった………」

「お前、本当にどうした？　今日は何か変だぞ？」

　これまではエルファリアの怪あやしさに目が行って気付かなかったのだが、流石さすがに孝太郎もそろそろティアの様子がおかしい事に気付きつつあった。いつもの迫はく力りよくを欠いているティアが心配になった孝太郎は、真正面からその顔を覗き込んだ。

「だっ、大だい丈じよう夫ぶじゃっ、何も起こっておらぬっ！」

「熱は………」

　ティアはどことなく顔が赤く、ボーッとしている事が多い。その様子から真っ先に思い付いたのが風か邪ぜだったので、孝太郎は普段通りの調子でティアの額に手を押し当てた。

「………ないみたいだな」

「はぅわっ!?」

　これに驚おどろいたのがティアだった。ティアと孝太郎に限らず、一〇六号室ではこうして熱を測るのはよくある光景だ。これまでにもティアは何度も孝太郎にされた経験があった。だが今日に限っては孝太郎の手が妙みようにあったかく感じる。触れられている部分が気になって仕方がなかった。

　ティアは孝太郎が大好きだったが、相手は異星人だからと常に心のどこかに一ひと握にぎりの諦あきらめがあった。それがティアの愛情と、相手は男性なのだという認にん識しきに、一定のブレーキとして働いていた。しかしつい先日、そのブレーキが壊こわれた。そして先程雑誌を見てしまった事で、心のエンジンが高回転の状態を維い持じしている。一いつ旦たん走り出したらもう止まれない暴走車両、それが現在のティアの心理状態だった。

「なんでもないっ、なんでもないっ、なんでもないのじゃぁぁぁっ!!」

「わぁあぁぁっ、なんだっ、急にどうしたぁっ!?」

　自分の異常な心理状態に振ふり回まわされ、どうしたらいいのか分からなくなったティアは、とりあえず孝太郎に攻こう撃げきを仕掛けた。額に当てられていた手を掴つかむと、手慣れた様子で関かん節せつ技わざに入る。追おい詰つめられたティアには、自分の一番得意な事しか思いつかなかった。だがこの選せん択たくは悪くなかった。とりあえず孝太郎を黙だまらせる事が出来たからだ。

「いたたたたっ、お前っ、本当にどうし―――いてててててっ!!」

「知らん、知らん、知らーーーんっ!!」

「ギブギブ、ギブ！」

「死ねぇっ、死んでしまえぇぇぇぇっ!!」

　だが実のところ、追い詰められていたのはティアの方だった。関節技をかけたせいで身体が密着する事になり、孝太郎の存在をより明確に意識してしまう。結果ティアの心は昂たかぶる一方で、爆ばく発はつして弾はじけ飛とぶ寸前だった。

「ふふ、里さと見み君とティアさんは、今日も元気いっぱいですね」

「ルースさん、ティアちゃんどうしたの？」

　そんな二人を見て、晴はる海みは単に仲良くしているとしか感じなかったが、静しず香かはティアの鬼き気き迫せまる姿に目を丸くしていた。するとルースは苦く笑しようして静香に近付いていった。

「シズカ様」

「なになに？」

　ルースは軽く手招きすると、静香の耳に口を寄せ、小声で囁ささやきかけた。

「………実は地球人とフォルトーゼ人の間にも子供が出来る事が分かったのです。それはごく普通の恋れん愛あいと結けつ婚こんが可能になったという事ですから、殿下はどうしたらいいか分からなくなっておいでで………」

「そうなんだっ!?　よかったねぇっ、ルースさんも嬉うれしいでしょうっ!?」

　事情を知った静香は表情を輝かがやかせる。そんな静香に向かってルースは大きな笑顔でしっかりと頷いた。

「はいっ！　一時はすっかり諦めていた事ですから………可能だと知った時には、心臓が止まるかと思いました！」

　地球人を相手にした普通の恋愛や結婚が可能になったのはティアだけではない。ルースもまたそうだった。実際にどうなるかは分からないものの、それが可能であるというだけで、これまでとは気の持ちようが大きく変わってくる。ルースはとても明るく前向きな気分になっていた。

「私は出来るものだと思い込んでいましたから、逆にそれが駄だ目めな場合があると知って驚きましたけど………」

　晴海も一緒になって笑う。彼女は既にこの事を知らされていた。晴海は科学に疎うとかったので、同じ姿だから子供はできると思い込んでいた。だから最初は何を言われているのか意味が分からなかった。しかし今はちゃんと分かっているので、晴海も一緒になって祝福の笑顔を見せていた。

「我の場合、自分が異星人の子孫だと分かって多少困こん惑わくしている」

「あ、それは私もです」

　ティアやルースとは逆の反応を示していたのがキリハと真ま希きだった。

　キリハの場合、マクスファーンとその錬れん金きん術じゆつ師し団が大地の民の祖先に文化と技術をもたらした事は分かっていたが、やはり異星人なので直接の子孫とまでは考えていなかった。それがクランの証言で直接の子孫である可能性が濃のう厚こうだと分かったのだ。

　真希の場合はもう少し単純で、ある日突然自分が異星人だと知らされた。地球人の血が多少入ってはいるが、それでも異星人の子孫という事実にはインパクトがあった。

「わたしはぁ、どうなんでしょうねぇ………」

「あんたはそれ以上変な設定付けない方がいいんじゃない？」

「早さ苗なえちゃんっ、設定って何ですかぁ!?　設定ってぇ!!」

「ユリカが魔ま力りよくを持って生まれている以上、先祖の誰だれかがフォルトーゼ人であった可能性は否定出来ませんわねぇ………」

　クランの見立てでは、ゆりかもフォルトーゼ人の子孫である可能性が強かった。ゆりかは日本の一いつ般ぱん家庭の生まれだが、通常の地球人と比べると桁けた違ちがいに多くの魔力を持って生まれて来ている。それが偶ぐう然ぜんに起こったと考えるよりは、魔ま術じゆつ師し団の血を引いていると考える方がより自然だろう。

「じゃあ地球人はあたしと孝太郎、晴海と静香の四人だけってコトか」

　キリハ、真希、ゆりか、クラン、ティア、ルース、エルファリアの七人は、純じゆん粋すいなフォルトーゼ人かその血を引いている可能性が高い。

「つまり………あんたはコスプレの方向を間ま違ちがったのよ。異星人のコスプレなら、みんな納なつ得とくだったわ」

「そういう言い方はどうかと思いますぅっ!!」

「………待った早苗、一いち概がいにそうとも言い切れないかもしれない」

　そんな時、キリハが二人の話に割って入った。早苗が口にした言葉の中に、気になる部分があったのだ。

「ええっ!?　魔ま法ほう少女で正解だったって事ぉっ!?」

「どっちでも正解ですぅっ!!」

「そうではなく―――」

「魔法少女駄目なんですかぁっ!?」

「―――この地域の人間は、殆ほとんどがフォルトーゼの人間の血を引いている可能性があるという事だ」

　この部屋に地球人は四人。早苗がはっきりとそう言葉にしてくれた事で、キリハは本当にそうなのかと疑問を持った。

　マクスファーン達たちが辿たどり着ついたのは古代の吉きつ祥しよう春はる風かぜ市し。彼かれらは少数だったかもしれないが、当時の春風市の人口も同じく少なかった筈はずだ。そしてそれからの年月で両者は交配を繰くり返かえしながら子孫を増やしてきた。そうなると確率的に、この町ではフォルトーゼの血を全く引いていない人間は少ないかもしれない。ゆりかはその中でたまたま魔力という才能を開花させた。だから魔力を持っていない早苗達であっても、フォルトーゼの子孫である可能性は十分に存在しているのだった。

「そうかもしれません。私達ダークネスレインボゥの地球での活動は、確かにこの町の周辺に集中していましたから」

　ダークネスレインボゥは地球において世界的な活動をしているが、不思議と吉祥春風市周辺での活動が多かった。やはり他の地域に比べると、魔力を帯びて生まれる子供の数が多かったのだ。だから構成員や生いけ贄にえ、弟で子しの確保という事に関してはこの地域が活動の中心となり、それに引ひき摺ずられるようにして全体の活動も活発だった。

「それはつまり………レイオス様は最初からフォルトーゼの騎き士しとして、十分なお生まれであったという事になりますねぇ」

　ここでエルファリアの目がきらりと光る。マクスファーンやグレバナスは確かに大罪人だが、神聖フォルトーゼ銀河皇国はその子孫にまで罪を問うような愚おろか者ものの国ではない。事実、マクスファーンの姪めいのリディスやグレバナスの部下であったカリスは、戦後に罪を問われるような事はなく、逆にアライアの忠実なる家臣として重用された。従って古代の春風市に来た者達の子孫について意味を考える場合、フォルトーゼの血を引いているという部分にしか注目されない。つまりフォルトーゼの血を引く者が地球で生き残っており、それが青騎士となってアライアを救ったという事だけが注目されるのだ。

「という事はっ♪　戦後に没ぼつ収しゆうされたマクスファーン家の領地を、レイオス様に返へん却きやくしなければなりませんねぇっ♪　あぁ、困った、本当に困りましたっ♪」

　青騎士の権利はアライアが定めた瞬間から法律に拘こう束そくされない。マクスファーン家の領地の没収はその後に行われているので、孝太郎が僅わずかでもマクスファーンの血を引いているなら、その領地を継けい承しようする権利は今もなお有しているのだ。

「おほほほほほほっ、それにまさか騎士の称しよう号ごうだけでなく貴族籍せきまでお持ちとはっ♪　いずれ正式に回復させなければなりませんねぇっ♪　手続きが面めん倒どうで仕方がありませんわっ♪　本当にどうしましょう♪　おーっほっほっほっほっ♪」

「………あれは全然困ってないわね」

「逆に里見君が逃にげられなくなる既き成せい事実が増えたような………」

　口では困った困ったと繰り返すエルファリア。しかしその表情はどう見ても困っていない。むしろ困っているのはそんな彼女を見つめている早苗と晴海の方だった。そしてそれは他の少女達も少なからず感じている事だった。

『どうしてそなたはそうやってわらわに意地悪ばかりするのじゃあっ!!　最初から素す直なおにっ、素直にぃぃぃっ!!』

『何の話だっ!!　俺が一体何をしたぁっ!?』

『知らーーーーーんっ!!』

『あだだだだだだっ!!　くっ、こ、このっ、訳の分からん事ばかりぃっ!!』

『きゃあんっ!?　なっ、なにをっ!?』

　孝太郎は相変わらずティアの関節技に捕とらえられたままでいる。だが実は霊力や魔力を使えば、そこから抜ぬけ出す事は容た易やすい。それをしないでいるのは孝太郎自身が楽しいと思っていて、そして同時にティアの事が好きだからだろう。

「ベルトリオン、エルファリアさんを放置していると大変な事になりますわよ」

「………無理だろうな。里見孝太郎は優やさし過ぎる」

「でもでもぉ、どこだろうとぉ、住む家があるのはいい事だと思いますぅ」

「ゆりか、あなた自分もそこに住むつもりなのね？」

「一〇六号室、また空き部屋に戻るのかしら………」
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「エルファリア陛下………あまり強きよう硬こうな事はなさらない方が………おやかたさまのお気持ちもありますし………」

「ああ困った、本当に困りましたっ♪」

　そうしたティアとの関係、そして侵略者の少女達との関係を考えると、孝太郎がエルファリアの魔まの手から逃れられる可能性は極きわめて低いと言わざるを得なかった。










　この日の夕食にはエルファリアも同席する事になったので、鍋なべや大皿の料理で歓かん待たいする事となった。料理を担当したのはいつものルースと、そして自分から料理をしたいと申し出たティア。キリハはティアの代わりに料理はお休みで、六畳間でお茶を淹いれていた。

「………こうして娘の手料理を食べる日が来ようとは………」

「ティアちゃんの料理は粗あら削けずりですけれど、なかなかの腕うで前まえなんですよ。この前のコンクールでも結構いい評価を貰もらっていましたし」

「シズカさん、あなたがティアに料理を教えて下さっているそうですね。ありがとうございます」

「キリハさんや桜さくら庭ば先せん輩ぱいもそうですから、私だけがどうこうという訳では」

「皆みなさんにも感謝しています。本当にありがとうございます」

　先さき程ほどまではまるで世間知らずの少女のように振ふる舞まっていたエルファリアだが、やはりティアの事になると母親としての感情が前に出てくるようで、今は大人の女性らしく振る舞っていた。そして少女達と言葉を交かわしながら、時折台所の方を気にしている。それは誰だれにでも母おや娘こ関係は良好だろうと感じさせる姿だった。

「………いつもそうやっていればいいのに。どうしていつもはああなんだ？」

「ああしていないと、適切な距きよ離りを保とうとする方がおられるものですから」

「分からないよ、お前の考えている事は」

「そうでしょうね。分かっておられるなら、ああする必要はない訳ですから」

「まったくお前ときたら………」

　気持ちは孝太郎も同じで、今のエルファリアには何の文句もない。できれば常にこうであって欲ほしいのだが、反面普段のエルファリアが見られないのは寂さびしくもある。それがエルファリアの狙ねらいなのだろうが、悪意がある訳ではないので、そのまま彼女の狙いに嵌はまるしかないのが孝太郎にとって難しいところだった。

「娘の為ためです」

「どうだかな」

「嘘うそではありません。レイオス様にママって呼んで貰もらう為なら、私は何でもします」

「呼ぶかっ！」

「ティアがお嫌きらいですか？」

「そういう意味じゃない！　仮にティアと結婚するような事があってもだな、お前を絶対にママなんて呼ばないからなっ！」

「はっ、まさかっ!?　これが反はん抗こう期きっ!?」

「違ちがうっつーのっ！」

　だが結局エルファリアの真面目な顔は長くは続かない。ティアとルースが食事の用意を済ませて六畳じよう間まに戻ってきた頃ころには、すっかり普ふ段だんの怪しい彼女に戻っていた。

「………いい加減にしないと、幾いくら皇帝でもその綺き麗れいな顔を殴るぞ!?」

「綺麗ですかっ、私っ!?」

「この野郎、ああ言えばこう言う………」

「そろそろ諦めた方がいいですわよ、ベルトリオン。女め狐ぎつねと名高い百ひやく戦せん錬れん磨まの政治家を相手に、口では勝てませんわ」

「ぐうっ、いずれきちんと仕返ししてやるからなっ」

「それはずっとティアの傍そばにいて下さるという意味ですねっ!?」

「………コイツは他人の揚あげ足あしを取る天才だな………」

　孝太郎はすっかりエルファリアにやり込められていた。話せば話すほど泥どろ沼ぬまに嵌り込んでいくような状態だった。しかも彼かの女じよは悪意を向けている訳ではないので、力ちから尽ずくの解決も出来ない。孝太郎は完全な白旗ムードだった。

「………ルース、母上が他人にああいう顔を見せるのはしばらくぶりじゃのう」

「殿下と同じように、おやかたさまを信用なさっているからでしょう」

「………うむ、きっとそうじゃろうの………」

　ティアと同じ理由で、エルファリアも本音を明かせる人間は極めて少ない。エルファリアが少女時代に出会った伝説の英雄は、数少ないそうした人間のうちの一人だった。そんな母親の為にも、孝太郎と共に人生を歩む必要がある。ティアはじゃれあう二人を眺ながめながら、密ひそかにそんな想おもいを強くしたのだった。










　食事が始まるとエルファリアの注意はティアの方を向き、孝太郎はその魔の手から解放された。そのおかげもあって、六畳間の雰ふん囲い気きは普段のものに戻っていた。

「孝太郎さん、こちらをどうぞ」

「ありがとう、『早苗さん』」

　孝太郎はすぐ左ひだり隣どなりに座すわっている『早苗さん』から料理を盛りつけた小皿を受け取った。最近は彼女がこうして料理を取り分けてくれる事が多い。その理由は『早苗ちゃん』が孝太郎の背中に乗っているからだった。

『よぉし孝太郎っ、どんどん食べれ！　あたしの準備は出来ている！』

「自分で俺に渡わたす手間をかけるなら、そのまま食えばいいのに」

『まずはあんたに食べさせるのがいいのよ。ピーマン入ってたら困るでしょ』

「あは、あはははは、なんだか申し訳ありません………」

　孝太郎の背中に『早苗ちゃん』が乗ってしまうと、身体の方には『早苗さん』だけが残される事になる。『早苗ちゃん』を預けた状態で、孝太郎の隣となりで何もしないでいるのは申し訳ない気分になるので、自然と『早苗さん』は孝太郎の食事の手伝いをするようになっていたのだ。

「ピーマン入ってるんですかぁっ!?」

　早苗の言葉に反応したのはゆりかだった。ゆりかは早苗の身体とは逆で、孝太郎のすぐ右側に座っている。孝太郎の背中の『早苗ちゃん』との距離も近く、話題の重要性もあいまって、小さな声にも敏びん感かんに反応していた。

「入ってない」

「嘘ですぅっ！　その顔は絶対に嘘ですぅっ！」

「入ってないって。安心して食え」

「里見さん、また騙して食べさせるつもりでしょうっ!?　今日という今日は、絶対に騙されませんよぉっ!?」

「なぁ、ゆりか。黙って食うのと、ピー汁じると、どっちがいい？」

「いっただっきまぁ～～～～すぅっ!!　はぐっ、はぐはぐっ」

「それでいいんだ」

　ゆりかは少しでも目を離はなすとすぐに偏へん食しよくやマナー違い反はんが始まる。自然と孝太郎の隣に置いて、監かん視しする事が多くなっていた。ゆりかの嫌いな食材が使われている時は、特にその傾けい向こうが強かった。

　そんな孝太郎とゆりかのやり取りを不思議そうに見つめていたのが、ちゃぶ台の向かい側に座っているエルファリアだった。

「ティア、レイオス様が仰おつしやったピー汁とは何なのですか？」

「コータローが考案した、生のピーマンをすりおろした飲み物です」

　ティアは一旦食事の手を休め、エルファリアの質問に答えた。

「………まぁ………何て恐おそろしい飲み物なのでしょう………」

　するとエルファリアの顔がさっと青ざめる。それを察したルースはここぞとばかりに追加情報を畳たたみかけた。

「陛下、隠かくし味あじにセロリやパセリも使われております。飲まされたくなかったら、偏食は避さけた方がよろしいでしょう」

「さ、流石はレイオス様、戦術にまるっきり隙すきがない！」

　これまでは終始余よ裕ゆうたっぷりだったエルファリアだが、この時ばかりは顔を青ざめさせて動どう揺ようしていた。エルファリアはゆりかと同じぐらい偏食なのだ。ルースは以前からエルファリアの偏食が気になっていたのだが、相手が相手なので、なかなか上手く改善させられずにいた。

　だがピー汁の脅きよう威いが多少エルファリアに影えい響きようを与あたえたようで、普段なら避ける野菜類に手を付け始めていた。それを見たルースは満足し、自分も食事を再開した。

「あらあら………エルファリアさんにも意外な弱点がありましたのね」

「そういえば、クランさんは地球の食べ物は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　エルファリアの偏食は、ゆりかとは若じやつ干かん事情が異なり、地球とフォルトーゼの食文化の違いという問題を含ふくんでいる。そして食文化の違いに関しては、他のフォルトーゼの人間にも共通して言える事だ。気になった晴海は、発明品の力で壁かべに座って食事をしているクランにそのあたりの事を尋たずねてみた。

「わたくしは平気ですわ。あまり食事には拘こだわりはありませんの」

　クランは取り立てて表情を変える事もなく、澄すました顔で晴海の質問に答えた。だが、代わりに表情を変えたのがキリハだった。

「ふふ、クラン殿どのはずっと孝太郎に食事の準備を任せきりだったから、好すき嫌きらいなど言っている余裕はなかったのだ」

「キィ!?」

　キリハに笑え顔がおで秘密を暴ばく露ろされてしまい、クランはバツが悪そうな表情を覗のぞかせる。晴海はその反応でおおよその事情を理解した。そしてキリハと一緒になって笑い始めた。

「そっか、クランさんはずっと里見君と一緒に旅をしていたんですもんね。ふふふ、その時に既に矯きよう正せいされてしまったんですね」

「なにしろ下手に好き嫌いを言うと、食事が出て来なくなる訳だからな」

「死活問題ですね。うふふふふっ」

「笑い事ではありませんわっ!!　一体何度、ひもじい夜を過ごした事か………あの男は悪あく魔まですわっ!!」

　好き嫌いがない晴海とキリハにとってはただの笑い話だったが、実際にそれを体験したクランにとってはそうではない。命の危険さえ感じさせる、恐ろしい想おもい出でだった。

「………食べないと、食事が出て来なくなる………？」

　真希は食事の手を休めると、聞いたばかりのキリハの言葉を繰り返した。

「藍あい華かさんは好き嫌い何もないじゃない。食事が出て来なくなる心配はないわよ」

　静香は真希の呟つぶやきを聞き付けて笑う。真希の食事のマナーはすこぶる良い。そんな彼女がそこを心配している事が、静香にはおかしくて仕方がなかった。

「いえ、そうじゃなくて………その、わざと偏食をしてみようかな、って」

「どうして？　お仕置きされたいの？　藍華さんって、そっち系だったのっ!?」

「違います違いますっ！　ええと………」

　真希はちらっとゆりかを見た後、頬ほおを赤らめて軽く俯うつむく。静香はそんな真希の顔を見てピンと来た。

「そっか、ゆりかちゃんみたいに、里見君にあれこれ世話を焼いて欲しいんだ？」

「………そんなところです………ああいうの、経験がないもので………」

　親しい人間に叱しかられてみたい、心配されてみたい、世話を焼かれてみたい。真希は過か酷こくな幼年期を過ごしてきた事から、ごく普ふ通つうの家庭で起こるような出来事に対する、強い憧あこがれがあったのだ。それを理解した静香は、すぐに問題の解決に動き出した。

「里見くーん、ちょっとー」

「あっ、笠かさ置ぎさんっ!?」

「いいからいいから」

「なんスか、大家さん」

「藍華さんは今日から一身上の都合により、偏食を始めるから、後はよろしく」

「………全然意味が分からないッス」

「意味は聞かないで。お願い、この通りっ！」

「………？」

　孝太郎は静香の唐とう突とつで意味不明な願いに首を傾かしげた。だが静香は最後に、孝太郎に向かって両手を合わせた。普段から他人の世話を焼いてばかりの静香だったから、孝太郎はその時点で決断した。

「分かりました、お任せ下さい」

「ありがとっ、里見君っ！」

「藍華さん、とりあえず後でピー汁な」

「あ、えと………うん、頑がん張ばって好き嫌いを言うようにするわ」

　相変わらず事情はさっぱりだったが、提案が静香で、問題が真希なので、孝太郎は事情を考えるのを止めた。無意味なわがままを言うような二人ではないので、特とく殊しゆな事情が窺うかがわれたのだ。だったら彼女らが望むように、単なる偏食として扱あつかってやった方が誰の為ためでもある筈だった。

「真希、あんた何が嫌いなの？」

「ええと………さしあたって、この春しゆん菊ぎくってやつにしようと思うの」

「ああっ、私もそれ嫌いですぅ！」

「………ベルトリオンはいつも、シズカとマキは特別扱いですのねっ」

「里見君は私と藍華さんだけじゃなくて、クランさんの事も十分過ぎるくらい特別扱いだと思うけど」

「あれは特別扱いではなくて、弄もてあそばれているだけですわっ！」

「だったら代わって下さい、クランさん。私は先せん輩ぱい扱あつかいが不満なんです」

「晴海、実はクラン殿は今の境きよう遇ぐうが嫌いではないのだ」

「素直ではないのう。クランは昔からそうじゃった」

「ふふふ、それを言い始めると、ティア殿でん下かもそうではありませんか」

「レイオス様、年ねん齢れいを根こん拠きよにした待たい遇ぐうの差に、厳重に抗こう議ぎ致いたします」

「お前はいきなり何を言い出すんだっ!!」

　十一人で過ごす夕食の時間は、終始賑にぎやかで楽しげだった。この場にいる誰もが欠けた部分を持ち、その部分を他の誰かが補っている。誰が欠けてもこの状態にはならないし、これ以上に必要なものもない。ただ底そこ抜ぬけに明るく優しい時間が、流れ続けていた。

　ピー

『小規模の時じ空くう振しんを感知。信しん頼らい度ど九十パーセントでワープアウト反応と推定』

　だが、その時間は予定よりもほんの少しだけ早く終わりを告げた。多くの困難を共に乗のり越こえてきた孝太郎達だったが、まだ一つだけ大きな問題が残されていたのだ。

『空間歪わい曲きよく率りつから質量を算定。注意。信頼度八十五パーセントで通信用ポッドと推定。高確率でフォルトーゼ本国からの緊きん急きゆう連れん絡らくだと思われます。素す早ばやい対応を要します、マイプリンセス』

　その問題とは、神聖フォルトーゼ銀河皇国で進行中のクーデター。様々な事情が重なってあまり対策を打ち出せずにいたその問題と、遂ついに真正面から向き合う時がやってきたのだった。







うごめくもの　十一月六日（土）







　神聖フォルトーゼ銀河皇国から送られてきた情報ポッドは二基。その胴どう体たいには三十七と八十二という数字が刻まれている。これは同時に送られたポッドのうち、三十七基目と八十二基目にあたるという意味だ。情報ポッドは全部で百基用意され、その全すべてに同じ情報が込められた。そしてその内の二基が、ティア達たちのもとへ辿たどり着ついていた。

　このような結果になったのは、地球とフォルトーゼが遠過ぎる事に原因がある。両者の距きよ離りは実に一千万光年。一光年がおよそ十兆キロメートルなので、その一千万倍となると果てしない距離だ。これに対して地球から月までの距離がおよそ四十万キロ。もし仮にフォルトーゼから月の公転軌き道どうの周辺百万キロの範はん囲い内ないにポッドを送るとすると、ワープ時に許される誤差は百兆分の一以下となる。

　流石に一度でそこまでの精度を出すのは困難なので、超ちよう長ちよう距きよ離りのワープは複数回に分けて行われるのが基本だ。誤差が出ても問題がない、広くて何もない空間を飛び石伝いにやってくるのだ。またワープの度に移動する距離を短くする。移動距離が短くなれば誤差も減るので、ワープの回数を増やして安全を確保するのだ。

　だが人を乗せていない情報ポッドの場合は、そこまでの正確さや安全性は必要とされない。特に今回に関しては百基のうちどれかが到とう着ちやくすれば良かったので、ワープの回数は通常の半分以下というかなりの無む茶ちやをしている。その結果、超ちよう空くう間かん通信よりは遅おそいものの、宇宙船よりはずっと早く、地球に情報が送り届けられたのだった。










　そうしたフォルトーゼの科学事情を理解しているティアは、ポッドの胴体に刻まれた数字を見た段階で情報の緊きん急きゆう性せいを理解し、その表情を変えた。それはクランやルース、エルファリアも同じだった。

「検けん疫えきを待つ時間が惜おしい。ルース、ポッドを一基開かい封ふうするのじゃ！」

「はい、ロボットを送ります！」

　宇宙空間で回収したものには、何が付着しているか分からない。味方が送ったものであっても油断は禁物だった。だから十分な洗せん浄じようと殺さつ菌きん、検査が行われるのが普通なのだが、今はそれを待つ事が出来ない。そこで作業用のロボットを使って中の情報を取り出す。これによりロボットも洗浄や殺菌、検査の対象になってしまうが、今はその事を気にしている余裕はなかった。

「………ポッドを開封します」

　回収された二基の通信用ポッドは『青騎士』の中にある検疫用の発着デッキに収容されている。ルースが操あやつる作業用ロボットはその内の一基に近付き、アームを伸のばしてポッドの側面についている制せい御ぎよパネルを操作した。するとすぐにポッドは反応し、パネルの近くにある小さなハッチを解放。ポッドの中に納められていた物は金属製のトレイに乗せられて、作業用ロボットの目の前に差し出された。

「プラスチックの袋ふくろで密みつ封ぷうされた紙製のファイルと、コンピューター用のデータチップのようですね」

「つまり急げという事じゃ。ルース、データチップを読み込むのじゃ」

　ティアの勘かんでは、紙製のファイルとデータチップの内容は同じである筈はずだった。何としても内容を送り届けたいから、様々な状じよう況きようを想定して二つ入れたのだろう。それは急を要するという事でもある。そしてティアの勘が正しかった事は、作業用ロボットがデータチップを自身に接続した段階で証明された。

『現皇こう帝ていであるエルファリア・ダーナ・フォルトーゼ陛下は、莫ばく大だいな額の公金横領の疑いが持たれています。またこれに絡からんで、陛下の罪を暴あばこうとした―――』

「これは………本国での報道や、独自に収集した情報をまとめたもののようですね。発信者はお父様!?　おっとっと―――パルドムシーハとウェンラインカーの連名です」

「遂に動き出しよったか………」

　ロボットを経由して届けられた情報をルースの肩かた越ごしに眺めていたティアは、その表情をスッと引ひき締しめた。それは彼女が一〇六号室を初めて訪ねた時を思わせる、とても厳しい表情だった。

「ティア、どうやら覚かく悟ごを決める時が来たようですね」

「母上、既すでに覚悟は出来ております」

　母親のエルファリアがティアの肩かたに手を置くと、僅わずかに彼女の表情が緩ゆるむ。だがその瞳ひとみに宿る光は、少しも衰おとろえていない。ティアには分かっているのだ。これがティアとエルファリアに訪おとずれた、最大の試練の始まりだという事を。










　エルファリアと軍部の対立は、二十年以上前から始まっていた。当時から既に軍部は強い力を持ち、国政に対して過か剰じように介かい入にゆうする傾向があった。エルファリアはその事に気付いており、政策として軍縮を掲かかげていた。自身が皇帝に即そく位いした場合には、軍の暴走を抑おさえ込こむと国民に約束したのだ。強い力を持つ軍部も、民意を背景にした軍縮なら受け入れざるを得ない。裏で何をしていようと、表向きは国と皇家に忠誠を誓ちかう軍という事になっていたからだ。このままエルファリアを放置すれば大変な事になると感じた軍部は、表と裏のあらゆる手段を講じて彼女の即位を阻そ止ししようとした。だがエルファリアは軍部の妨ぼう害がいを悉ことごとく掻かい潜くぐり、皇帝に即位してしまった。これにより軍縮が現実のものとなり、軍部の力は大きく削そがれた。エルファリアが支し払はらった代だい償しようも決して小さくはなかったが、彼女の勝利と言って良かった。

　それからしばらくは軍部も大人しくしていた。だが彼らにも二千年に亘わたって国を守ってきた自負がある。また青騎士が率いていた軍がそのまま継けい続ぞくしている事から、自分達こそが青騎士の後こう継けい者しやという思いも強い。だから彼らは、伝説の皇帝アライアならともかく、浅せん慮りよな皇帝に振ふり回まわされる境遇には我が慢まんがならなかった。そこで軍部の指導者達は皇帝の質に左右されない強固な軍を作り上げようと、水面下で行動を開始した。しかしこれはアライアを神格化する事で他ほかの全ての皇帝を無能であると決めつける行こう為いであり、軍が国の主権者である皇帝の支配から抜け出す為の方便以外の何物でもない。好き勝手な事をやりたいから、現皇帝にアライアより無能というレッテルを貼はり、自分達の暴走を正当化しようというのだ。つまり軍部が始めた事は、非常に緩やかに進行するクーデターだった。

　もちろん始まりが緩やかであった事には理由がある。

　第一の理由はもちろん、軍縮の影響が大きかった事だ。議会による監視も上手うまく働いており、この状態ではクーデターを起こしてもまともな結果は望めなかった。

　第二の理由は、世論を敵に回す失敗を学習した事だった。エルファリアが国民の圧あつ倒とう的てきな支持を受けて皇帝に即位した結果からすると、無策にクーデターを起こしたとしても国民の支持が得られない。そうなってしまえば軍による統治は不安定となり、生き残りの皇女を旗印に、国民の反乱が頻ひん発ぱつするだろう。まず最初に行うべきは、現皇帝の評判を削ぐ事。同時に軍の評判を上げる事。彼らはそれをよく理解していた。

　そこで軍部が最初に始めたのが、報道メディアに対する工作だった。メディアの要職にある者達を賄わい賂ろで抱だき込み、それが出来ない場合はメディア内に息のかかった人間を送り込む。障害となる人間には冤えん罪ざい事件をでっち上げたり、事故死させたりする。そうやって徐じよ々じよにメディアを掌しよう握あく、軍部に都合のいい情報だけを発信するようにさせていった。

　メディア支配と並行して行われたのが、政財界への工作だった。これはメディア支配が三十パーセントを超こえた辺りから始まった事で、賄賂による金銭的な工作以外にも、メディアを使った工作が行われた。真実がどうあれ主要な報道メディアが騒さわぎ立たてれば株価の操作は可能だし、政治家の発言の捏ねつ造ぞうもお手の物。こうして軍部は少しずつ影えい響きよう力りよくを高め、政財界を支配していった。この頃ころからは資金的にも潤じゆん沢たくになり、国民の目の届かない場所で違い法ほうな兵器開発や軍人の増員などが行われるようになっていった。とはいえこれだけの事をすぐに出来る筈もなく、軍部の指導者層が満足する状態に到とう達たつしたのはエルファリアの即位から二十年が経過しようという頃だった。

　もちろんエルファリアの方もそれを座して見ていた訳ではなく、様々な対たい抗こう措そ置ちを取っていた。だが違い法ほう行こう為いを行っている相手に現行の法的手段だけで対たい抗こうするのは難しい。しかも対抗策となる法律を作ろうとすれば、軍部の支配下にあるメディアが一いつ斉せいにエルファリアは邪じや悪あくな独裁者であるというレッテル貼りを始める。軍部の思おも惑わくが見事に機能し始めており、エルファリアは少しずつ身動きが取れなくなっていった。

　やがて身の危険を感じたエルファリアは、皇位継けい承しよう権けんを得る試練を言い訳にして娘むすめのティアを孝こう太た郎ろうの元へ逃にがした。そして自身は不退転の覚悟で軍部との対決に挑いどんだ。だがこの結果はエルファリアの敗北だった。軍部によるメディアと政財界の支配は、エルファリアでも覆くつがえせないレベルまで進行していたのだ。

　こうしてエルファリアは軍部に捕えられ、軟なん禁きんされた。だが各報道メディアはエルファリアは病気と発表。しかしティアが隙すきを突ついてエルファリアを奪だつ還かん、地球への逃とう亡ぼうに成功した。

　その先の地球での出来事については、孝太郎達たちもよく知っている。だがフォルトーゼが今どうなっているのかは分からないままだ。問題の情報ポッドに詰つめ込まれていたのは、正しくその情報だった。

　最近になって、報道メディアは一斉にエルファリアの病状についての報道を止め、代わりに彼女の犯罪について報じ始めた。容疑は公金の横領と、横領の秘密を隠いん蔽ぺいする為に行われた殺人。もちろんこのエルファリアの犯罪容疑は軍部によるでっち上げだ。エルファリアの皇位を剥はく奪だつして公権を停止し、裁判で勝つのに十分な証しよう拠こを捏ねつ造ぞうしたので、軍部は自信満々に報道規制を解除したのだ。

　現状において軍部の目もく論ろ見みはほぼ成功しており、エルファリアの人気はかつてほどではない。世論は支持と不支持はほぼ同数。しかしここまで来れば、後はメディアが騒ぎ続ければいいだけだ。そうすればいずれは態度を決めかねている層が動く。きっと世論はエルファリアの不支持に傾かたむくに違いない―――自信を深めた軍部は、エルファリアの身み柄がらを捕ほ獲かくする為に艦かん隊たいの派は遣けんを決定。既に影響下にある議会はこれを審しん議ぎなしで承しよう認にんした。

　艦隊派遣の名目は裁判にかける為にエルファリアを捕えに行く事だが、軍部の上層部は内心ではエルファリアの抵てい抗こうを期待している。抵抗があれば、堂々と攻こう撃げきして殺す事ができるからだった。もっとも抵抗しなくてもエルファリアを殺し、抵抗したという証拠を捏造するだけなのだが。










　ポッドに納められていたフォルトーゼの情報は、エルファリア自身によって詳しよう細さいに解説された。流石さすがに皇帝だけの事はあり、エルファリアの話は分かり易やすい。おかげで状況の深刻さが浮うき彫ぼりになった。だから孝太郎はエルファリアの話が終わった途と端たん、大きな溜ため息いきをついた。

「はぁ………思ったより酷ひどい状況だな、エル」

　孝太郎の感覚では、将しよう棋ぎで言うところの王手がかかっている状態だ。エルファリアは軍部の次の一手でおしまいになる。そんな風にしか感じられなかった。

「その割にレイオス様は心配して下さっていませんね？」

「お前の事だから、何か考えがあるんだろう？」

「向こうの作ったルールに乗ってやる必要はありませんからね」

　エルファリアは小さく微笑ほほえむと、遠回しに孝太郎の言葉を肯こう定ていした。そして孝太郎の横で黙だまって話を聞いているキリハに視線を移した。

「キリハさんあたりなら、既に見当がついているのではありませんか？」

「本当か、キリハさん？」

「うむ………情報のガードが固かったのなら、罠わなに嵌ってみせるのが一番だろう」

「正解です、キリハさん。流石ですね」

　エルファリアは満足そうに笑う。この時の質問は実力を測るちょっとしたテストのようなものだったのだが、キリハは期待に応こたえてそれに合格していた。

「それじゃなにかっ、向こうに尻尾しつぽを出させる為に、わざと捕つかまったってのかっ!?」

「ええ、そうですよ。それ以降の流れも概おおむねそうです」

　エルファリアが水面下で動いている軍部に気付いた時、既に軍部はかなりの広こう範はん囲いに影えい響きよう力りよくを持ってしまっていた。また情報の統制も行き届いており、葉末の情報はともかく、核かく心しんに迫せまれる情報は手に入らない状態だった。重要な情報を握にぎっている人物は、金銭による買収だけでなく、家族の身の安全に関する脅きよう迫はくを併へい用ようして協力させられていたのだ。

　その後も試し行こう錯さく誤ごを続けたものの、行いき詰づまりを感じたエルファリアは、大きな賭かけに出た。それは自分を囮おとりにして、軍部の動きや情報統制に綻ほころびを作り出そうというものだった。

　多くの物事は自分から相手に仕し掛かけて、そのリアクションまでなら想像できる。しかしリアクションのリアクションは想像しにくい。つまり通常の状態では軍部の情報統制は万ばん全ぜんであっても、エルファリアの身柄という大き過ぎる成果を手にした時、軍部内に不協和音が生じて瞬しゆん間かん的てきに綻びが出るのではないか―――エルファリアはそこに賭けたのだ。

　こうしてエルファリアは一いつ旦たん軍部に捕まった。もし軍部がこの時点で強きよう硬こう策さくに出ていれば彼女は死んでいただろう。だがエルファリアがこれほど早く捕まるとは思っていなかった彼かれらは対応を決めかねた。様々な勢力の思惑が交こう錯さくし、結局は殺してしまう前にエルファリアに脅迫を試みる事になった。またそれだけでなく、手て柄がらは誰だれのものであるのか、その後の勢力争いなど、通常では起こらない事が次々と起こった。そうした新たな問題に関しては、情報の統制は甘あまい。エルファリア派はこの時、大量の情報を手に入れた。ティアがエルファリアを奪還できたのも、そうした情報があったからこそだった。

　その後、エルファリアは味方をしてくれた者達を連れて地球へ脱だつ出しゆつ。軍部はその間にエルファリアの冤罪の証拠をでっち上げた訳だが、あえてフォルトーゼ本国に残ったエルファリア派の人々もその間に様々な事をしていた。エルファリアが捕まった時に手に入れた情報を利用して、軍部の陰いん謀ぼうの核心に迫っていたのだ。

「昔から転んでもただでは起きない奴やつだとは思っていたけれど………そこまでやるとは思ってなかったぞ」

「軍部が読み通りに動いてくれたという事もありますが、ティアとルースが思った以上にたくましく育ってくれたというのが大きいでしょうね」

　フォルトーゼからの脱出には『青騎き士し』で戦うティアとルースの活かつ躍やくが大きく影響している。脱出の為の準備はあったのだが、ここまでスムーズに脱出できたのは明らかに二人の手柄なのだった。

「母上………」

「勿もつ体たいないお言葉です」

　ティアとルースは瞳に滲にじんだ涙なみだを拭ぬぐいつつ、誇ほこらしげに笑い合う。だが、孝太郎は笑ってはいなかった。

「エル、もう二度とこんな事はするんじゃないぞ」

「分かっています。次はこんなに簡単には逃にがして貰えないでしょうから」

「そんな事を言っているんじゃない。お前が………いや、エルちゃまがティアちゃんの母親だから言っているんだ」

「レイオス様………」

　思いがけない孝太郎の言葉に、エルファリアは目を見張った。だがすぐに小さく息を吐はくと、自じ嘲ちよう気味に苦く笑しようした。

「ふふ、レイオス様がその理由を仰るなら、従うよりありませんね」

　エルファリアがティアとルースにかけた心配は計り知れない。孝太郎はエルファリアがもう一度それをする事を許さない。遠回しにだが、きちんとした母親でいろと言っているのだった。

「分かればいい。それで、これからどうするつもりなんだ？」

「軍部は私を捕とらえる為に艦隊を出して来ます。その到着よりも先に私達は地球を離れ、フォルトーゼへ帰ります」

「今戻もどって大丈夫なのか？」

「フォルトーゼにいる味方に接せつ触しよくできれば、可能性はあります。危険を冒おかした甲か斐いがあって、敵の実態は調べがついていますから」

　エルファリアが自分を囮にして手に入れた情報の中で一番大きな成果は、進行中の静かなクーデターを主導しているのは一体誰なのかという事を明らかに出来た事だろう。今その正体を明らかにしても影響下のメディアに掻かき消けされるだけだが、顔と名前が分かっているので、今後はより明確な証拠集めが可能だった。そしてエルファリアが直々にその証拠を公開できれば陰謀の存在を明らかに出来る。エルファリアは遂に、祖国へ戻る時がやってきたのだ。

「それに関しては、不本意ながら褒ほめるしかないな」

「ありがとうございます。でも御ご安あん心しん下さい、もうしませんから」

「そうして貰もらえると助かる。………それで、どんな連中なんだ？」

「中心のメンバーはこの二人です」

　エルファリアはポッドに納められていた情報から、二つの立体映像を呼び出した。それは老ろう齢れいに差さし掛かかった二人の男性だった。

「なっ………」

　その二人を見て、孝太郎は思わず息を呑のんだ。初めて見る顔の筈はずなのに、見覚えがある顔だったのだ。

「里さと見み君、あの二人って………」

「まさかっ!?」

　そして孝太郎だけでなく、晴はる海みとクランも思わず息を呑む。立体映像の二人の男性は、二千年前のフォルトーゼで出会った人物とそっくりなのだ。因いん縁ねんは深く、忘れようにも忘れられない顔だった。

「再び皇家の前に立ち塞ふさがるか、マクスファーン………そしてグレバナス………」

　宰さい相しようマクスファーン、そしてその腹心の部下である宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちようグレバナス。表示されている立体映像の二人は、目の色や髪かみ形がた、服装にこそ違ちがいはあれど、マクスファーンとグレバナスにそっくりだった。

「これもクランが言っていた、共時性というやつか………」

　かつての敵とよく似た顔を見つけた時から、孝太郎の表情は険しくなり、視線の鋭するどさが増した。孝太郎は二千年前の感覚を取り戻しつつある。伝説の英えい雄ゆう、青騎士の感覚を。

「………それとも、元々ここで戦う運命だったという事か………あの時は、きちんと決着を付けていなかったからな………」

　六畳じよう間まの少女達やエゥレクシスには、過去の世界によく似た姿をしている者達がいた。それがマクスファーンとグレバナスにも該がい当とう者しやがいた訳だ。そして二千年前の戦いではきちんと決着を付けた訳ではなく、爆ばく弾だんで別の時代へ吹ふき飛とばしてうやむやにしただけ。だから二人が似ているだけの全くの別人であるという事は重々承知の上で、孝太郎はこれが最初から定められた運命だったのではないかと考え始めていた。

「ヴァンダリオン騎き士し団だん団長、マーズウェル・ディオラ・ヴァンダリオン卿きよう。それと制服組のトップ、軍務庁長官と科学技術庁長官を兼けん務むしているグラナード・バルキリス。この二人が暴走し、軍部を操っています」

　マクスファーンに似ている方がヴァンダリオン卿。グレバナスに似ている方がグラナード長官。二人は皮肉にも、エルファリアの軍縮によって地位を得た者達だった。

　かつての軍部の指導者層は皇家の支配から抜ぬけ出ようとしていたが、エルファリアの軍縮によって一いつ掃そうされ、地位を追われた。そしてヴァンダリオン卿とグラナード長官は、その後あと釜がまとして地位を得た者達の中に含まれていた。

　二人は表向きはエルファリアに協力する姿勢を見せながら、裏では反エルファリア勢力の結集を図はかった。その結果、彼らは急激に出世しながら、反エルファリア勢力の中で主導的な立場を得ていった。これは犯罪組織と癒ゆ着ちやくしている警官が、高い逮たい捕ほ率を誇るのと理り屈くつは同じだ。だからエルファリア派は彼らの野望に気付くのが遅おくれた。気付いた時には既に、非常に危険な力を持ってしまっていたのだ。

「………二千年も経たって、念願の騎士にもなれたっていうのに、相変わらず何も分かっていないんだな、マクスファーン………」

　かつてマクスファーンは、長年追い求めたシグナルティンを使う事が出来ず、その心に狂きよう気きを宿した。それは彼が騎士ではなかったからだ。そして二千年が経ち、マクスファーンと同じ姿をした人物が騎士として孝太郎達の前に立ち塞がった。しかし彼もまたシグナルティンを輝かがやかせる事は出来ないだろう。彼は騎士の称しよう号ごうを持ってはいるが、騎士の心を持っていないからだ。孝太郎にはそれが悲しくてならなかった。

「コータロー、これよりわらわ達はフォルトーゼ本国へと戻り、この不届き者らを成敗する」

　黒幕は分かった。後は隠おん密みつ裏りに証拠を掴つかみ、陰謀を白日の下へ晒さらす。メディアの支配も完全ではない。誰もが納なつ得とくする証拠を掴む事が出来れば、世論を正しいバランスに戻す事も出来るだろう。そうすればエルファリアは堂々とヴァンダリオン一派を成敗する事が出来る。雌し伏ふくの時は終わった。ティアが言うように、今こそ反はん撃げきの時だった。

「善政を敷しくならまだしも、この様子ではその見込みはない。フォルトーゼを守らねばならんのじゃ」

「分かった。俺おれも一いつ緒しよに行く」

「本当によいのか？　そなたはフォルトーゼの血を引いているのかもしれんが、そなたには直接関係のない話なのじゃぞ？」

　ティアはやや上うわ目め遣づかいの瞳で、恐る恐る孝太郎に尋ねた。ティアは孝太郎に来て欲ほしいと思っている。しかし同時に一番安全な場所にいて欲しいとも思う。一番頼たよれる反面、一番傷付いて欲しくない相手なのだ。だから孝太郎がどう答えようとも、ティアの小さな胸は申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいになるのだろう。

「直接関係がある話だ。俺はお前の騎士なんだぞ？」

「コータロー………」

　ティアの大きな瞳に、じわりと涙が滲む。やはり彼かの女じよの胸は申し訳ない気持ちでいっぱいだった。だがそれに倍するぐらい、孝太郎がきっぱりとティアの騎士だと断言してくれた事が嬉うれしかった。

「それに、これは俺が引き起こした事件の続きでもある。俺が行って、ケリをつけなきゃならない」

　大地の民の霊れい子し力りよく技術と、フォルサリアの魔ま法ほうを携たずさえ、エゥレクシスはフォルトーゼへ帰った。その目的は不明だが、エゥレクシスがそのまま何もしないとは思えない。孝太郎の行動が大地の民とフォルサリア魔法王国を作り出した以上、エゥレクシスを止めるのは孝太郎の役目だった。

「だから当たり前みたいな顔をして連れて行け。お前にはその権利がある」

「うむ、そうじゃな。そうであった！」

　ティアは勢いよく涙を拭ぬぐった。しかしそうしても涙は止まらない。だから涙を拭ふくのを諦あきらめ、そのまま堂々と胸を張って立った。

「サトミ・コータロー、どうかわらわに力を貸しておくれ。わらわ達だけでは愚おろか者ものどもからフォルトーゼを守る事は出来ぬ」

「命令すればいいだけだぞ」

「そなたにはそんな事は必要ない。そうであろう？」

「………仰おおせのままに、マイプリンセス」

　ティアはかつて、一つだけ孝太郎に命令を与えた事がある。心のままに生きろ―――それはとてもシンプルな命令だった。孝太郎が孝太郎である限り、守りたいものがある。それは孝太郎に過去から現在に戻りたいと思わせたもの。そしてそこに、過去の世界を守り通した人々の願いが上乗せされている。孝太郎は何があっても、それを守るだろう。ティアはただただそれを信じているのだった。

「孝太郎が行くなら、あたしも行く！　義を見てせざるはなんたらかんたら！」

「我も行こう。これまで何度も世話になったし、霊子力技術の専門家も必要だろう」

「ダークネスレインボゥが魔法の悪用をする可能性が高いのでぇ、私も行きますぅ」

「私も。真ま耶や様を止めなくちゃいけないし、里見君を一人で行かせたくないし………」

「ここまで来たらみんなで行ってパッとやっつけましょ。フォルトーゼを守る為なら、おじ様だって力を貸してくれるわ」

『当然だ。アライア殿どのの国だからな』

　そして孝太郎と同様に、他の少女達も協力を申し出る。彼かの女じよ達たちがティアを手伝おうとする理由は、孝太郎と同じだ。心のままに、守りたいものを守る。これまでの恩を返す。この場に集った理由は様々だが、その気持ちだけは一いつ致ちしていた。

「ありがとう、皆みなの者。じゃが間ま違ちがいなく、かつてない程ほどの激しい戦いになるじゃろう。危険は計り知れん。生きて帰れる保証はない。それでも構わぬのか？」

　ティアと共にフォルトーゼへ行けば間違いなく、大地の民の急進派との戦いや、ダークネスレインボゥとの戦いよりも、激しい戦いが待っている。なにしろ敵は銀河の半分に影響力を持つ超ちよう巨きよ大だい国家、その軍隊なのだ。ティアには勝てるとは言えないし、命の保証も出来なかった。ティアはキリハやゆりかに手を貸す時に、いずれは自分も手を貸して貰うと言ったが、実際にその時が来ると少女達にこの覚悟をさせるのは心苦しかった。

「ティアミリスさんもベルトリオンも、どうしてわたくしを除のけ者にして話を進めますの？　これでもベルトリオンと共に二千年前の世界を守った人間ですのよ？」

「ティアミリスさん、残念ながらあなたの青騎士は、ひとりぼっちではちょっと強いだけの男の子なんですよ？」

　しかし結局はそこに尽つきた。少女達にはこれが全員の問題であるという意識がある。またティアが頼りにする伝説の英雄は、ひとりぼっちではそれほど強くはない。全員が無事である確率は、全員で行く場合が最も高い。誰が欠けても困るなら、全員で出で掛かけるしかないのだった。

「痛いところを突かれたな、ティア」

　孝太郎は苦笑して肩を竦すくめる。実際にクランと晴海に言われた通りなのだ。孝太郎は少女達の力抜きでは過去のフォルトーゼは救えなかった。孝太郎単独では、多少剣けんが扱えるだけの普通の少年でしかない。だから本当に危険な状態が長く続くと分かっていればこそ、孝太郎の口からはついてくるなとは言えない。少女達がいなければ、足手まといは孝太郎の方なのだから。

「うむ。困ったのう」

　ティアは口では困ったと言っていたが、その顔は困っているようには見えない。少女達が危険を覚悟の上で手を貸すと言ってくれている事が、嬉しくて仕方がなかったのだ。

「殿下、ここは皆みな様さまのお力に頼りましょう」

「ルースの言う通りですよ、ティア。今は一人でも多くの味方が必要な時です」

「はい………皆の者、どうかわらわに力を貸して欲しい。フォルトーゼの為でなくて構わない。我らの平へい凡ぼんな毎日を、取り戻す為に………」

　最終的にティアは全員を連れていく事に決めた。それはとても辛つらい事であるのと同時に、とても嬉しい事でもあった。今の自分には信しん頼らいできる多くの仲間がいる。その事実はティアに大きな勇気をくれた。そしてティアは、そんな仲間達と共に、最後の最後まで戦い抜く覚悟を決めたのだった。










　話は一週間ほど前に遡さかのぼる。それはフォルトーゼ本国にある皇都フォルノーンから、エルファリアとティアを捕える為の艦隊が出発しようとしている時の事だった。

　この艦隊は皇国宇宙軍の主力の一部だが、規模はそれほど大きくはない。所属しているのは全部で六隻せきの宇宙用艦かん艇ていで、旗き艦かんである宇宙空母が一隻、その防ぼう御ぎよにあたる防ぼう衛えい艦かんが一隻、直接攻撃を担当する宇宙戦せん艦かんが一隻と宇宙駆く逐ちく艦かんが二隻。最後の一隻は大型の補ほ給きゆう艦かんで、戦せん闘とうには加わらない。規模こそ宇宙軍全体の一パーセントにも満たないが、非常にオーソドックスな構成で隙すきがないと言えるだろう。また戦せん闘とう力りよくの意味においても、十分な力を持っている。たとえ相手が皇族級宇宙戦艦であっても、一隻だけならあっという間に殲せん滅めつ出来るだけの力を有していた。だからその出発を見守る二人の男達は、艦隊の任務達成、もしくは戦闘での勝利を確信していた。

「ようやくこの時がやってきたか………いよいよだぞ、グラナード！」

「長くかかりましたな。そろそろ初めてお会いした日から、四十年になりますか」

　ヴァンダリオン卿とグラナード長官の付き合いは長い。その出会いは学生時代にまで遡る。騎士と平民、身分の違いがあったので、最初は疎そ遠えんだった。だがやがて似たような事に悩なやんでいる事に気付き、親交を持つようになった。二人は共に、自身の実際の能力や実績よりも、世の中の評価が低い事に苛いら立だっていたのだ。

「共にフォルトーゼの頂点に立とうと誓ってから、もうそんなになるか」

「ははは、お互たがいに髪かみに白いものが交じるようになってしまいましたな」

　ヴァンダリオン卿の出身であるヴァンダリオン家は、長い歴史を持つメルケムハウン家から分かれて出来た、比ひ較かく的てき歴史の浅い騎士の家だ。そのせいかヴァンダリオン家の発言力は小さかった。ならば手柄を上げればいいという事になるが、フォルトーゼは既に安定した巨きよ大だい国家になってしまったので、都合よくヴァンダリオン家の領地周辺で戦いが起こったりはしない。このままでは生まれたままの地位を覆くつがえせない―――それを苦々しく思っていたところで、彼はエルファリアの軍縮で思わぬ地位を得た。このチャンスを利用して、一番上まで駆かけ上あがろうというのがヴァンダリオン卿の野望だった。

「皮肉にも、あの小こ娘むすめのおかげでこの程度の歳さい月げつで済んだ訳だ」

「確かに………自力でエリートコースに乗る場合は、もうしばらく余計に時間がかかった筈はずですからな」

　グラナード長官に関しても事情は似たようなものだ。彼は優すぐれた知識と技術を持つ科学者だったが、なかなか社会的な評価を得られずにいた。それは研究が兵器に偏かたよっていた事が原因なのだが、彼はそれを生まれ持った身分の低さが原因だと考えた。シュワイガ家に連なる皇族や、潤沢な資金を持つ貴族の研究者が、科学の世界では華はな々ばなしい成果を上げていた為ためだった。そして彼もまた、エルファリアの軍縮によって地位を得た。そんな彼がヴァンダリオン卿に同調したのは、ごく自然な流れであっただろう。

　二人が抱かかえている野心にはとても根深いものがある。しかし二人はとても強い野心を持ちながらも、それを抑え込めるだけの冷静さと思し慮りよ深ぶかさを持っている。その辺りもマクスファーンとグレバナスを思わせる、危険な者達なのだった。

「そうなると、この段階で二人とも杖つえをついていたかもしれん」

「恐おそろしいですな。それでは寿じゆ命みようが最大の敵になります」

「まったくだ。あの小娘に感謝しなくてはな」

　二人は主のいなくなった皇こう宮ぐうのバルコニーに立ち、上じよう昇しようしていく六隻の宇宙用艦艇を見上げる。今や皇宮の主は彼ら二人。そして飛んでいく艦隊も彼らの命令で動いていた。表向きは将軍の地位にある正騎士と、軍事と科学を司つかさどる文官の長でしかないが、裏では彼らの支配はフォルトーゼ全域に及およんでいる。そして飛び立っていく艦隊が成果を上げれば、彼らは表立っての権力を得る為に動き出す事だろう。彼らが数十年という長い時間をかけて挑んだ国くに盗とりという野望は、遂ついに大おお詰づめを迎むかえていた。

「この国の長い歴史において、これまでにも幾いく度どとなくフォルトーゼ皇家に挑む者が現れたが………それを達成した者は一人としていない。俺おれ達たち二人が、その最初の人間になるんだ、グラナード！」

「ヴァンダリオン様があの玉座に座すわる日が待ち遠しいですな。あと少し………目の前までやって来ると、若い頃ころに置き去りにした筈の情熱が蘇よみがえって参ります」

「まだまだ老ふけ込むには早いぞグラナード！　なんならあの玉座にはお前が座ってもいいんだぞ？」

「お戯たわむれを」

「戯れではない。俺とお前の仲だ。どっちが座ろうが同じ事だ。欲しいのは我らの勝利なのだからな」

「………そのお言葉だけで十分でございます。私はヴァンダリオン様が玉座につく姿が見とうございます」

「ならばその特等席で見ているがいい！　この俺が銀河を手中に収めるその時を！」

「………仰せのままに、マイロード」

　グラナードは誇らしい思いで、自ら定めた主君に対して恭うやうやしく頭を下げる。ヴァンダリオンは今も昔も変わらない。誇り高く、力に溢あふれている。グラナードは数十年前の自分の選せん択たくが間違いではなかったと、改めて感じていた。

　ゴォォォォォォォォッ

　艦隊はブースターの力強い噴ふん射しや炎えんを引きながら上昇していく。そしてそれを見送る二人の結束もまた力強い。結束の強さは、かつてのマクスファーンとグレバナスを大きく上回るだろう。それは彼らの大きな武器となる。だからこの時代の皇女と青騎士が彼らに勝利するのは、マクスファーンとグレバナスに勝つよりも、ずっとずっと難しいかもしれないのだった。










　同じ頃、真耶とエゥレクシスもまた上昇していく艦隊を見上げていた。彼らがいるのも皇都フォルノーン。その商業地区の一等地に建つ、ＤＫＩ本社の最上階だった。

「馬ば鹿かよね、軍の連中。あの程度の兵力で攻撃して勝てる筈がないじゃない」

「仕方ないさ。彼らはコータロー君達たちと『朧ろう月げつ』の存在を知らないからね。それを差し引けば、この数は十分過ぎる数だと思うよ。彼らが無能という訳じゃない。相手が非常識なだけさ」

「確かにあなたが攻撃した時よりも数は多いものね？」

「ハハハハッ、手厳しいね、真耶。その通りだよ。私が無能でないなら、彼らもそうさ。むしろより慎しん重ちように事を進めていると思うよ」

「でも、あなたが無能だという可能性もあるわよね？」

「その自覚があるのが辛いところだねぇ」

　エゥレクシスは笑いながら、パートナーの厳しい言葉を真正面から受け止めた。この点に関しては真耶の言う通りで、エゥレクシスはかつて孝太郎を見み縊くびって負けた。無能である可能性は十分にあるのだった。

「だが、君ほどの女性がパートナーに選んだ男だ。私は自分に自信を持っているよ」

「貧びん乏ぼうくじを引いたのでない事を祈いのるわ」

「………君はなかなか私を褒ほめてくれないね」

「それはそうよ。あなたを褒める人間なんて腐くさるほどいるでしょう？」

「だから私は君を気に入っている」

「………変わった男ね、あなたは………」

　エゥレクシスは真耶の言葉が信頼の表れである事を知っている。彼女は利用するだけの相手には幾いくらでも甘かん言げんを口にするからだ。だからそれをしないというだけで、パートナーとして信頼されている事になる。大だい企き業ぎようを経営しているからこそ、彼にはそのありがたさが身に染しみる。真耶を手放せない理由の一つだった。

　そして真耶の方も、似たような気持ちを抱えている。他人など利用して捨てるのが普ふ通つうだった真耶なのだが、エゥレクシスの事は不思議とそう出来ずにいた。代わりがいないという事もあるのだが、いつの間にかエゥレクシスが素す直なおに示す信頼が心ここ地ちよいと感じるようになっていたのだ。上手い具合にお互いの欠けた部分を補い合っているのだろう、というのがこの頃の真耶の感覚だった。

「さて、このままだとあの艦隊は『青騎士』と『朧ろう月げつ』に叩たたきのめされる運命だが」

　軍部は孝太郎が操あやつった時の『青騎士』の真のスペックと、クランの『朧ろう月げつ』の存在を知らない。だから真正面から攻撃を仕掛けて、『朧ろう月げつ』の奇き襲しゆうを受けたところに『青騎士』が突とつ入にゆう、あっという間にやられてしまうだろう。

「………馬鹿ねっ、もう少し雰ふん囲い気きを楽しんだりは出来ないの？　まったくこれだから男ってのは………」

「うん？　どうしたんだい？」

「いいえ、なんでもないわ。それでどうするつもりなの？」

「ここらで少しだけ軍部に恩を売っておこうかと思うんだ。艦隊戦よりも効果的な攻撃方法があると教えてあげるつもりだ」

　エゥレクシスは軍部と皇家、どちらの味方でもない。最終的にはエゥレクシスが実権を握るつもりでいるのでどちらが勝っても構わないのだが、今後の足あし掛がかりとして一時的に軍部の味方をする方が有効だと思われた。

「要いらない情報で恩を売る、か」

「私は元々商売人だよ」

　そこでエゥレクシスは手持ちの孝太郎達の情報の中から、既すでにエゥレクシス達にとって価値が薄うすれている情報を幾つか見みつ繕くろって軍部に提供し、貸しを作るつもりだった。

「私もガラクタを売り付けられないように気を付けなくちゃ」

「今のところ、私は君達から買ってばかりだと思うんだが」

「どうだか」

　この時真耶はエゥレクシスの考えを高く評価していたが、気持ちとは裏腹に憎にくまれ口ぐちが出て来てしまっていた。真耶はそんな自分を奇き妙みように思っているのだが、反面それでいいとも感じている。ただしそれがエゥレクシスへの甘あまえである事に彼女が気付くのは、もう少し先の事だろう。

「さてと………」

「どうしたの？」

　話が一段落したところで、エゥレクシスは席を立ち壁かべ際ぎわに設置されたアンティークの棚たなへ近付いていった。そしてガラス製の戸を開けて中を覗のぞき込むと、ボトルを一本とグラスを二つ取り出す。ボトルもグラスも、非常に高価なものだった。

「いやなに、君にフォルトーゼの酒を御ご馳ち走そうしようと思ってね」

「飲ませてから代金を取るつもりでしょう？」

「いいや………もう少し雰囲気を楽しんだりした方がいいかと思ってね」

「馬鹿っ！」

「いらないのかい？」

「黙だまって寄よ越こしなさいっ！」

「はいはい」

　エゥレクシスはボトルとグラスを手に真耶の方へ近付いていく。真耶は奇妙な成り行きでエゥレクシスのパートナーになった。だがそれ以上に奇妙だったのは、エゥレクシスが真耶を気に入っているという事だった。真耶はエゥレクシスがこれまで見た事がないタイプの女性で、彼が気付いていなかった自身の一面を認にん識しきさせてくれる事が多かった。今もそうで、真耶との個人的な時間を持ちたいという気持ちに気付かされたエゥレクシスは、実際にそうする事に決めたのだった。







伝説の再臨　十一月七日（日）







　幾いくら技術が進もうとも『青騎士』や『朧ろう月げつ』には物資の補給が必要になる。ティア達だけであった頃はそれほどでもなかったのだが、フォルトーゼからエルファリア派の人々を連れ帰って以降はその傾けい向こうは強くなっていた。幸いな事に、補給は地上にある大地の民たみの拠きよ点てんから受ける事が出来る。また転送用のゲートが存在している事で、わざわざ地球に降りる必要もない。問題があるとすれば、補給を急ぐ場合には多くの人手が必要になるという事だろう。フォルトーゼ本国のように、完全に自動化された補給用の装置がある訳ではないからだ。そんな訳で、一秒でも出発を急ぎたい孝こう太た郎ろう達は自分達も物資の搬はん入にゆうを手伝っていた。

「ルースさん、これ何処どこへ運べばいいんですか？」

「右みぎ脚あしのふくらはぎ、十二番倉庫です」

「はいはい、右脚ふくらはぎ、十二番、っと」

　孝太郎はルースから聞いた搬入先を、台車のプレートに書き込んでいく。搬はん入にゆう量りようが多いので、運び入れる倉庫を間違うと大変な事になる。最後にルースがプレートを確かく認にんして、ようやく搬入の準備が整った。

「待ってー！」

　そこへヘルメット姿の早さ苗なえが駆かけ寄よってきた。

「危ないからゆっくり来い」

「はーい！」

　ガラガラガラ

　早苗も孝太郎と同様に台車を押おしている。安全の為に二人一組で作業する決まりで、この日は早苗が孝太郎の相棒を務めていた。その為ため彼かの女じよの目的地も同じだった。

「ほんで、次は何処だって？」

「さっきとは逆の脚あし、右脚のふくらはぎ。倉庫は十二番だ」

「んと、右ふくらはぎー、じゅうにー、っと。………孝太郎、右ってあたしたちから見て右って事？」

「いや、『青騎士』になったつもりで右だ」

　実は既に『朧ろう月げつ』の補給は済んでいた。『青騎士』の補給が遅れ気ぎ味みなのは、船体構造の問題だった。通常はメインとなる倉庫は船体底部に置く事で、全すべての位置からアクセスし易やすいようにする。また、その方が重心も安定する。だが人の形をしている『青騎士』の場合、胴どう体たい底部に物資を集めると手足の先の方で物資が必要になった時に非常にアクセスしにくい。そこで腕うでや脚にも中規模の倉庫が作られている。おかげで主要な搬入先が複数になり、現場を混乱させているのだった。

「変な形してるから、荷物運びも楽じゃないわよねー」

「贅ぜい沢たく言わずに丸い宇宙船にすれば良かったんだ」

「ぐだぐだ言うておらんで、さっさと運ばんかー!!」

「へいへい」

「分かってるわよ、もぉ………」

　ガラガラガラガラ

　作業全体の監かん督とくを務めるティアの怒ど声せいに見送られ、孝太郎と早苗は台車を押してゲートに向かう。ゲートは大地の民の拠点にある倉庫から、直接『青騎士』の倉庫に繋つながっている。二人は倉庫の壁かべに並んでいる幾つかのゲートから、右ふくらはぎに繋がっているゲートに近付いていった。

「ふぇえぇぇ～～～ん、静しず香かさんどこですかぁ～～～!?」

　するとまさに二人が入ろうとしていたゲートから、ゆりかが泣きながら飛び出してきた。彼女も孝太郎達たちと同様に台車を押していたのだが、何故なぜか一人きりだった。

「ゆりか、どうした!?」

「里さと見みさん、里見さん、助けてくださぁい！　静香さんがいつの間にかいなくなっちゃったんですぅ！」

　ゆりかは静香と組んで作業に当たっていたのだが、その静香とはぐれてしまい、泣きながらこの場所へ戻ってきたところだった。

「大家さんが？　どこへ運ぶ荷物だったんだ？」

「孝太郎、胴どう中央二十二って書いてあるよ」

「という事は………落ち着いてよく聞け、ゆりか」

「静香さんどこ行っちゃったんですかぁっ!?」

「だから落ち着けって」

　ぺしっ

「は、はいぃ」

　孝太郎が指先でゆりかの額を軽くはじくと、恐きよう慌こう状態だった彼女は落ち着きを取り戻した。こうした事は日常的に繰くり返かえしているので、既に条件反射だった。
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「ゆりか、いなくなったのはお前の方だ」

「ふぇ？」

「ここは右のふくらはぎに続くゲートだ。胴中央は真ん中の奴やつだ」

「ここじゃないんですかぁっ!?」

「そー、あんたはあっち」

「静香さーんっ!!」

　ガラガラガラガラ

　ようやく自分の目的地を理解したゆりかは、礼も言わずに胴中央へ続くゲートに向かって走っていく。実のところ『青騎士』が人型をしている事に一番影えい響きようを受けているのはゆりかだ。今日だけで数えても、ゆりかは既に五回道に迷っていた。

「あのさ、孝太郎」

「分かる。お前の言いたい事はよく分かる。でも時間がない」

「そうじゃなくて………あの台車のプレートに書いてた行き先、本当に胴中央二十二で合ってるのかな？」

「………早苗、サラッと怖こわい事言うなよな」

　孝太郎と早苗は一いち抹まつの不安を抱えながらゲートをくぐる。搬入作業はまだまだ続く。ゆりかにかまけて自分達の作業まで遅らせる訳にはいかないのだった。










　宇宙戦艦の『青騎き士し』は全長一キロを超こえる人型の構造物なので、膝ひざから下の部分だけで二百五十メートルはある。孝太郎達の目的地はその中ほどにある十二番倉庫だ。『青騎士』側のゲートは膝の直下にあるので、十二番倉庫まではおよそ百メートル程の道程だった。その百メートルの間に、孝太郎と早苗は何人もの人々とすれ違う。エルファリアと一緒にやってきたフォルトーゼの人々と、大地の民の人々だ。どちらも孝太郎達と同じ補給作業に従事している。そしてもう一つ特とく徴ちよう的てきだったのが、その誰だれもが孝太郎に会え釈しやくしていくという事だった。

「へへへ、みんな孝太郎に挨あい拶さつしてくね」

　すれ違う人々が孝太郎に挨拶していく事に気付いた早苗は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。その笑え顔がおは、まるで自分が褒ほめられたかのように自じ慢まんげだった。孝太郎が褒められるのが嬉しかったし、困っている人々の力になっているという実感もあったからだ。

「そんな必要ないのにな」

「そんな事ないよ。孝太郎がみんなを助けたんじゃない」

「お前らも頑がん張ばったんだし、俺だけが偉えらい訳じゃないぞ」

「あたしは孝太郎が集中的に偉いと助かるかな。変に感謝されちゃうと、くすぐったいもん」

「俺もくすぐったいんだよ」

　孝太郎の方は困こん惑わく気味だった。これまでの事件は孝太郎だけで解決したものは一つとしてないのに、自分だけが感謝される事には違い和わ感かんがあった。

「リーダーなんだから諦めてよ。赤い人は代表して色々するんだから」

「俺は青だろ」

「青は青騎士の色。御ご自じ分ぶんを青騎士だと認めるなら、人々に感謝されるのは当然ですよ、レイオス様っ！　おーっほっほっほっほっ！」

　そんな孝太郎に対して、早苗は酷ひどくわざとらしい演技でエルファリアの真ま似ねをする。すると孝太郎の表情は苦々しいものに変わった。

「エルの真似なんかするんじゃありません。ああいう大人になったら許しませんよ」

「ハーイ」

　ちょっとした悪いた戯ずらはするつもりなのだが、早苗は基本的に大好きな人の前では良い子でいたいので、エルファリアのようになるつもりはない。今の真似は、それこそちょっとした悪戯のうちだった。

「でもホントはね、孝太郎はあたし達だけのヒーローでいて欲しいって思ってる」

「俺もその程度の方が助かるなぁ」

「あはっ、あたしやみんなに感謝されるのはいいんだ？」

「俺もお前達には感謝しているからな」

「そっか、そういうものかもしれないね」

「釣つり合あいってあるだろ」

「うん………ねえねえ、あたし孝太郎のカブトンガーになれてる？」

「おう。自信持っていいぞ」

「えへへー」

　そして丁度お喋しやべりが一段落したところで、二人は十二番倉庫に到とう着ちやくした。すると早苗は弾はずむような足取りで入り口の扉とびらに近付くと、すぐ脇わきに設置されているパネルに手を押し当てた。

「ひらけー、ごまー！」

　そして早苗が芝しば居いがかった声を上げた直後、扉は音もなく滑すべるように開いていく。倉庫の扉は、手の平の毛細血管と声せい紋もんを照合すると開く仕組みになっている。早苗はこの仕し掛かけが大好きで、やってくる度に嬉しそうにこの操作を繰り返していた。

「お前この仕掛けが好きだな」

「自分の運命は自分で切り開くのが早苗ちゃん方式です」

「たかが扉一つで大おお袈げ裟さな」

「てへへへへ」

　十二番倉庫は縦横共に数メートルの大きさがある。二人が台車ごと入っても窮きゆう屈くつさを感じないだけの十分な広さがあった。二人は中に台車を停とめると、協力して荷台からコンテナを下ろし始めた。

「この箱、何が入ってるの？」

「ええとな、主に食べ物だな。今運んでるのはじゃがいもって書いてあるぞ」

「食べ物なんて、こんな端はしっこじゃまずいんじゃない？」

「戦いになったらどこがどう壊こわれるか分からないから、色んな場所に少しずつ分けて置くのがいいらしいぞ」

「へぇ………色々考えるんだねぇ」

　コンテナは台車に二個ずつ積まれている。コンテナは大型の段ボール箱と同じようなサイズである事に加え、長期保存用の仕掛けが施ほどこされているので非常に重い。だが『青騎士』が作業に合わせて重力をコントロールしてくれるので、二人だけの作業でも不都合はなかった。

「こんなところか」

「よし、もどろー！」

　作業は数分で終しゆう了りようし、コンテナは空いていたスペースに綺き麗れいに収まった。二人は次の補給物資を運ぶべく、台車を押して十二番倉庫を出た。

　ファオンファオンファオン………

「きゃあっ!?」

「なんだ!?」

　その時、突とつ然ぜん通路に警報が鳴なり響ひびいた。同時に赤い回転灯があたりを照らし始め、緊きん張ちよう感を煽あおる。二人は突然の警報に驚おどろいて立たち竦すくんだが、回転灯の明かりを見る頃には冷静さを取とり戻もどし、顔を見合わせた。

「行くぞ、早苗！」

「うんっ！」

　二人は台車をその場に放置して走り出した。まだ警報だけで何が起こったのかは分からない。だが孝太郎と早苗は今がどういう時なのかをよく理解している。何が起こったにせよ、ティアとエルファリアの元へ駆けつけ、二人を守るのが第一だった。










　現皇こう帝ていエルファリアを捕ほ獲かくする為に組織された艦かん隊たいがフォルトーゼを出発した直後、メルケムハウン騎き士し団だんを経由してヴァンダリオン卿きようのもとへある情報が送り届けられた。それは宇宙戦艦『青騎士』の戦闘力が規格外であるという情報だった。その情報の出所は不明だったが、メルケムハウン騎士団を経由してきている以上、全くの嘘うそとも思えない。しかしいくら規格外であろうとも、相手は所しよ詮せん一隻。負けはしないと分かっているのだが、被ひ害がいを最低限に抑おさえる為には、一応何らかの対策をしておくべきだと思われた。

　幸いな事に、送られてきた情報には続きがあった。それは『青騎士』に補給している地球の非合法組織に関する情報だった。そこには組織の規模や戦力だけでなく、拠点の所在地や見取り図等も含ふくまれている。是ぜ非ひこれを参考に地上戦を挑いどめと言わんばかりの、充じゆう実じつした内容だった。

「ここまで詳しよう細さいな情報がある以上、出所は明かせなくて当然か」

「仮にエルファリア派にスパイを潜もぐり込ませているとすると、出所を明かせばその身が危あやうくなりますからね」

　当初はヴァンダリオン卿とグラナード長官は送られてきた情報をあまり信じていなかった。親交が深いメルケムハウン騎士団を経由したものだったから、無視出来なかった程度の話なのだ。だが地球上の非合法組織の情報が含まれていた事で、彼かれらは逆に信しん憑ぴよう性せいが高いのではないかと考え始めている。騙だます為にここまでの偽にせ情じよう報ほうを作るメリットが無かったので、メルケムハウン家かその周辺がエルファリア派にスパイを潜り込ませていると考えた方が自然だったのだ。

「そして………この情報に沿ってエルファリア陛下を攻こう撃げきすれば、メッセージの送り主に対して協調しようというメッセージとしても機能するのでしょうな」

「情報の正確さ、タイミング、メッセージ性の強さ………俺おれは単純なスパイ以外にもう一人、この情報の出所に心当たりがある。………ＤＫＩのあの坊ぼうやだ」

　そしてヴァンダリオン卿がもう一つの可能性として考えていたのが、ＤＫＩの若き総そう帥すいエゥレクシスだった。スパイでなくても、彼にならこのレベルの情報を送ってくる事が可能で、またその動機があると考えていたのだ。

「そういえば、最近になってしばらくぶりに彼が公おおやけの場に姿を現したとか………まさか、前に彼が『青騎士』に仕掛けた時からずっと地球に？」

「そう考えると自然だな。何らかの事情で地球での活動を続けていたが、情勢が変わってフォルトーゼに戻った。おかげで地球の情報はこちらよりも遥はるかに正確なものを持っている。だから我々が真正面から攻撃を仕掛ければ負けると分かっているんだろう」

「そんな………我わが艦隊が、本当に『青騎士』一隻に倒たおされると………？」

　グラナード長官にはにわかには信じられない話だった。今回の艦隊には、エゥレクシスが『青騎士』を攻撃した時よりも多くの艦艇が編成されている。それでも負けるのだとしたら、『青騎士』は一体どれほどの戦闘力を秘ひめているのか。軍務庁と科学技術庁の長官を兼かねるグラナードだけに、その恐ろしさは誰だれよりもよく分かっていた。

「情報にあった、地球の非合法組織とやらのせいかもしれんがな」

　ヴァンダリオン卿はグラナード程には『青騎士』を恐れてはいない。むしろ協力体制にある地球の非合法組織とやらの力を疑っていた。厳密には『青騎士』の真の性能にプラスして『朧ろう月げつ』の存在があるから負ける訳なので、このヴァンダリオン卿の考え方の方が実態に近いと言えるだろう。

「そのあたりの理由はともかく、あの坊やはこの一件を利用して、言外に自分達と組んだ方がいいと言ってきている訳だ。要するに売り込みだな」

「そして同時に、我々の品定めをしている？」

「そうだ。我々がこの情報を利用して勝てば、あの坊やの価値を評価したという事。また我々にそれだけの知性や度量があるという事を証明する」

「反対に無視して負けるようなら組む価値はない訳ですな」

「まったく、食えない小こ僧ぞうだ」

「いかがなさいますか？」

「まずは情報の真しん贋がんの確認からだ。地図や見取り図が正しいか、またその周辺に空間歪わい曲きよく反応があるかどうか………そのあたりが決め手になるだろう」

「すぐに手配致いたします」

　ＤＫＩの坊や―――エゥレクシスが本当に情報の送り主なのかどうかは、まだ分からない。ヴァンダリオン卿はほぼ間ま違ちがいないと考えていたが、それでも確認は必要だった。それに関しては、送られて来ている情報の真贋が遠回しに証明してくれるだろう。そしてもしそうであった場合は、タイミング的にエゥレクシスの言外の提案に乗らざるを得ない。ヴァンダリオン卿が言う『食えない小僧』というのは、そういう意味なのだった。

「ふっふっふ………しかし、俺達が歳としを取る訳だな」

「は？」

「モタモタしている間に、若い世代が動き始めた。かつての我々のようにな」

「それでも頂点に立つのはヴァンダリオン様です」

「そのつもりだ。まだあんな坊やに好きにさせるつもりはない」

　過去の自分がそうだったので、ヴァンダリオン卿はエゥレクシスのような者が現れる事を当然だと思っていた。だが天下取りを成なし遂とげるのはあくまで自分という自負がある。そこでヴァンダリオン卿はあえて送られてきた情報が示すままに、エルファリア達に対して地上戦を試みる事にした。それで情報の正確さが分かるから、エゥレクシスの実力や意図ももう少しはっきりする事だろう。ヴァンダリオン卿の側もまた、エゥレクシスの品定めが必要なのだった。










　そうした事情から始まった地上戦なので、基本に忠実な攻撃が行われた。信しん頼らい性せいに問題があったので、情報に頼たよった大だい胆たんな攻撃は出来ない。賭かけはあえて地上戦を行うという点だけに留とどめておきたいのが艦隊司令の考えだった。

　攻撃作戦は非常にシンプルだった。事前の観測の結果『青騎士』は問題の拠点から物資の補給を受けている最中だという事が分かった。動きを止めている今が攻撃のチャンスなのだが、地球とは国交がないので正式に軍隊を入れる事が出来ない。そこで艦隊に同行していた特とく殊しゆ部隊を派は遣けんして、隠おん密みつ裏りに敵拠点へ潜せん入にゆう。補給の為に拠きよ点てん内ないに存在している転送用ゲートを利用して『青騎士』に突入し、エルファリアを捕とらえる事になった。

　これは一見難度が高い作戦に見えるが、実は見た目ほどではない。高度に自動化されている『青騎士』は元々乗員が少ない。敵味方識別を誤ご魔ま化かせれば、防衛装置から攻撃を受ける心配もない。元は味方の船であるので、その辺りの工作は決して難しくはなかった。従って転送用ゲートに飛び込めるかどうか、そこが最大の問題点となるだろう。だが、それはあくまでフォルトーゼの常識では、という条件が付く。現実は彼らが思っていたほどに簡単ではなかった。

『敷しき地ちの外周に沿って設置されている三十六の霊れい子し力りよくセンサーのうち、北側の四つと南東側の三つが接近してくる不ふ審しん者しやを捉とらえたホー！』

『その場所を光学カメラで確認しても何も見えなかったホ！　でもおいら達がよーく見たら、カメレオンみたいに模様が変わる服で隠かくれて近付いてくるおじさん達がいたホ！』

　最初に敵の存在を見付けたのは大地の民の技術だった。フォルトーゼの正規軍は霊子力技術を全く持っていないので、とてもあっさりと早期警けい戒かい用の霊子力センサーに引ひっ掛かかった。孝太郎達が倉庫にいた時の警報は、これによるものだった。

『フォルトーゼの特殊部隊が使う、アクティブ迷めい彩さい服ふくですわ。質が悪いので位置の特定は簡単でしてよ』

　そしてカラマとコラマが特定した位置を、上空に配置してあったルースの無人機が詳細に観測。クランが画像処理を加えて、埴はに輪わ達たちがいう『おじさん達』の姿を明快な映像として孝太郎達のところに届けていた。

　もちろん『おじさん達』―――特殊部隊は既に発見されている事には気付いていない。クランは彼らの迷彩服の質が悪いと言ったが、それはあくまでクランの技術水準と比ひ較かくした場合の話で、量産品としては高品質の部類に入る。通常の軍事作戦では、まず至し近きん距きよ離りに近付くまで発見される事はない代しろ物ものだ。これは彼らの失策というより、本来この場にいない筈はずのクランや霊子力技術などといった、想定外の高い技術が存在している事が原因だった。

「全部で四十五人か。結構な数だな」

　揃そろいのデザインの戦せん闘とう服ふくに身を固めた武装した一団が、立体映像として孝太郎の目の前に投とう影えいされていた。孝太郎と早苗はそれを見ながら『青騎士』の右ふくらはぎから地上へ降りるゲートに向かって走っていた。

「ねー、孝太郎。なんで人数が違ちがうんだろ？」

　同じ映像を見ていた早苗が首を傾かしげる。不思議な事に北側と南東側では人数が違う。北側から接近中の一団は十五人。南東から近付いて来るのは三十人。挟はさみ撃うちにしては人数の偏かたよりが目立った。

『恐らく数が少ない方、北側の一団が陽動を担当するのだろう。画像を詳細に解かい析せきしてみてくれ、そちらの方が遠えん距きよ離り攻こう撃げき用の装備を多く持っている筈だ』

『キリハ様の仰おつしやる通りです！　大型の武器は北側の一団しか持っていません！』

『北側の一団が長ちよう距きよ離り用の兵器で我々を攻撃。そして我々の意識が北へ向いたところで、南東側から身軽な三十名が突入してくる。位置関係からして狙ねらいは倉庫のゲートでほぼ間違いない。狙いは「青騎士」のエルファリア殿どのだ！』

　そしてキリハの頭脳が特殊部隊の狙いを明らかにした。この拠点の倉庫は、敷地の南東側にある。北側で陽動を行い、本命は南東側から最短コースでゲートへ。非常にシンプルかつ合理的な作戦だった。

『北側はわらわとルースで対応する！　砲ほう撃げき戦せんでわらわに勝とうなど百年早いわ！』

『こちらはお任せ下さい、おやかたさま！』

『コータロー、そなたはシズカを連れて南東側を！』

「分かった！　大家さん、ゲートのところで！」

『ええ、すぐに向かうわ！』

　相手の作戦が分かってしまえば、あとはティアの独どく壇だん場じようだ。ティアは相手の作戦に合わせて、効果的と思われる人員をてきぱきと配置していった。

『マキはわらわ達と共に来ておくれ！　念ねんの為ためにそなたの支し援えんがいる！』

『分かりました、そちらへ向かいます』

「って事は、ゆりか、お前はこっちだ」

『無理ですぅぅぅぅっ！　どうやって帰ればいいのか分かりませぇん！』

「ちょっと待て、ゆりか、お前今何処にいるんだっ!?」

『エルファリアさんのところですぅ！　お茶とお菓か子しを貰もらってましたぁ！』

「やっぱり静香とは合流できなかったのね」

『すみませんすみませんっ、わざとじゃないんですぅっ！』

　この時予想外の場所にいたのがゆりかだった。ゆりかの本来の目的地は胴中央二十二番倉庫。だが結局そこへは辿たどり着つけず、ゆりかは何故か居住区画にいるエルファリアと一いつ緒しよにいた。迷って途と方ほうに暮れていたところをエルファリアに助けられたのだ。

「いや、ゆりかでかした！　お前はそのままそこにいろ！」

『へっ？』

「お前がそこでエルを守れ！　できるかっ!?」

『は、はいっ!!　がんばりますっ!!』

　しかし予想外ではあったものの、結果的には正解と言えるだろう。多くの魔ま法ほうが使えるゆりかは多くの状じよう況きように対応出来るので、エルファリアの護衛に最も相応ふさわしい。

『ハルミ、そなたはコータローの方へ行っておくれ！　剣けんの事もあるしの！』

『はいっ、分かりました！』

『キリハ、そなたは戦せん況きように応じて自由に行動せよ！』

『了りよう解かいした。カラマ、最初はティア殿の支援を頼たのむ。コラマは我と共に孝太郎の方へ』

『がってん！　行ってくるホー！』

『姐あね御ごはおいらが守るホー！』

『クランッ、そなたはそのままバックアップを頼む！　余よ程ほどの事がない限り、そなた自身は絶対に出てくるでないぞ！』

　扱あつかいが難しかったのはクランだった。彼かの女じよが属するシュワイガ家は軍部との友好的な関係を保っており、敵対してしまうと困った事になる。また『朧ろう月げつ』も含めて公式には地球にいない事になっているので、二重の意味で軍部に姿を見られてはまずい。

『心配ご無用、ちゃんと自分の立場は弁わきまえておりましてよ！　ただしユリカ、本当に危なくなったら迷わずエルファリアさんと一緒にこちらへおいでなさいっ！』

『ありがとうございますぅっ！』

　ティアとルース、真ま希きとカラマが北側から来る陽動部隊の迎げい撃げきを担当。そして孝太郎と早苗、晴はる海み、静香、キリハ、コラマが南東側から来る本隊と戦う。ゆりかはエルファリアの傍そばで護衛を担当。クランは『揺ゆり籠かご』で上空に待機したまま、孝太郎と少女達たち全体の支援を行う。即そく席せきでチーム分けをした割には、攻こう防ぼう共にバランスに優すぐれているし、敵との相あい性しようもいい。やはり戦いに関しては、ティアは紛まぎれもなく天才だった。










　真希とカラマが合流した時には、既にティアとルースは攻撃態勢に入っていた。気が短いティアは先制攻撃を仕掛けるつもりでおり、そんな主君を一人だけで戦わせる訳にはいかずルースが追従した格好だった。

「たかだか十五人でわらわを倒そうなどと、片腹痛いわ！」

　ガシャンッ

　ティアの身体からだ中じゆうに取り付けられているミサイルポッドが一いつ斉せいに発射口を開く。現在ティアが身に着けているコンバットドレスには、イエローを基調とした武装セットが取り付けられている。それはガーディアンイエローという拠点防衛用の装備で、重装備で攻撃と防ぼう御ぎよに極きよく端たんに優れる反面、機動力では著いちじるしく劣おとる。あまり動き回らず、対たい空くう砲ほうや高出力のバリアーで身を守りながら、ミサイルや大型砲で攻撃する為の装備だった。今の状況にぴったりと言えるだろう。

『ルースちゃん、霊子力センサーの情報を転送するホ！』

「受信しました。殿でん下か、敵兵力十五名、全て捕ほ捉そくしました」

　ティアに同行していたカラマは、北側から接近してくる特殊部隊十五人の位置を正確に把は握あくしていた。それをルースに渡わたすと、彼女はデータを加工してティアのコンバットドレスの火器管制に送り届ける。つまりカラマとルースが二人でティアのミサイルの誘ゆう導どうを担当するのだ。

「マキ、わらわの感覚を強化できるかっ!?」

「任せて下さい、特意技ですっ！　キーンセンス、ライトニングリフレックス！」

　続いて駆かけ付つけたばかりの真希が、立て続けに二つの魔法を発動させる。感覚を強化するものと、反射神経や運動神経を強化するもの。どちらも正確で素す早ばやい攻撃にはもってこいの魔法であり、精神を操あやつる魔法を得意とする真希の得とく意い技わざでもあった。おかげでそれらの魔法の影響下に入ったティアは、野生動物並みの感覚と、職人並みの正確さを持ち合わせるようになっていた。

「ふふん、わらわと戦うという事がどういう意味なのかを教えてくれる！」

　ジャキンッ

　そしてティアは不敵に笑うと、両手で大型の砲を構えた。この砲はティアの身長の倍以上の長さを誇ほこり、彼女の姿は遠目には長い槍やりを構えているかのようだった。

「対艦かんハイブリッドキャノン、火器管制解除、手動砲ほう撃げき！」

『仰おおせのままに、マイプリンセス』

　ティアはその大型砲のコンピューター制せい御ぎよを解除し、自らの狙いで砲撃する。ティアの瞳ひとみは鷹たかのそれのように目標をはっきりと捉え、鋭するどさを増した神経が狙いに僅わずかなブレも生じさせない。魔法で強化された今の彼女は、コンピューター任せにするよりずっと正確な砲撃が可能だった。

「アンカー！」

　ドスッ、ドスッ

　続いてティアの両足から杭くいが飛び出し、彼女の身体を地面に固定する。彼女が構えている砲は、大きさも威い力りよくも個人用の武器のレベルを逸いつ脱だつしていた。弾たまは火薬で発射された後に、電磁バレルで更さらに加速されるハイブリッド方式。文字通り目にも止まらぬ速さで撃ち出される。おかげでガーディアンイエローの重量とフォルトーゼの技術を持ってしても、完全には反動を殺し切れない。こうやって原始的な手段で身体を地面に固定する必要があった。

「『青騎士』っ、旗を掲かかげよ！」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　攻撃の準備は整った。その直後、ティア達の頭上に金色の花を模した旗が翻ひるがえる。これは実体を持った旗ではなく、レーザー光を使って空中に描えがき出されたものだ。しかしその花は精せい緻ちで美しい。

「皆みなの者、聞いておるか!?　これより攻撃を開始する!!」

　この旗はティア自身の出しゆつ陣じんを告げる戦せん闘とう旗き。敵と味方に自らの存在を誇こ示じする為のものだった。フォルトーゼの皇族は不意打ちはしない。真正面から戦って敵を打ち破る。数メートル四方の大きな旗は、風に合わせて堂々とたなびいていた。










　その金色の旗が空に翻ると、北側から大地の民の拠点へ接近中だったフォルトーゼ皇国軍の特殊部隊は恐慌状態に陥おちいった。十分な訓練を積んだ特殊部隊が、だ。

「敵味方識別信号受信!!　戦闘旗を目視で確認、ゴールド、フラワー、ティアミリス皇女殿でん下かですっ!!」

「まさかっ、皇女殿下御おん自みずから出しゆつ陣じんなさっているのかっ!?」

「そんな事は後回しだっ、あの旗は我々が既すでに発見されて―――」

　次の瞬しゆん間かん、多くの出来事が一気に彼らに襲おそいかかった。

　ドンッ

「うわぁっ!?」

　まず彼らが潜ひそむ森全体を揺るがすような大きな音と共に、部隊十五人全員をまとめて守っていた部隊用高出力バリアーが消しよう滅めつした。真正面から飛来した砲ほう弾だんが、強固なバリアーごと、その発生装置を粉々に吹ふき飛とばしたのだ。強力な運動エネルギーを与えられた砲弾はそれだけでは収まらず、そのまま背後にいた何機かの機動兵器を粉ふん砕さい。それから地面に接せつ触しよく、大きな穴を作ってようやく止まった。彼らが聞いた音はその名な残ごり。見えない程ほど速い砲弾が生み出した、衝しよう撃げき波はだった。

「分隊長ッ、本部より入電、軌き道どう上の『青騎士』に高エネル―――」

「伏ふせろぉぉぉぉぉぉっ!!　対地砲撃が来るぞぉぉぉぉぉっ!!」

　続いて彼らに襲いかかったのは、頭上からやってきた数本の光の柱だった。それは軌道上を周回している『青騎士』からの対地砲撃で、特殊部隊を守っている機動兵器だけを器用に撃うち抜ぬいていた。

『緊きん急きゆう警報！　対人ミサイル三十基が接近、直ちに回かい避ひして下さい』

　最後にやってきたのが、頭上を迂う回かいするように飛来したミサイルの群れだった。戦術支援用のコンピューターが回避を促うながしていたが、特殊部隊は全員直前の対地砲撃を避さけようと身を投げ出したばかり。回避などできよう筈もなかった。

「馬ば鹿かなっ、ロックオンもなしに対人ミサイルだとっ!?」

　ミサイルは身を投げ出したばかりの兵士達に向かって、正確に誘導されていた。だがこれは奇き妙みようだった。これまでレーダーによるロックオンの気配はなかった。熱源や光学誘導にしては狙いに偏りがなさ過ぎる。軌道上から光学観測で誘導する事も可能だが、通信で時間差が生じるので、細かいコントロールがいる対人ミサイルの誘導には向かない。なのにミサイルは迷うことなく兵士達を襲う。ミサイルは伏せたばかりの兵士達全員に、きっちりと二発ずつ命中した。

　バシャバシャッ

「うわああぁあぁぁぁぁっ!?　………って、なんだこりゃ!?」

「ペンキ………のようですね」

「演習用の模も擬ぎ弾だんか！」

　だが兵士達を更に困惑させていたのは、対人ミサイルの弾だん頭とうが通常のものではなく、訓練に利用するペイント弾であった事だった。彼らの身体には怪け我がはなく、代わりに黄色と赤、二色の液体が付着していた。

「何が何だか分からんが、助かったっ！」

「ついてるぜっ!!」

　兵士達は単純に我が身の無事を喜んだ。だが喜べなかった者達もいる。この十五人を率いている分隊長と、そのサポートをする従士だった。

「………これがティアミリス皇女殿下か………」

「分隊長、皇女殿下はミサイルの種類を間違えたのでしょうか？」

「拳けん銃じゆうならともかく、自動制御のミサイルでそれはあるまいよ」

「ならば何故？」

「分からんか？　これは皇女殿下からの警告だ」

「警告？」

「我々は今の一連の攻撃で、殿下に三度殺されたのだ」

　もし最初の砲撃の砲弾が、ただの徹てつ甲こう弾だんではなかったら。

　もし『青騎士』の対地砲撃が、機動兵器以外にも向けられていたら。

　もし対人ミサイルが、模擬弾ではなかったら。

　兵士達は間違いなく死んでいただろう。そうではなかった理由を、三回連続して起きた偶ぐう然ぜんだと考えるのは愚おろかな事だ。それはティアミリス皇女から彼らへ向けられたメッセージなのだ。

「やろうと思えばやれた。次は容よう赦しやしない。嫌いやなら撤てつ退たいか降こう伏ふく、好きな方を選べ―――皇女殿下は我々にそう言っておられるのだ」

　いつの間にか、兵士達の視線は分隊長に集まっていた。分隊長の言葉は、兵士達の心に大きな波は紋もんを生み出していた。その波紋を、素す直なおに言葉にしたのは従士だった。

「余計に意味が分かりません、何故なぜ殿下はそんな事を？　我々を殺してしまった方が安全なのではありませんか？」

「恐おそらく、アライア陛下と同じ理由だろう。ティアミリス殿下はマスティル家に連なるお方で、我々はフォルトーゼの国民なのだからな」

「………分隊長、エルファリア陛下は本当に報道されているような罪を犯おかしているのでしょうか？」

　それは当然の疑問だった。皇帝エルファリアは公金を横領して私腹を肥やし、それを隠す為に殺人まで犯したという。しかし目の前に現れた娘むすめのティアミリス皇女は、それとは真逆の正義と慈じ愛あいを示し、皇族の誇りを見せ付けている。そこに大きな矛む盾じゆんを感じるのは当たり前だろう。ましてや自分の命がかかっている戦いで起きた事なので、特にそれを強く感じる。それは他ほかの兵士達も同じだった。

「それは俺にも分からない………いや、分からなくなった。だが、だからこそはっきり分かった事もある」

「それは？」

「俺おれ達たちが武器を向けようとしていたのは、紛れもなく神聖フォルトーゼ銀河皇国の皇族であらせられるという事だ」

　彼らの視線の先、森の切れ目の向こう。そこには砲撃したばかりで砲ほう口こうからまだ煙けむりが上がっている長大な砲を空に向け、堂々と立っている金きん髪ぱつの少女の姿があった。その頭上には黄金の旗。兵士達の目には長い砲ほう身しんと旗が繋つながって見え、まるで少女自身が旗を掲げているかのように感じられていた。




　少女の名はティアミリス・グレ・マスティル・サグラーダ・ヴォン・フォルトーゼ。




　その黄金の髪かみと、掲げた黄金の旗は、共に強い風にはためいていた。










　北側でティアが砲撃した時に生じた轟ごう音おんは、南東側にも聞こえてきていた。そしてまるでそれが合図であったかのように、南東側から接近していたもう一つの部隊が行動を開始する。彼らは身を隠していた森を抜け出し、拠きよ点てんの倉庫へ向かって走り出した。目的はその中にある転送用ゲート、そしてその先にいる筈のエルファリアだった。

「急げっ、ゲートが閉じられる前に確保するんだ！」

　部隊を率いる隊長が、兵士達を急せかす。彼らに残された時間はそれ程多くはない。

　人間が通る為だけに用いられる転送用ゲートは設定に時間がかかるが、一度設定が済めば開閉は数秒だ。だが物資の補給に使うような常設の大規模なものになると、利用する空間の歪ゆがみが大きいので周囲への影えい響きようも大きく、数秒で開閉という訳にはいかない。どうしても開閉に数分かかってしまうのだ。その数分以内にゲートに辿り着ければ、システムに強ごう引いんに介かい入にゆうして接続を維い持じし、『青騎き士し』へ乗り移る事が可能となる。従って彼らに与えられた時間は北側での戦闘開始から、ゲートが完全に閉じるまでの数分間という事になる。彼らは可能な限り急がねばならなかった。

「もう来てるよ孝太郎っ、急いでっ！」

　敵の位置は早苗が把握していた。敵の数は三十。彼らは敵意を強めながら、一気に距きよ離りを詰つめて来ている。ぼやぼやしていると敵に倉庫内への突とつ入にゆうを許す事になるので、早苗は仲間達を急かした。

「孝太郎、汝なんじと静香で前に出てくれ」

「任せろ！　ＧＯＬ、お前のターゲットは前にいる連中全部だ」

『敵味方識別再設定、目標は前方の三十名と機動兵器群。敵兵力に武力行使の兆候。ＧＯＬは攻撃を開始』

「………相変わらず仕事が早いなぁ、お前」

『お褒ほめに与あずかり光栄です』

「おじ様、魔ま力りよくは主に防御へ回してくれる？」

『攻撃はいいのか？』

「相手が固い時だけでいいわ。やり過ぎると死んじゃうし」

『それもそうか』

　キリハの指示に従い、孝太郎と静香は敵の方へ突っ込んでいく。それはあまりに無造作な突とつ撃げきだったが、この二人に関しては問題ない。孝太郎の事はＧＯＬが、静香の事はアルゥナイアが、守っているからだった。

「早苗、汝は孝太郎達たちの後ろから敵の頭を押おさえてくれ」

「嫌がらせ頑がん張ばるね！」

　早苗もこのレベルなら問題はないのだが、彼女は敵の霊波を読んで攻撃をよけるので、敵味方が入り乱れると他の人間を狙った弾に当たってしまう場合があった。そこである程度距離を保って攻撃し、前に出ようとする敵の足止めをするのが早苗の仕事だった。

「晴海、我々は最さい後こう尾びだ」

「はいっ！　里見君、いつものでいい？」

「お願いします！」

「コラマ、晴海を守れ」

『がってん！　姐御は一人で大だい丈じよう夫ぶホ？』

「だから念の為に最後尾にいる」

『姐御はしっかり者だホー！』

　最後尾は晴海とキリハ、そして埴はに輪わのコラマだ。晴海は比ひ較かく的てき安全な最後尾から魔法で仲間達を守る。キリハは霊れい力りよくを発射するビームライフルで同じ仕事をしつつ、見晴らしのいい最後尾から指揮を執とる。コラマは魔法を使う時に動きが鈍にぶってしまう晴海の防御を専門に担当。最後尾は自分達が何かするというよりは、仲間達を守るのが仕事だった。

「まさかたった五人で俺達に向かって来るとはな」

「勇気があるのか、それとも馬鹿なのか………」

「エルファリア陛下を守る為に、退くに退けないだけだろう」

「忠臣という事か」

「お前達、全力で相手をしろ。どの事情であっても、厄やつ介かいなタイプの敵だ」

　対する皇国軍は、特殊部隊として戦場の経験が豊富であるがゆえに、孝太郎達を侮あなどっていない。勇気、考えなし、忠誠心。敵が向かって来る理由としては、どれも大きな被害を出しかねない危険な理由ばかり。実は金で雇やとわれている傭よう兵へいの方が、よっぽど理り屈くつの通りに行動してくれるのだ。

　だが今回に限っては、全く別の理由から理屈に合わない。特殊部隊の兵士達が向かい合っている相手は、その存在自体が理屈に合わないのだ。それを最もよく体現しているのは、先頭に立って向かって来ている青い鎧よろいの騎士だった。

「随ずい分ぶんと古風な奴やつが来るな」

「あの鎧は『青騎士』の艦体を動かす為のマスタースレイブコントローラーです。重環かん境きよう用の宇宙服も兼ねているようですが」

「見た目はクラシックでも、中身と武装は最新式か！　まあいい、機動兵器を前に出せ！」

　特殊部隊は当然『青騎士』のデータを持っているので、すぐに孝太郎が着ている鎧がマニューバースーツである事に気付いた。もちろんその性能もよく知っている。皇族が利用する前提なので高性能だが、古風なデザインを優先した分だけ弱い。差し引きすると軍用のパワードスーツと大差ない筈なので、孝太郎一人なら脅きよう威いとは言えない。機動兵器をぶつければ勝てる筈の相手だったから。

「………俺はお前らの先せん輩ぱい達たちに、相手を見た目で判断するなと教えた筈だがな」

　孝太郎は腰こしの鞘さやから二本の剣―――シグナルティンとサグラティンを引き抜くと、それらを右手と左手に一本ずつ構えた。これは敵の数が多いので、手数を増やすべきという判断だった。

『警告。敵機動兵器接近、ロックオン感知。エネルギー反応より攻撃規模を推定。被ひ撃げき破は率六十四パーセントと推定。アクティブバリアー起動』

「兵士の相手と防御を頼む。大きいのは俺がやる」

『戦術アルゴリズムは即そく時じ撤てつ退たいを推すい奨しようしています』

「お前とも随ずい分ぶん長い付き合いだ。そろそろ俺がどうするか分かるだろう？」

『本機メインシステムは、フォルトーゼの全国民にかわり、御おん身みの御ご武ぶ運うんと栄光をお祈いのり致します』

「よく言った、それでいい！」

　孝太郎の命令に従って、ＧＯＬは右みぎ肩かたのレーザー砲の狙いを変えた。これまでは敵全体が倉庫に接近できないように牽けん制せいとして撃ち続けていたのだが、一いつ旦たんそれを中止。代わりに敵兵士の接近を警戒し始める。孝太郎が十分前に出たので、もはや牽制は必要ない。ここからは単純に孝太郎を守るのがＧＯＬの仕事だった。

「とはいえ………よく分からない敵に対して、機動兵器を使う事だけは正解だ。単なる力押しだから、諸もろ手てを上げては褒められないがな」

　孝太郎は両手で剣を構えたまま、接近して来ている機動兵器に向かって突っ込んでいった。機動兵器は三機。大きさはどれも三メートル余りで、飛行機と戦車の中間のような形をしている。役割も飛行機と戦車の中間で、基本的には地上すれすれを飛んで重火器で歩兵の援えん護ごをするのだが、非常時には短時間ながら空を飛んで戦せん闘とう機きの真ま似ね事ごとも出来る。人を乗せていないので機動性も高い。歩兵が一番戦いたくない敵だった。

「あいつ………よっぽどの馬鹿だな。一機で歩兵一部隊を殲せん滅めつ出来る機動兵器が、三機もいるんだぞ？　それとも死にたいのか？」

「無知のなせる業わざだろう。ものを知らないというのは恐ろしいな」

　迷わず機動兵器に向かっていく孝太郎を見て兵士達は呆あきれていた。とはいえ国交のない星の人間に、初めて目にした兵器の力など分かる筈もない。だから嘲あざ笑わらうというよりは仕方ないなあという、子供を見守る様な感覚に近い。だが実際のところ、分かっていないのはむしろ兵士達の方だった。

「まったくだ。俺もそう思うよ。………二人共、頼む！」

「いけーっ、らぶらぶ早苗ちゃんソードでぶっとばせぇっ!!」

「里見君っ、シグナルティンの攻こう撃げき力りよくを命中時に最大化するわ!!」

　サグラティンは注ぎ込まれた早苗の霊力によって金色に輝かがやき、そしてシグナルティンは晴海の意思に反応して銀色に輝き始めた。どちらも輝きは強い。相手が機械という事もあって、早苗も晴海も容赦がない。最初から全力だった。

『ベルトリオン、その機体の空間歪曲場は、機体上部のでっぱりが作ってますわ』

「あれか！」

　そして上空から戦いを観測しているクランが、孝太郎に機動兵器の弱点を教える。孝太郎は言われた場所を確かく認にんすると、両りよう腕うでを交差させるような格好で剣を振ふり上あげた。

「よく見ておけ！　これがお前達が勝たなきゃならない相手だっ!!！」

　高いエネルギーが剣に集められているにもかかわらず、三機の機動兵器は何もしないでただ前進を続けていた。魔法と霊力が感知出来ないのだ。また人間のように勘かんを働かせる事もない。単に原始的な武器を持った敵と戦う場合の規則に則のつとって進み続けていた。兵士達の中には剣が光り出したのを見て嫌な予感がした者もいたが、彼かれらが実際に行動を起こす前にそれは起こった。

　ジャキィィィィィィンッ

　初手はサグラティン。振り回した剣の軌き跡せきがそのまま霊力の刃やいばとなり、大きく広がりながら三機の機動兵器に襲いかかった。霊力はフォルトーゼの技術では防げないから、刃はバリアーを素す通どおりして機動兵器の弱点、バリアーの発生装置を破は壊かいした。

　次はシグナルティン。孝太郎は横並びで近付いてくる機動兵器の、右と中央の間を通り抜ける。そしてその時に、左右両方に対して斬ざん撃げきを浴びせた。バリアーを失っている機動兵器は、晴海が瞬しゆん間かん的てきに攻撃力を引き上げたシグナルティンを防ぐ事が出来ない。まるで熱したナイフでバターを切るかのように、機動兵器はあっさりと両断された。

　最後は鎧の左ひだり腕うでに内蔵されている、キリハがくれた籠こ手てだった。孝太郎はサグラティンに集中している早苗の霊力を、籠手を使って強力な電でん撃げきに変へん換かん。残った最後の機動兵器に向かって放った。電撃はバリアーの発生装置のあった場所に出来ていた大きな穴から機体内に飛び込むと、強力なエネルギーを解放。機動兵器を内側から粉々に撃ち砕くだいた。

　そんな三つの出来事が、ほんの一呼吸の間に起こった。あまりに速かったので、その全すべてをきちんと把握している兵士は一人もいない。彼らの感覚では、孝太郎が剣を振ふり被かぶった次の瞬間には、三機の機動兵器がバラバラになっていたのだ。

「エゥレクシスのマシンじゃなければ、こんなものだろうな」

　孝太郎は機動兵器が完全に破壊された事を確認すると、改めて特殊部隊に正対した。その身体には傷一つなく、磨みがき上げられた青い鎧の装そう甲こうが破壊された機動兵器が生み出した炎ほのおの光を照り返し、美しい光こう沢たくを放っている。孝太郎の方はダメージは皆かい無むだった。

　もちろん孝太郎が攻こう撃げきする間、機動兵器も黙だまって見ていた訳ではない。距離が詰まった時点で一いつ般ぱん的てきな対人兵器、大口径のマシンガンで攻撃を開始した。しかし突とつ然ぜん加速した孝太郎の動きにはついていけず、命中弾はほんの僅わずか。辛かろうじて命中させた数発も、複数の力で張られた複合バリアーを撃ち抜けず、あっさりと跳はね返かえされた。

　孝太郎を倒たおすのに必要だったのは、対機動兵器用の重火器だ。しかし三機の機動兵器はその事に気付く前に、孝太郎に倒されてしまっていた。

「なんなんだあいつはっ!?」

「一体何が起こったっ!?」

「どうして機動兵器がやられているんだ!?」

　これに驚きよう愕がくしたのは特殊部隊の兵士達だった。三機の機動兵器を苦も無く倒したという事は、目の前の騎士は歩兵三個小隊を一気に殲滅するのに十分な力を持つという事になる。更に不幸な事に、彼らは一個小隊四十名に満たない三十名。それは騎士が四回殲滅してお釣つりがくる兵力しかないという事なのだ。

「おっ、落ち着けお前達っ、幾いくら強いとはいっても相手はただの人間だ！　一発当てれば倒せる、浮うき足あし立だつんじゃないっ!!」

「隊長の言う通りだ！　落ち着いて訓練を思い出せ！」

「自分より弱い敵と戦う訓練だけをしてきた訳ではないだろう!!」

　自身の動どう揺ようを抑おさえながら、小隊長が部下達を鼓こ舞ぶする。分隊長や班長などを務める古参兵達の助けもあったので、部隊の混乱は急速に収まり始めた。だが、彼らの不幸はまだ始まったばかりだった。

「確かに里見君一人だったら、そうだったかもしれないわね」

「えっ!?」

　部下を叱しかりつけたばかりの小隊長の視界に、何者かの拳こぶしがいっぱいに広がる。それは少女の拳だったのだが、見た目の華きや奢しやな印象とは裏腹に、恐ろしい勢いで小隊長の顔に激げき突とつした。そして拳は激突したほんの僅かな時間だけ質量を増し、まるで大型のハンマーで思い切り殴なぐられたかのような衝しよう撃げきを与えた。

「ガハッ」

「たっ、隊長ッ!?」

　そんな一いち撃げきを不意打ちで浴びればひとたまりもない。小隊長はあっさりと意識を刈かり取とられ、大きく跳ね飛ばされて地面に叩たたき伏ふせられた。その鮮あざやかな一撃は、それを見ていた全ての人間を驚愕させた。そしてそれは、殴った本人も例外ではなかった。

「おじ様っ、やり過ぎ、やり過ぎ!!　死んじゃったんじゃないのっ、あれっ!?」

『心配ない、ちゃんと加減したから生きているぞ。まあ………骨ぐらいは折れているかもしれないがな』

　小隊長を殴ったのは静香だった。静香は孝太郎に注目が集まった隙すきに特とく殊しゆ部隊に接近、不意打ちを敢かん行こうした。普ふ通つうなら素す手での少女が特殊部隊に突入するのは自殺行こう為いだが、幸か不幸か彼女は普通ではない。その戦闘能力は内在する火か竜りゆう帝ていアルゥナイアの魔力のおかげで機動兵器と同等以上の水準にある。静香は兵士達の武器では傷一つ付かないし、反対に兵士達は彼女の攻撃を防ぐ事が出来ない。小隊長はそんな彼女に殴られた訳なので、ひとたまりもなかった。

「隊長がやられたっ！　反はん撃げきしろっ！」

「撃て撃てぇっ!!」

「この小こ娘むすめがぁっ!!」

　静香の不意打ちは孝太郎ほどには兵士達を動揺させなかった。技術が進んだフォルトーゼには小さな武器や分かりにくい武器が幾らでもあるので、実態とは裏腹に兵士達は自然と静香がそうした武器を使ったと考えた。だから兵士達は不意打ちをしてきた静香に銃じゆうを向け、訓練通りの反撃を開始した。

　ドドドドッ、ドドッ、ドドドドドッ

「うわっとっと、おじ様、本当に防御はお願いね？」

『安心しろ、必ず守る』

　この時静香は十数人の人間から一斉に銃じゆう撃げきを受けていたので、まるで雷らい雲うんの中にいるかのように轟音に包まれていた。だが幾ら火か竜りゆう帝ていの力で守られていても、銃で撃たれて良い気分はしない。静香はその力はともかく、あくまで普通の少女なのだ。だが彼女は一人ではない。彼女の負担を軽くしてくれる仲間達が存在していた。
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『姐御、配置に付いたホー！』

『静香、援えん護ご射しや撃げきを始める。安心して好きに戦え』

「キリハさん！　ありがとうっ！」

　静香が通信機から聞こえてきた声に礼を言った直後、頭上から次々とビームが降り注いできた。ビームは主に静香の後ろ側にいる敵を撃ち抜き、昏こん倒とうさせた。これはキリハとコラマによる攻撃だった。

　キリハが撃った霊れい子し力りよくのビームを上空にいるコラマが霊子力フィールドで反射、兵士達を攻撃する。このやり方だと攻撃するキリハはずっと安全な場所におり、ビームを反射させるコラマは常にフィールドで守られているので、敵の反撃を受ける心配がない。また上空で反射させる事で、地形や味方の位置に邪じや魔まされずに攻撃できる。兵士達にとっては姿の見えない敵が頭上にいる感覚なので、為なす術すべもなく打ち倒されていった。

「晴海っ、あたし達も負けてらんないよ！」

『はいっ、がんばりますっ！』

　攻撃には更に早苗と晴海が加わった。危険な機動兵器は最初の三機以外にも用意されていたのだが、それらは既に孝太郎によって排はい除じよされている。おかげで二人は自由に行動できるようになっていた。早苗のでたらめな攻撃と晴海の魔法による攻撃が新たに加わり、特殊部隊の兵士達は急激にその数を減らしていった。

「………こ、この力………お前達は、一体何者なんだ………？」

　最後まで戦場に立っていたのは、静香が最初に殴り倒した小隊長の副官を務める、分隊長だった。彼は震ふるえる手で銃じゆう口こうを孝太郎に向けながら、思わずそう尋たずねてしまっていた。尋ねずにはいられなかったのだ。

　たった五人の少年と少女に、三十名の特殊部隊と護衛の機動兵器が六機、苦もなくやられてしまった。それを自分の目で見たというのに、彼にはこの結果が信じられない。幻まぼろしでも見たと考えた方が、よっぽど納なつ得とくがいく状況だった。

「俺達は―――」

　孝太郎はほんの一いつ瞬しゆん、どう答えたものかと悩なやんだ。ティアの友達、感覚的にはそれが一番正しいだろう。だが今のこの状況からすると、より相応しい言葉があった。

「―――俺達はティアミリス皇女殿下の名の元に組織された、サトミ騎き士し団だんだ」

「サトミ………騎士団、だと………？」

「ああ。公式に騎士団と呼べるかどうかは、分からないがな」

　分隊長はこの言葉を聞いた直後に、孝太郎によって昏倒させられた。彼は後に仲間達と共に艦かん隊たいへ帰き還かん、この時の出来事を詳しよう細さいに報告する。その結果、フォルトーゼの公式記録にサトミ騎士団と名乗った謎なぞの騎士団についての記録が追加される事となった。




　サトミ騎士団が残した最初の公式記録は、敵味方双そう方ほうが被ひ害がい者しやゼロという圧あつ倒とう的てきかつ文句のつけようがない華はな々ばなしい勝利。そしてそれは、後世において『ティアミリスの青き騎士団』として知られる伝説の騎士団が、神聖フォルトーゼ銀河皇国の歴史上に初めて登場した瞬間だった。










　大地の民の拠点に攻せめて来たのは、北側で陽動を担当する十五名と、南東側から接近する本隊三十名の、合計四十五名。孝太郎達はその全員を捕つかまえる事に成功していた。

　北側の十五名は僅かな小こ競ぜり合あいの後、敗北を認めて降伏。南東側の三十名は最後まで抵てい抗こうしたものの、全員が倒された。現在は四十五名全員が捕ほ虜りよとなり『青騎士』の一室に囚とらわれている。彼らは犯罪者ではないが、連れていると危険ではあるので、いずれ折を見て解放する事に決まっていた。

「何事もなくて良かったですねぇ」

　ゆりかはエルファリアと一いつ緒しよにずっと『青騎士』のブリッジにいた。そこへ合流した孝太郎達から全てが無事に済んだと聞かされると、彼女は大きな笑え顔がおを作った。必要な時にはきちんと戦うゆりかだが、根本的に戦いに向かない性格なので、敵だろうが味方だろうが無事なのが一番だった。

「あんたは見てただけだから楽よね」

「でもでもぉ、私が活かつ躍やくしてたらぁ、早苗ちゃん達が駄だ目めだったって事ですよぉ？」

「何もなくて良かったわねっ、ゆりかっ！」

「そうですそうですぅ。何もないのが一番ですぅ」

　結果的にゆりかはエルファリアと一緒にお茶を飲んでいただけなのだが、その事について文句がある人間は誰だれもいない。根っこの部分では、結局みんな同じ気持ちなのだ。

「それでティア、これからどうする？」

「ボヤボヤしていると敵の再攻撃が来る。補給はここで諦あきらめ、早々に出発するぞ」

　しかしホッとしている暇ひまはない。確かに特殊部隊は無事に退けたものの、フォルトーゼの艦隊は依い然ぜんとして存在している。呑のん気きに補給を続けていれば、すぐに別の部隊が襲しゆう撃げきしてくるだろう。そこでティアは補給を打ち切り、すぐに出発する事を考えていた。

「諦めるったって、物資は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　しかし十分な量の物資が補給できていなければ、出発しても意味がない。孝太郎はそこを心配していた。

「大丈夫も何もない。仮に補給を続けても、幾らも経たたないうちにまた敵がやってくる。これ以上は補給できんじゃろう」

「パルドムシーハ、補給はどの程度済んでおりますの？」

「予定の八十パーセント弱です」

「そのぐらいなら『朧ろう月げつ』の分と合わせれば問題ありませんわね」

　幸い現段階で『青騎士』への補給は八割方済んでいた。『朧ろう月げつ』の物資と併あわせて考えれば、十分な量に達している。孝太郎の心配は杞き憂ゆうだった。

「分かりました、すぐに出発しましょう」

　エルファリアもティアの考えに同意した。しかしまだ一つだけやり残している事があった。フォルトーゼ行きには、もう一人同行する者が予定されていたのだ。

「ユリカよ、ナナをこちらへ連れて来てくれるか？」

「わかりましたぁ。ちょっと行ってきますぅ」

　ティアの依い頼らいを受け、ゆりかは『青騎士』のブリッジにあるゲートに飛び込んだ。実はフォルトーゼ行きの同行者とは、ゆりかの師し匠しようであるナナなのだ。彼かの女じよは今、大地の民の拠点で人工四し肢しのメンテナンスを受けている。長旅の前だし、激しい戦いがあったばかりなので、念ねんの為ために本格的なメンテナンスを行っていたのだ。だがすぐに出発となると、呼ばない訳にはいかない。メンテナンスの続きは『青騎士』で行う事になりそうだった。

　こうして孝太郎達は今すぐにフォルトーゼへ向かう事にしたのだが、行くなら行くで、新たな課題が存在していた。それを指し摘てきしたのは晴海だった。

「しかし………出発するにしても、地球の傍そばまで艦隊がやって来ているんですよね？　こっそり出発できるんでしょうか？」

　晴海が心配していたのは艦隊との交戦が避けられないのではないかという事だった。地球にやってきている艦隊は、フォルトーゼ全体の軍用艦かん船せんの一パーセントにも満たない数だ。わざわざ戦っていてはきりがないし、それこそ物資が切れるだろう。だから出来る限り交戦を避けたいのだが、それがなかなか難しい。これはワープ航法の仕様上の問題だった。

　地球からフォルトーゼに向かう場合、何度もワープを行う必要がある。ワープというのは重力を使って空間を捻ねじ曲まげて現在位置と目的地を近付けた上で、強引に穴を空けて近道をするというものだ。おかげで周囲の重力場に影響を受け易やすく、また周囲への影響も少なくない。近きん距きよ離りなら影響を打ち消す事も可能だが、距離が長くなるとそうもいかない。だから目立ちたくないという理由がなくても、地球の傍ではワープしたくない。そこで地球から十分に距離を取ってからワープするのだが、敵の艦隊がそれを許してくれるとは思えない。移動中に発見され、攻撃を受ける可能性が極きわめて高かったのだ。

「艦隊は六隻せき。レイオス様が操縦して下されば、勝てない相手ではありませんが」

　孝太郎達も既に敵の兵力は把は握あくしている。『青騎士』と『朧ろう月げつ』が力を合わせれば確実に勝てるだろう。本来なら大艦隊の旗き艦かんを務める皇族級宇宙戦せん艦かんが二隻なので、戦闘能力では圧倒していた。

「待った、エル。それだとクランがまずい事になるだろう。下手をすると帰る家がなくなるぞ」

　クランは公式には地球にいないし、彼女の生家であるシュワイガ家とティアのマスティル家はライバル関係にある。またシュワイガ家は軍との繋がりも強い。その為クランがティア達に加担すると、彼女だけでなくシュワイガ家にまで影響が及およぶ。彼女がお尋ね者になるだけでなく、下手をするとシュワイガ家からの絶ぜつ縁えんや、シュワイガ家自体の存続に影響が出かねないのだ。クランを危険な立場に追い込みたくないし、ライバル関係ではあっても皇家は皇家。孝太郎としては、クランとシュワイガ家は可能な限り妙みようなトラブルには巻き込みたくないのだった。

「そんな事を言っている場合ではありませんわ。これから皇国軍―――いえ、クーデター軍と戦おうというのですわよ？　わたくしの事を気にしている余よ裕ゆうはない筈はずですわ」

　しかしそのクランはきっぱりと首を横に振った。その瞳ひとみと表情はいつになく厳しい。これは皇族であるという事と、彼女の個人的なプライドに関かかわる問題なので、安易に自分だけ助かろうなどとは考えていない。今のクランは紛まぎれもなくフォルトーゼの皇女なのだった。

「戦争には勝ったが、お前はひとりぼっちになりましたでは、寝ね覚ざめが悪過ぎるぞ」

「わたくしはもう、ひとりぼっちになどなりませんわ。あなたと、ティアミリスさん達がいらっしゃいますもの。違いまして？」

「それはそうだが………」

「それとも………もうあんな約束など忘れてしまいましたの？」

「約束………そんな事もあったな………うぅむ………」

　孝太郎もクランの言う約束を、ちゃんと覚えていた。かつて孝太郎はクランに、行く場所がなくなったら一〇六号室に住まわせるという約束をした。あの時もクーデター軍からフォルトーゼの国民を守る戦いの中だった。今もそれと同じ。だからクランには微み塵じんも迷いはない。その澄すんだ瞳を前にすると、孝太郎には返す言葉が見付からなかった。

「クラン殿、孝太郎をそんなにいじめないでやって欲ほしい」

　そんな時、キリハが言葉に詰まった孝太郎へ救いの手を差さし伸のべる。彼女は二人だけに向けられる特別な顔で微笑ほほえむと、話を続けた。

「孝太郎はクラン殿を御ご家か族ぞくから離はなしたくないのだ。本当にどうしようもなくなる、その時までは」

「キィ………」

　クランはここで僅わずかにトーンダウンする。キリハと孝太郎の家庭環境については、クランも良く知っているのだ。

「それに、まだ戦わねばならないと決まった訳ではない」

「まことかキリハッ!?　わらわ達はどうすればよいのじゃっ!?」

「ここにクラン殿がいるのに、公式にはいないという事情を最大限利用する」

　そしてキリハはいつもの悪女じみた笑顔に戻もどると、孝太郎達に地球から脱だつ出しゆつする為の作戦を説明し始めた。










　まさか地上戦で惨ざん敗ぱいするとは思っていなかったので、艦隊の上層部は大混乱に陥おちいっていた。陽動と奇き襲しゆうを完全に見破られた上に、敵を一人も倒せなかった。しかもその相手は十人にも満たない少女達。混乱するのも無理はないだろう。

「落ち着けお前達っ！」

「しかし提てい督とくッ」

「幾ら兵が強くても、『青騎士』が強くなる訳ではあるまい！　『青騎士』を逃にがさなければいいだけの話だ！」

　だが指揮を執る提督の一いつ喝かつで、混乱は収束へ向かい始めた。敵兵がどれだけ強かろうとも、それを乗せている『青騎士』までが強くなる訳ではない。本国から送られてきた情報によれば『青騎士』は資料に記されている性能を上回るらしいが、所しよ詮せんは機械の塊かたまり。強さには限度があった。

「取り乱して申し訳ありませんでした………。それで提督、これからどうなさるおつもりですか？」

「とりあえずは、このまま『青騎士』の観測を続ける」

　提督の力強い声が、旗艦である空母のブリッジに響ひびく。その断固とした口調は、提督の強い意思を感じさせる。それが兵士達の気持ちを前向きにし、地上戦の惨敗で下がった士気を回復させつつあった。

「何もしないのですか？　それでは『青騎士』に、先制攻撃の機会を与えてしまうのではありませんか？」

　呑気に観測している間に『青騎士』が攻撃してきたら―――空母の艦かん長ちようはそれを心配していた。空母は艦隊の中で一番足が遅おそく、しかも敵から見れば最優先の攻撃目標だ。攻撃に対しては最大限の注意を払はらうのは職業病だった。

「こちらも向こうも、地球の軌き道どう上ではしゃぎたくない事情は同じだ」

　国交のない星の軌道上では、お互たがいに戦いたくない。無許可で戦せん闘とう用艦かん艇ていを領宙へ侵しん入にゆうさせている時点で、侵しん略りやくと取られても仕方のない行為なのだ。そういう状じよう況きように陥れば正当性を失って国民の支持が得られなくなるので、エルファリア側もクーデター軍側も攻撃を仕し掛かけられない。

　例外は月の裏側のように観測しにくい場所での短期決戦だが、その場合は双そう方ほうに暗あん黙もくの了りよう解かいがいる。だから空母の艦長が心配するような事は起こらないのだった。

「こちらに有利なのは、時間が豊富にあるという事だ」

「確かにこちらはいつまでも動かなくて構いませんが、向こうはいずれ動かざるを得ませんからね」

「向こうとしては戦いを避さけてワープに入りたい筈。すると地球から遠く離れるか、それこそ月の裏へ向かう。我々はそうさせないように進路を妨ぼう害がいする」

　ワープの為に『青騎士』は地球を離れる必要があるが、一番早く済ませようとすると月の裏側へ向かうのがベストだ。それ以外の場所でワープするなら、もっと離れなければならない。そこで提督は『青騎士』の少し外側の軌道で待機して、『青騎士』が動き出したらその進路を塞ふさぐつもりだった。

「提督、『青騎士』が動き出しました！」

「すぐに追つい跡せきを開始しろ！　………思ったより動き出しが早い。こちらが有利な位置を取る前に、出発してしまえという事か。頭は良いし、思い切りも良い。どうやら優ゆう秀しゆうな艦長か参さん謀ぼうがいるようだな」

「『青騎士』はステルスフィールドを展開」

「味方に追われているのだから、それだけでは逃げ切れん。という事は、一旦地球の裏に入るつもりだろう。よし、全ぜん艦かん出力全開！　絶対に見失うなよ！」

　クランの『朧ろう月げつ』だけでなく、『青騎士』にも敵の追跡をかわす為のステルス機能が備わっている。しかし『朧ろう月げつ』程ほどの高性能ではないので、よく分ぶん析せきするとその痕こん跡せきを追う事が出来る。またクーデター軍は『青騎士』に関するデータを持っているので、特にそれが容易だった。

　問題は『青騎士』を一旦見失った場合で、広い宇宙空間で再びその微び弱じやくな痕跡を見つけ出すのは難しい。だから提督は『青騎士』が地球を盾たてにして一度身を隠かくすと考えたのだ。そして彼のこの推理は当たっていた。『青騎士』の痕跡は、提督が思おもい描えがいた通りの軌跡を描いて地球を回り込んでいった。

「駆く逐ちく艦かんを先行させろ！　攻撃は仕掛けなくていい、ただ見失うなとだけ伝えろ！」

　トラックや車、バイクを比ひ較かくした時のように、宇宙用の艦艇も大きいものほど加速が悪い。『青騎士』は皇族が乗る為の宇宙戦艦なので敵から狙われやすく、可能な限り高性能に作られている。だがそれでも大きさが影響して、駆逐艦の方が加速がいい。だから駆逐艦を先行させれば見失う心配はなかった。

「『青騎士』が地球の陰かげに入ります」

「駆逐艦は？」

「間に合いました。観測を続けています」

　提てい督とく達たちを乗せた空母の位置からだと、『青騎士』の反応は地球の陰に入ってしまって直接観測できない。だが二隻の駆逐艦を先行させた事が功を奏し、『青騎士』を見失うような事はなかった。

「駆逐艦はそのまま『青騎士』の前に出せ。頭を押さえて、地球からの離り脱だつを許すな。繰くり返かえすが、攻撃はさせるなよ」

「ハッ、すぐに―――」

　そんな時だった。提督の命令を復唱しようとしたオペレーターの表情が凍こおり付ついた。

「―――てっ、てっ、提督っ、月の方向から空間歪わい曲きよく反応!!　この反応パターンは『青騎士』ですっ!!」

　報告するオペレーターの声はまるで悲鳴のようだった。彼自身、自分が口にしている事が信じられなかった。

「馬ば鹿かなっ、だったらあそこにいる『青騎士』は何だというのだっ!?」

　戦せん況きようを表示する為の立体映像には、地球の陰に入った『青騎士』が今も表示され続けている。急に移動した訳ではない。『青騎士』の反応が二つになったのだ。

「駆逐艦から入電！　近距離から精査したところ、これまで我々が『青騎士』だと考えていたものは、通信用の情報ポッドだった模様！」

「してやられたっ、『青騎士』はステルス性能まで規格外だったのかっ!!」

　この状況に至り、提督は自分達が完全に騙だまされていた事を悟さとった。情報ポッドを『青騎士』と誤ご認にんした艦隊は、完全に身を隠した本物の『青騎士』に背を向けてしまった。これでは脱出を防げる筈もない。『青騎士』は悠ゆう々ゆうと安あん全ぜん圏けんに移動した後、四十五人の捕虜を乗せた救きゆう命めい艇ていを後に残し、フォルトーゼへ向かってワープを開始したのだった。










　この策の中心となるのは、クーデター軍がクランと『朧ろう月げつ』の存在を知らないという事だった。そこで孝太郎達は『朧ろう月げつ』の観測機器で、ステルス状態にある『青騎士』の詳細なデータを取得。情報ポッドがそれと同じ痕跡を出すようにして囮おとりを作った。

　情報ポッドを『青騎士』そのものに見せかけるのは難しいが、目視できず反応が微弱になっているステルス状態の『青騎士』に見せかけるのはそう難しい事ではない。

　そして『青騎士』はステルス状態のまま、クラン独自のステルス技術によって完全に隠れている『朧ろう月げつ』と合流。続いて『青騎士』は『朧ろう月げつ』のステルス技術の影えい響きよう下に入るのと同時に囮の情報ポッドを射しや出しゆつ。クーデター軍はこれに引ひっ掛かかり、何も知らずに『青騎士』と『朧ろう月げつ』の傍そばを通り過ぎていった。

　後はとても簡単で、艦隊と十分な距きよ離りが開いた時点で『青騎士』だけがフォルトーゼへ向かってワープする。『朧ろう月げつ』が一緒でないのは、流石さすがの『朧ろう月げつ』もワープの反応までは隠せないからだ。だから『朧ろう月げつ』がワープするのは、艦隊が『青騎士』を追って地球を去った後の事だった。

「………それにしても、キィが味方で本当に良かったですわね………」

　一人で地球の軌道に残ったクランは、『朧ろう月げつ』のブリッジにあるモニターを眺ながめながらしみじみと呟つぶやく。モニターには『青騎士』を追って次々とワープしていくクーデター軍の艦隊の姿が映し出されていた。

「大の大人が、キィ一人にいいようにあしらわれて………」

　この脱だつ出しゆつ策さくを考えたのはもちろんキリハだ。キリハはクランの技術を最大限に利用し、艦隊との交戦を避けつつ『青騎士』を見事に地球から脱出させた。それでいてクラン自身の事は最後の最後まで完全に隠し通している。芸術的な脱出と言って良かった。

「………わたくしがティアミリスさんに勝てなかった訳ですわ………まったく………」

　クランはかつての自分が、そんなキリハを擁ようするティアに戦いを挑いどんだ事を思い出し、一人苦く笑しようする。今にして思えば、何故なぜそんな大それた事が可能だと考えたのか、不思議でならなかった。







黄金と白銀と　十一月十五日（月）







　地球からフォルトーゼに向かう場合、一般的な宇宙船の場合は一ヶ月ほどかかる。これは距離というよりも精度の問題だった。

　地球とフォルトーゼ本星はおよそ一千万光年離れている。この一千万光年という超ちよう長ちよう距きよ離りを空間歪曲航法―――いわゆるワープ航法で移動する場合、仮に航法コンピューターの計算に一パーセントの誤差があれば十万光年ずれてしまう。我々が住む銀河系は直径が丁度十万光年。つまり地球を狙ってワープしても、一パーセントの誤差があると銀河系のどこに出るか分からないのだ。場合によってはブラックホールに吸い込まれたり、恒こう星せいに突っ込んだりして酷ひどい目に遭あう。実際の誤差は一パーセントよりもずっと小さいが、それでも何らかの対策が必要なのは明らかだろう。

　そこでワープ航法においては、広大で何もない空間の存在が非常に重要になる。誤差がそうした空間の広さ以下であれば、そこを狙えば安全に移動できるからだ。宇宙規模の移動なら銀河と銀河の隙すき間まを、銀河の中なら腕うでの隙間を、腕の中なら星の少ない領域を狙う事になる。宇宙船はそういう何もない空間を利用し、飛び石伝いに移動していく。また、そうしながらワープの距離を短くして、誤差の影響を少なくしていく。最初に全行程の九割を移動し、次は残りの行程のうちの九割、その次は更さらに残りの行程の九割といった具合だ。移動距離が減れば、同じ割合で誤差も減る。

　一般的な宇宙船は、そういう移動を繰り返して一ヶ月あまりでフォルトーゼに辿たどり着つく訳だ。だがもちろん皇族級宇宙戦艦である『青騎士』と『朧ろう月げつ』の場合はそうではない。航法コンピューターの計算誤差は非常に小さく、空間歪曲航法の駆く動どう装置も非常に精せい巧こうに作られていて誤差が少ない。その結果、孝こう太た郎ろう達たちは十日余りという非常に短い時間でフォルトーゼに辿り着く事が出来るのだった。










　一いつ旦たん長い距離のワープに入ってしまうと、非常に平和な状態になる。移動距離が長く誤差が大きいので、仮に全く同じルートを使っていても敵が近くに出現する可能性は全くと言っていい程にないのだ。だがそれは同時に、味方が合流し辛づらいという意味でもある。おかげで孝太郎達がクランと再会したのは、地球を出発して八日目の事だった。

「………俺おれが見ていないと思って、だらしない生活はしていなかっただろうな？」

「出発前に決めた通りに凍とう結けつしておりましたから、そんな暇ひまはありませんでしたわっ」

　孝太郎達の感覚では、まだ地球を出発してから半日も経っていない。これは孝太郎とクランが過去の世界から現在に戻った時のように、艦かん内ないの時間を凍結していた為だ。日々の変化が少ない長ちよう距きよ離りの宇宙旅行では、しばしば用いられる重要な技術だった。

「里さと見み君、どうして素す直なおに心配してたって言ってあげないんですか？」

「あ、藍あい華かさんっ!?」

「それは本当ですのっ、マキッ!?」

「ええ。クランさんの………えと『朧ろう月げつ』でしたっけ？　あれが現れるまで、ブリッジをこう、落ち着かない感じでうろうろーって」

「そうでしたの………えと………そのぉ………ご心配をおかけして、申し訳ありませんでしたわ………ベルトリオン。わたくしはこの通り無事でしてよ」

「………心配なんかしていないぞ。だらしない生活をしてなかったならいいんだ」

「ふふ………はい。存じておりますわ」

「里見君は意地っ張りですね？」

「………藍華さん、後でおしおきな」

「望むところです。おでこ広げて待ってます」

　フォルトーゼまで残り二日。あと数回のワープで辿り着く筈だった。ここから先はワープの中ちゆう継けい地ち―――いわゆる何もない空間―――が狭せまくなり、クーデター軍と遭そう遇ぐうする可能性が出てくる。だから事前に今後の事を話し合う必要があり、六畳間の少女達が全員『青騎士』のブリッジに集合したところだった。

「さて、こうして無事に全員が揃そろった訳じゃが………最初に決めねばならんのは、クランの処しよ遇ぐうじゃの」

「わたくしの？」

　ティアが選んだ最初の議題はクランについてだった。まさか自分が議題に上るとは思っていなかったので、クランは目を丸くした。

「うむ。そなたはともかく、そなたの実家と我わがマスティル家は代々ライバル関係にある。このままわらわ達と行動を共にすれば、困った事になろう」

　ティアが心配していたのは、クラン自体がどうこうという事ではなく、彼女が友人と家族の間で板いた挟ばさみになってしまう事だった。クランがティア達を友達だと思っているのは疑いのないところ。だがクランにも家族がある。その家族はクランが犯罪疑ぎ惑わくのかかったマスティル家に協力する事を望まないだろう。先さき程ほどの―――正確には八日前の―――戦いと同じ問題が、今後も起こる事が予想されていた。

「先程も申しましたけれど、わたくしはもう覚かく悟ごを決めておりますの。たとえ帰る家を失おうとも、フォルトーゼを守りますわ」

　クランの答えは変わらない。最後まで孝太郎やティアと一緒に戦い抜ぬく覚悟だった。クランも誇ほこり高たかきフォルトーゼの皇族。力で強ごう引いんに世の中を変えようという勢力に屈くつする訳にはいかないのだった。

「だがな、クラン。お前が戦う場所はここじゃないかもしれないんだ」

「ベルトリオン？」

「お前がシュワイガ家の内部にいてくれた方が、ここで俺おれ達たちと共に戦うより有利になるかもしれない」

　先程の戦いでもそうだったのだが、敵がクランの存在を知らないという事は非常に大きな力になる。だからクランがシュワイガ家の中から孝太郎達を隠おん密みつ裏りに支し援えんしてくれれば、直接的な支援よりも効果的かもしれないのだ。

「あなたはわたくしを家族の元へ戻したくてそんな事を仰っているんでしょうっ!?」
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「それがないとは言わない。だが明らかに戦いは有利になるし、仮に俺達が負けたとしてもお前が皇こう帝ていになってくれれば最悪の結末は避けられる」

　軍部の目的はまず傀かい儡らい政権を樹立し、そこから帝てい政せいを終わらせてヴァンダリオン卿きようの独裁体制―――表面的には違うかもしれないが―――へ移行する事だろう。もし孝太郎達が負けてしまっても、クランがそれに乗ったふりをして皇帝になれば、ヴァンダリオン卿の狙いを一時的に頓とん挫ざさせられる。クランを実家へ戻す意味は決して小さくはないのだ。

「そんなの嫌いやですわっ！　あなたとティアミリスさんが危険な戦いに挑むというのにっ、わたくしだけ安全な場所で見ていろと仰いますのっ!?」

　クランは椅い子すを蹴け倒たおすように立ち上がると、激しい口調で拒きよ絶ぜつした。

「そうだ。俺達を内密に支援しつつ、最悪の状況に備えて欲しい」

「それはフォルトーゼの皇族のやる事ではありませんわっ!!」

　クラン本人は孝太郎の考え方に反対だった。時限爆ばく弾だんを前にした時、やるべき事は爆弾の無力化であって、死し体たい袋ぶくろの準備ではない。最初から最悪の状況に備えるより、まずは最悪の状況にならないように手を尽つくすべきだ。クランは皇族として、国や国民に対して責任を取るというのは、そういう事であると考えていたのだ。

「それにっ、あなたは何も分かっておりませんわっ!!　ただ待ち続ける事が、どれだけ寂さびしい事なのかを!!　遠くから戦いを見ているだけでいるのが、それだけ辛い事なのかをっ!!」

　皇族の責任というだけでなく、クランには個人の感情としても納得できなかった。クランは直接の戦闘よりも支援の仕事が多く、ただでさえ孝太郎達の無事を祈いのるだけである事が多かった。また過去の世界において、アライアが戦いに赴おもむく孝太郎へ向けていた感情についてもよく理解している。シュワイガ家へ戻り孝太郎達から切り離され、完全に待っている事しか出来なくなったらどんな気持ちになるか。それを想像すると、クランはせめて近くでと、考えずにはいられないのだった。

「もしわたくしが必要ないなら、ちゃんとそう仰ってっ!!　こんな風に仲間外れにされるのは、あんまりですわっ!!　そして………わたくしを必要として下さるならっ、どうかお傍に置いて下さいましっ!!」

　クランは瞳に大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべながら、断固とした意志を示した。それは愛情の表明に聞こえる程の、激しくも切ない想おもい。いや、より大きな意味においては、間ま違ちがいなく愛情の表明であったのだろう。クランからフォルトーゼの国民への、そしてこの場所に集つどう仲間達への、大きな大きな愛情の表明であった。

「ほらレイオス様、私が言った通りだったじゃありませんか」

「………はぁ、仕方ないかぁ………」

　クランの反応を見ると、エルファリアは自慢げに笑い、孝太郎は溜ため息いきをついて肩かたを落とした。そんな二人のリアクションに困こん惑わくしたのはクラン本人だった。

「ベルトリオン？　それは、何の話をしていますの？」

　クランは不思議そうに瞬きを繰り返し、瞳に溜まった涙が零こぼれ落おちていく。この時孝太郎はクランに背を向けていたので、ティアが代わって事情を説明した。

「実はのう、ここでそなたと合流するまでに多少時間があったので、そなたの処遇についてわらわ達で話し合っておったのじゃ。その時に母上が仰ったのじゃ。クランは必ず、皇女として、わらわ達の友人として、正しい選せん択たくをする、と」

「エルファリアさん………」

　驚おどろいたクランはエルファリアに目を向ける。エルファリアは笑顔をほんの少しだけ優やさしくするとクランに向かって頷うなずいた。

「そしてクラン、そなたがそのような心を持つに至ったのは、コータローと共に長い旅をしたせいじゃろう？」

「ん………そうですわね。それがなければ、わたくしは今も未熟なままでしたわ」

「そこでわらわ達は、なおも渋っていたコータローを脅きよう迫はくした。クランを立派な皇女にした責任を取らねば、わらわ達全員で大変な事をするぞ、と」

「まぁ………」

　クランは今度は孝太郎の方を見る。相変わらず孝太郎は背中を向けたままだ。ティアの説明のおかげで、孝太郎が何故そうしているのかは手に取るように分かる。それが分かるぐらいに、共に長い旅をした二人だったから。

「では、ベルトリオンは最初から？」

「そうじゃ。そなたの答えも何もかも分かっていて、あえて訊いた。どうしても意思の確かく認にんは必要であったからのう」

「そうでしたの………」

　クランは涙を拭ぬぐいながら、孝太郎の背中をじっと見つめる。本当は駆かけ寄よってその背中に抱だき付き、分かっていて冷たい事を言った事を抗こう議ぎしてやりたかった。しかしクランはあえてそうしなかった。それがクランの意地だったし、そんな事をしなくても孝太郎には気持ちは伝わっていると思ったから。

「おやかたさま、これまでの話の経緯はどうあれ、クラン殿でん下かに言って差し上げるべき言葉があるかと存じますが」

　クランの想像通り、孝太郎は彼女の気持ちに気付いている。だからルースに促うながされた段階で決断した。相変わらず、背中を向けたままではあったのだが。

「………クラン」

「はい」

「お前は前みたいに、俺の従者をやっていろ。………お前が必要だ」

「ふふふ、従者はあなたですわ。いつになったら理解するんですの、この原始人め………ふふふふっ………」

　孝太郎の言葉に、クランは二千年前の世界で共に旅していた頃ころの言葉で答えた。それは二千年前と変わらずに相棒を務めるという意思表示。しかしそこには二千年前とは大きく変わった、彼女のあたたかな気持ちが込められているのだった。










　その後も続いた議論の結果、クランは変装して正体を隠し、孝太郎の従者のふりをする事に決まった。地球から連れて来た従者という事にすれば、国交がないので確かめる事は出来ないし、不自然はない。また皇女が騎士の従者をする筈がないという思い込みも、クランの正体を守ってくれる筈だった。

　そのクランは孝太郎の従者に変装すると決まった時から、孝太郎の右みぎ隣どなりの席に座すわっている。孝太郎の従者、相棒、アドバイザー、科学顧問、呼び方は色々あるが、クランはその場所を自分の席だと考えていた。孝太郎はまだ照れ臭いので、横にいてくれるとクランの顔を見ずに済むので助かっている。そして六畳間の少女達は、そんなぎこちない主従の姿を興味津々で見守っていた。

「クラン殿の今後も決まった事だし、話を先に進めるとしよう」

　だが今が重要な時期である事は少女達も重々理解している。だからキリハが話題の転換を図ると、少女達は一いつ旦たん孝太郎とクランの事を頭の片隅に追いやった。二人の事は夕食の時で構わない。今は決めねばならない事が多かった。

「今後もクラン殿が同行する事になったので、多少無理が効くようになった。様々な意味で『朧ろう月げつ』を当てに出来るからだ」

「お任せ下さいまし。決して後悔はさせませんわよ」

　クランが同行するかどうかは、今後の議論の前提として決めておく必要があった。クラン自身の技術はもとより、皇族級宇宙戦艦の『朧ろう月げつ』の有無は戦いの成否を大きく左右する要素だからだ。

「ティア殿、ここからはどうする予定なのだ？」

　キリハは話をティアに向ける。尋たずねた事はキリハは既すでに知っている事なのだが、議論をする上で再度全員に周知しておきたい事だった。

「当初の予定では、味方との合流は星系外で行う予定じゃった。星系内ではクーデター軍に見付かり易いからのう。じゃがわらわ達には『朧ろう月げつ』があるのでもう少し大だい胆たんに動こうと思う。ルース」

「はい、殿下」

　ルースが自身の腕うで輪わを操作すると、孝太郎達が会議に使っているデスクの上に、学校の授業などで見慣れた太陽系とは違う、別の惑わく星せい系けいが表示された。中心に太陽があるのは同じだが、その周囲を回っている惑星の数は八つ。かつてはその内の一つにしか人は住んでいなかったが、今は八つ全すべてに人が住んでいる。この一つの恒星と八つの惑星で構成された惑星系は、フォルトーゼ星系と呼ばれていた。これこそがティア達の故郷、神聖フォルトーゼ銀河皇国だった。

「わたくし達の最初の目的地はここ。第六惑星『アライア』です」

　ルースの言葉と同時に、太陽から六番目に遠い惑星が拡大される。それは土星のような輪を持つ、青く美しい星だった。

「『アライア』？」

　その名を聞くと、晴はる海みは反射的にルースの方を見た。アライアの名は晴海にとっては特別な意味を持つ名前だった。

「はい。わたくし達たちの故郷であるフォルトーゼ星系は、元々生物が居住できる星は第三惑星のフォルトーゼ本星のみでした。残りは惑星改造で住めるようにしたのですが、その名前には歴史上の重要な人物の名前が使われているのです」

　第六惑星も当初は不毛の惑星であったのだが、他ほかに比べると環かん境きように恵まれていて、比ひ較かく的てき改造の難易度が低かった。だからこの第六惑星が最初に改造された。そして人が住めるようになった時点で、もっとも有名な皇帝であるアライアの名が与えられた。こうした経緯から分かるように、惑星『アライア』はフォルトーゼに本格的な宇宙時代が到来した事を象徴する惑星だった。

「………そうなんですか………途と方ほうもない話ですね………」

　地球では未来に起こる事が、フォルトーゼでは過去として語られている。晴海には驚くばかりであったし、恐おそらくはアライアも同じように感じるに違いないだろう。

「そしてこの惑星『アライア』はマスティル家の直ちよつ轄かつ領りようなので、今でもエルファリア陛下が高く支持されています。だからエルファリア派の拠きよ点てんもこの星にあるのです」

　フォルトーゼには七つの皇家があり、それぞれが改造した惑星を一つ直轄領として持っている。そして惑星の開発は皇家ごとに行われてきたので、皇家と住民達との繋つながりは深い。その為惑星『アライア』では、エルファリアが犯おかしたとされる犯罪が報道され始めても、彼女の支持率はほとんど低下していない。おかげでエルファリア派が行動しやすい星であり、秘密の拠点もこの星に作られていた。

「わたくし達はその拠点へ向かい、味方と合流したいのです」

　ティアとエルファリアは、味方が集めた情報を使ってヴァンダリオン卿の陰いん謀ぼうを暴あばこうとしている。その為には味方の最大の拠点へ行くのが一番だった。現時点ではエルファリア派の正式な拠点は多くが使えない状態にある。新たに用意された秘密の拠点の中では、惑星『アライア』のものが一番規模が大きい。また恒星から離れているので、地球から戻ったティア達がアクセスしやすいのも利点だった。

「しかしここで一つ大きな問題がある。それはどうやってクーデター軍に見付からずに地上へ降りるのか、という問題じゃ」

「『アライア』近きん傍ぼうの空域までは問題ありませんわ。わたくしの『朧ろう月げつ』の力で見付からずに接近する事が出来るでしょう。問題はそこから先ですわ。本星ではないにしろ、人が住んでいる星なので、皇国軍による防空システムが存在しておりますの。それに見付からずに地上へ降りるのは至難の業ですわ」

　幾いくら『朧ろう月げつ』でも全ての痕跡を消せる訳ではない。大気圏突とつ入にゆう時の発熱や発光は目立ち過ぎて隠しようがない。またゲートやワープによる空間歪曲の反応も、完全な隠いん蔽ぺいは難しい。我々が住む三次元の宇宙に拘こう束そくされないからこその重力子なので、それを使って空間を曲げた時の反応を隠蔽するのは困難なのだ。

　従って真正面から突破して大気圏に突入すると見付かってしまうし、ゲートやワープで地表へ向かうと、出発した地点と向かった地点を両方探知されてしまう。言葉にすると降りるだけなのだが、様々な困難があるのがこの時代における地表への降下だった。

「アニメとかだとさ、船に密航したり、列車に紛れ込んだりして国境を越えてたよね」

　珍しく真ま面じ目めに話を聞いていた早さ苗なえが、なけなしの知識を披露する。しかしその割には密航というアイデアは悪くはなかった。実際、ティアとルースがエルファリアを救出した時にはそうやってフォルトーゼの本星へ潜もぐり込んだのだ。

「以前なら可能じゃったが、今は流石さすがに警けい戒かいが強まっておるじゃろう。わらわ達は名目上は重犯罪者で、しかも宇宙戦せん艦かんを持っておる訳じゃからの。どうしても特別なやり方をせねばならんのじゃ」

　だが今は以前とは状況が変わってしまっている。公式にはティア達とエルファリア派は宇宙戦艦を乗り回すテロリスト扱あつかいなので、テロリスト対策のマニュアルに則り、各地の警戒が厳しくなってしまっていた。それでも六畳間の少女達の能力で何とかなるのかもしれないが、不確定要素が多過ぎるので、密航は最後の手段にしておきたいのが正直なところだった。

「ゆりかちゃん、全力でテレポートすると、どれぐらい飛べるのかしら？」

　ナナがゆりかに話を向ける。特別なやり方と言われて、ナナが真っ先に思い付いたのは魔ま法ほうによる突破だった。やはり元魔法少女だけあり、彼女は魔法を効果的に使って地上へ降りる事を考えた。瞬しゆん間かん移動の魔法はその第一候補だった。

「………そうですねぇ………移動しながらでは儀式化までは無理だからぁ………思い切り詠唱時間を長くしてぇ、沢山魔ま力りよくを使ってぇ………えーとぉ、十キロぐらいなら出来ると思いますぅ」

「十キロでは無理じゃの。最低でも百キロは必要じゃ」

　だが残念な事に、瞬間移動の魔法では大気圏の突破は難しいようだった。ゆりか単独で十キロなら、ナナと真ま希き、晴海が手伝っても数十キロ飛ぶのが精々だろう。また仮に可能であったとしても、減速という大問題が残っている。ただ地表にテレポートしただけでは直後に突入速度のまま地面に激げき突とつし、ゆりかの形をした大きな赤い染しみが出来上がるだけだ。加えて魔法であっても空間を曲げる事には変わりないので、探知されてしまう可能性は小規模ながら存在していた。

「………人間が科学の助けなしに十キロもワープできる事に、もう少し驚いた方がいいですわよ、ティアミリスさん」

「そうなってくるとおじ様の出番よね」

『うむ。儂わしなら普ふ通つうに降りられるだろう。何度かやった事がある』

　同じく魔法という意味なら、火か竜りゆう帝ていアルゥナイアが次の候補になるだろう。彼かれの場合はドラゴンの姿に戻れば大気圏に突入できる。空間を曲げる必要もないので、探知される心配もなかった。

『ただ、体重が大幅に増えるのは覚悟してくれ』

「仕方ない、今回は諦あきらめるわ。やっちゃって、おじ様」

「ワープ可能な人間、大気圏に突入できる生物………改めて聞くと滅茶苦茶ですわね」

「しかし殿下、アルゥナイア様のお背中を借りるとしても、目視やレーダーで発見されてしまう可能性は依い然ぜんとして存在しているかと思われますが」

　このルースの指し摘てきはもっともだった。アルゥナイアは二十メートルを超こえるので、大気圏に突入すると熱と光でかなり目立ってしまう。また単純なレーダーでも捕ほ捉そくされてしまう可能性が高かった。

「うぅむ、問題じゃな」

「その問題に関しては、これを利用するといいだろう」

　キリハが表示されたままになっているフォルトーゼ星系の立体映像を指し示す。そこには青く輝く惑星『アライア』と、それを取り巻くリングが映し出されていた。










　惑星『アライア』は太陽系の土星と同じようなリングを持つ。リングを形成しているのは僅わずかに塵が混じった氷ひよう塊かいで、これも土星と同じようなものだった。この氷塊は時折リングから弾はじき出されて『アライア』に落ちる事がある。キリハはそうした氷塊に紛まぎれて地表に降りようと考えていた。だがこの方法には大きな障害がある。それは『アライア』を氷塊落下の被ひ害がいから守る為の仕組みが存在している事だった。

　氷塊は殆ほとんどのものが大気圏に突入した直後に燃え尽きる。元々が塵が混じった氷塊なので、突入時に大気との接せつ触しよくで生じた熱であっという間に溶けて塵だけになり、焼き尽くされてしまうのだ。だが一定よりも大きいサイズの氷塊であった場合、燃え尽きる前に地上へ辿り着いてしまい、大きな被害が出る。そこで『アライア』の軌き道どう上には、一定以上の大きさの氷塊を事前に発見し、レーザー砲ほうで砲ほう撃げきして無害化する人工衛星が数多く設置されていた。だからただ氷塊に混じって『アライア』へ向かっても、レーザー砲に砲撃されてしまう恐れがあるのだ。それを避ける為の工夫が必要だった。

　クランとキリハが考え出した防空システム突破の手段は、小型の宇宙船をレーダー波を吸収する塗料でコーティングするというものだった。そうしても宇宙船の形がステルス向けではないので、完全にレーダーに映らなくはならない。だが大きさを小さく見せる事は出来る。氷塊に紛れて落ちていくので、完全に消える必要はないのだ。後は動力を切ったまま『アライア』の引力に引かれて氷塊と一いつ緒しよに落ちていけば、軍の防空網もすり抜けられる。そして大気圏への突入が始まったところで、アルゥナイアが魔力で宇宙船を高熱から守り、地表へ送り届ける。移動が星の引力任せなので多少時間がかかってしまうが、これが一番可能性が高い降下方法だった。

　降下に使う宇宙船は、埴はに輪わ達たちの重じゆう戦せん闘とうモジュール『オオヒメ』を利用する事になった。この『オオヒメ』は埴輪達の追加装備なので、彼らが行ける場所には全て行けるように作られているのだ。もちろん宇宙や水中などの専用機には及ばないが、何が起こるか分からない状じよう況きようでは『オオヒメ』の順応性の高さは大きな武器だった。










　降下の主役が自分達である事もあって、カラマとコラマは率先して『オオヒメ』の改造を手伝っていた。改造といっても外側にカバーを付けて氷塊に見せかけ、レーダー波を吸収する塗料を塗るだけだったのだが。

『コラーッ！　右う舷げん塗料薄いホー！　何やってるホー！』

「すいませんすいませんっ、すぐ塗り直しますぅ！」

『流石晴海ちゃんだホ。左舷は仕上げが丁寧だホ』

「お褒ほめに預かり光栄です」

『右舷も晴海ちゃんにやって貰もらいたいホー』

「塗ってますぅ、ちゃんと塗ってますぅ！」

　そうして着々と進む作業を、ティアはぼんやりと見つめていた。その目は確かに改造が進む『オオヒメ』に向けられていた。だが、その心はそこには向けられていない。もっとずっと向こう、遥はるかな未来に向けられていた。

　―――結局、わらわに出来る事は戦うだけか………何も成長しておらぬの………。
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　一番最初に地球へ向かった時、ティアは原住民を力ちから尽ずくで黙だまらせ、六畳間の支配権を得るつもりでいた。だがそれに失敗し、長い時間を経て成長した結果、ティアはそれが間違いであったと考えるようになった。にもかかわらず、フォルトーゼへ帰き還かんしようとしている彼女がやっている事は戦いの準備。だから仕方がないとは思いつつも、自分が成長していないように感じてしまうのだった。

　―――しかも今度はルースだけでなく、多くの大切な者達を巻き込んで………わらわは決定的に、指導者としての資質を欠いているのかもしれぬの………。

　ルースはフォルトーゼの生まれで、騎士という立場的にも共に戦う道理がある。だが他の仲間達はそうではない。全員がティアの要よう請せいに応じてこの場所にいる。彼かの女じよ達たちが特別な力を持っていても、友達を無関係の戦いに引き込んだ事実は変わらない。もちろん彼女達は無関係ではないと言ってくれているが、ティアの気持ちは晴れなかった。

「ていっ」

　ゴンッ

　その時、悩めるティアの頭に激痛が走った。

「きゃうぅぅっ!?　なっ、何をするのじゃっ!?」

　かなり痛かったので、ティアは涙目で抗議する。見上げた先には、拳こぶしを振ふり抜ぬいたばかりの孝太郎の姿があった。

「何って、殴なぐっただけだろ」

「そんな事は訊きいておらん！　何故なぜ殴ったのかを訊いておるのじゃ！」

「理由はない」

「理由もなしに殴るな！」

「正確にはお前がティアだからだろう」

　誰だれもがティアの気持ちは理解している。みんな自分のトラブルの時には、少なからず感じた事なのだ。友達を危険な目に遭わせて喜ぶような者はここにはいない。だが気にするなと言葉で伝えても、なかなか伝わらない。そこで少女達は孝太郎を差し向けた。ティアと言葉ではないコミュニケーションが可能なのは、孝太郎だけだったから。

「お前がティアだから、理由がなくても殴るんだ」

「だったらぁっ、わらわも殴ってよいという事になるのうっ!!」

　ドスッ

　ティアの拳が孝太郎の腹に叩たたき込まれる。ティアの見た目は華きや奢しやなのだが、全身の筋肉を綺き麗れいに連携させて生み出されたその一いち撃げきは重い。思わず孝太郎は息が詰つまった。

「うぐっ」

「そなたはわらわとルースのコータローなのじゃからなっ!!」

「ちゃっ、ちゃんと分かってるじゃないかっ、ティアッ！」

「甘あまいわっ！　何度も殴られるアホじゃと思うたかっ！」

　そのまま孝太郎とティアは殴り合いを始めた。だがその攻こう防ぼうの流れで相手の攻こう撃げきを封じる必要性が生じ、幾らもしないうちに戦いは関かん節せつ技わざへと移行していった。

「こっ、このっ、馬ば鹿か力ぢから、だしおってぇぇぇっ!!」

「いま、の、顔をっ、国民が見たらっ、がっかり、するぞぉぉぉっ!!」

　ティアは素す早ばやく孝太郎の背中に回り込むと、その細い腕を首に回して締め始める。孝太郎はそうはさせじと力任せにティアを引ひき剥はがそうとする。技ではティアが、力では孝太郎が優すぐれているので、戦いは一進一退の様相を呈していた。

　―――じゃが………コータローは何故このような事をしたのじゃろう………？

　技をかける側なので、ティアには若じやつ干かんの余よ裕ゆうがあった。だから身体では容よう赦しやなく孝太郎を攻め立てながら、頭の中では孝太郎の行動の意味を考えていた。

　慰なぐさめる為なのは間違いないだろう。暗い顔をしている人間に暴力を振るって、それどころではない状況にするのは、孝太郎がよくやる事なのだ。だがティアには、今回に限ってはそうではないように思えるのだ。

　―――コータローは『ちゃんと分かっているじゃないか』と言うた。つまりそこがコータローの意図なのじゃろう。

　今回の孝太郎の行動には、普ふ段だんのそれよりももう一歩だけ踏み込んだ意図が込められている。ティアは孝太郎の言動からそれを感じ取っていた。

　―――わらわが『ティア』じゃから、あやつが『コータロー』じゃから。それを分からせる為に、分かっているならそれを思い出させる為に、あやつはわらわを殴った。ということは、つまり………。

　そして二人が戦い始めてから数分が経過しようという頃。ティアはようやく孝太郎が何を伝えようとしているのか、その答えに辿り着いた。

「………ん？　どうした、ティア？」

　唐とう突とつにティアの腕の力が緩ゆるんだ。これまで彼女の腕を引き剥がそうと躍起になっていた孝太郎だが、理由もなく腕の力が緩んだ事を不思議に思い、自らも腕の力を緩めて真横にある彼女の顔に目をやった。

「………どうも、せん………」

　ティアは泣いていた。攻撃の為の力は緩んでいたから、今のティアは孝太郎の首に腕を回し、しがみつくようにして泣いているだけだった。

「そうか………」

　孝太郎はそんなティアの頭に手を乗せ、ぽんぽんと軽く二、三度叩いた。言葉は必要ない。伝えたい事は伝わったようだったから。

「………ただ………思い出したのじゃ………」

　ティアは再び腕の力を強めた。だがこの力は先程までのそれとは違う。ただ、お互たがいの距きよ離りを縮める為の力だった。

「………そなたにとって………こうしてわらわに痛めつけられる事など、どうという事もないのじゃ、とな………」

　ティアがティアである限り、孝太郎は殴られようが締められようが構わない。逆もそうだ。孝太郎が孝太郎である限り、ティアは殴られようが締められようが構わない。お互いにそういう事が出来る相手―――同じ様な趣しゆ味みを持ち、そして甘えていい相手なのだ。ティアは今、その事を強く意識していた。

「………」

　孝太郎は黙ったまま、再びティアの頭を軽く叩いた。やはり言葉は使わなかった。

「………このままわらわと共に行けば、そなたは傷付くばかりじゃ。そなたらは構わないと言うてくれていたが、わらわはそれが嫌じゃった………」

「………」

「………わらわがそなたらの好意に甘えてしまう事で、そなたらが傷付くのが嫌だったのじゃ………」

「………」

　孝太郎はここでまたティアの頭を叩いた。だが今度は叩いた後に、手をティアの頭に乗せたままにする。そして軽く左右に動かして、ティアの頭を撫でてやった。

「………じゃが、甘えてもよいのじゃな………なにしろそなたは………わらわに痛めつけられる事など、どうという事もないのじゃから………」

「………」

　孝太郎はそのまま、無言でティアの頭を撫で続けた。それで孝太郎の気持ちが伝わったのだろう、ティアは抱き付く力を更に強めた。そうしてティアが答えに辿り着いた事を確認してようやく、孝太郎はまともな言葉を口にした。

「お前だって、ずっとそう思っていたんだろう？　誰のトラブルに巻き込まれた時も、自分が傷付く事なんてどうでもいいって」

「………」

　代わりに今度はティアが沈黙する。だがこれは正確には、沈黙したというよりも嗚お咽えつのせいで言葉が出なくなったという方が正しい。だから彼女は何とか自分の意思を伝えようと、孝太郎にしがみ付く力を強めた。

「俺には………傷付くかどうかよりも、大切にしたい事があるよ。みんなもきっとそう思ってる。………お前がそう思ってくれていたようにな」

「………」

　やがてティアは孝太郎の肩に顔を押おし付つけるようにして泣き始めた。おかげでティアの泣き声は小さく、誰も彼女が泣いている事には気付かなかった。ティアの泣き声を一身に引き受けている、孝太郎を除いては。

「だが、お前は優しい奴やつだ。俺達がそう思っていても、すぐにまた辛くなるだろう」

「………うん………」

「そんな時は俺に殴られに来い。そうしたら、今みたいに思い出すだろう。お前自身も、そう考えて戦った事を」

　ティアは泣き続けた。答えは出たが、葛かつ藤とうは消えていない。彼女もやはり迷える一人の人間であるから、それは仕方のない事なのだろう。

「………わらわも、なぐっていいか………？」

「ばーか、そんなの当たり前だろ」

「………うん………」

　そんなやり取りを最後に、二人の話は終わった。それから孝太郎はティアの頭を撫でてやりながら、彼女が泣き止むのを待った。だが、なかなかその時は訪れない。ティアが泣き止んだのは、たっぷり一時間ほど経たった頃の事だった。

「………なぁ、ティア」

　孝太郎はティアが泣き止んだのを感じ取ると、再び口を開いた。実は彼女に頼みたい事があったのだ。

「………なんじゃ、コータロー………」

　ティアの声は穏おだやかで優しく、とろけるように甘い。それは彼女が滅めつ多たに発する事がない、特別な声。本当に心を許した相手に甘える時の声だった。

「さっきの続きで、本気で首を絞めてくれないか？　このままみんなのところに戻もどるのは恥ずかしい」

　孝太郎とティアが二人でいる事はみんなが知っている。この一時間ほどの間に、時々少女達の心配そうな視線が二人を撫でていく事があったから。当然、どういう話をしているのかも分かっているだろう。だから孝太郎は最後に話が脱だつ線せんして、喧嘩になって終わった事にしたいのだ。それは年頃の少年特有の悩なやみだった。

「仕方ない奴じゃのう………じゃが、言われてみればわらわも同感じゃ」

「そうだろ？」

「わらわとそなたは過激な関係であるという事にしておきたい」

　今しばらくは。

　ティアの言葉はそう続く筈はずだった。だがティアはあえてそれを言わなかった。それは年頃の少女らしい意地だった。そしてその代わりに、彼女は自らの唇を孝太郎の頬ほおに押し当てた。孝太郎に気付かれないように、優しくそっと。それはティア自身の為の、誓いの儀式だった。

「ではゆくぞ。用意はいいか？」

「待った待った、さっきどうだったっけ」

「右手は掴んでおったぞ」

「そうだったそうだった」

　そして二人は再び戦い始めた。その戦いは普段と同じく激しいものであったが、それは見た目だけの話だ。二人を見守る少女達はその事に気付いているが、指摘するつもりはない。彼女達はそうすれば全てが丸く収まるという事にも、気付いているのだった。










　埴輪達の奮闘もあって、孝太郎達が惑星『アライア』を取り巻くリングに到とう着ちやくする頃には、『オオヒメ』の準備は済んでいた。またこの場所でエルファリア派の連れん絡らく員いんとの合流にも成功、地上やフォルトーゼ本星の話を聞く事が出来た。

「………という状況ですので、殿下のお考えと同じく、我々も密航は避さけた方が良いと考えております。以前とは警備体制が大きく変わっておりまして、我々の方でも今はまだ綻ほころびを探しているところなのです」

「結局、密航する場合は終始綱つな渡わたりとなるわけじゃな。それではどこかで破綻するじゃろうのう」

「ですから我々としましては、氷塊に紛れて降下という作戦に賛同致いたします」

「あい分かった。下の者達には出迎えを頼たのむと伝えてくれ」

「承知致しました」

　連絡員の話によると、やはりフォルトーゼ全体はややクーデター軍が有利な状態にあった。クーデター軍の影えい響きよう下にあるメディアがひたすらエルファリアを叩き続けたので、それ以外のメディアが賛否両論であっても、全体としてはメディアはエルファリアが悪事を働いたという論調になってしまっている。国民の感情もそれに引きずられる格好で、元の支持率の高さによって辛かろうじて賛否両論の状態を保っていた。だがこのままではいずれ国民感情はメディアの論調に呑み込まれる。素早い対応を必要としていた。

　幸いだったのは、そういう状況にあっても惑星『アライア』の領民達はエルファリア支持を崩くずさなかった事だ。フォルトーゼでは歴史的な経緯から、マスティル家は代々高い支持を誇ほこるのだが、惑星『アライア』の開拓で苦労を共にしてきた今の領民達は特にその傾けい向こうが強い。おかげでクーデター軍の影響下にあるメディアが何を言おうと、惑星『アライア』に限っては世論が微動だにしなかった。そしてその事が、エルファリア派の活動を支えてくれていた。

　その事はクーデター軍もよく分かっている。クーデター軍としては、ティア達の『アライア』入りは何としても阻そ止ししたかった。国を追われた皇こう帝ていと皇女が、白銀の姫の名を冠した星に舞い戻ったなど、国民が好みそうな話だからだ。だから警備体制は通常より強化され、人の出入りは厳しく管理されている。その為エルファリア派としては、密航よりも氷塊に紛れての入国を推すい奨しようしていたのだった。

「それでは陛下、殿下、旅の御無事をお祈いのりしております」

「ありがとう」

「失礼致します」

　連絡員はティア達に対する報告を終えると、早々に『青騎き士し』のブリッジを後にした。彼の役目はティア達に情報を届けるだけでなく、ティア達の情報を味方に伝える事まで含ふくんでいる。あまりのんびりとはしていられないのだ。

「………皇女殿下がありがとうって………ふふふ………」

「あ、きたきた、おじちゃーん！」

「みんなのおてがみあつめてきたよー！」

「それとこれがやくそくのこうじょでんかなまじゃしんー」

「任せろ、必ず届ける。その代わり―――」

「うん、もっとどんどんしゃしんとっとく。だからつぎもおねがいねー！」

「約束だぞ」

　そして更さらにもう一つ、彼には大切な仕事があった。それはずっと『青騎士』に乗ったままになっている一部のエルファリア派の人々が、フォルトーゼにいる家族や友人にあてた手紙やメッセージを送り届ける事。任務に比べると些さ細さいな仕事に思えるかもしれないが、エルファリア派の人々にとってはこれが故郷との唯ゆい一いつの繋がり。無視してはならない、重要な仕事だった。










　丁度同じ頃、フォルトーゼ本星の軍事基地にいるヴァンダリオン卿きようもまた、艦かん隊たい司令から報告を受けていた。簡単な報告なら超ちよう空くう間かん通信で既に受け取っていたが、到とう底てい納なつ得とくできない内容が列挙されていたので、艦隊がフォルトーゼ星系に戻った段階で改めて艦隊司令から報告を受ける事になっていたのだ。

「………サトミ騎き士し団だんだと？　聞いた事のない名だな」

「敵の指揮官の言葉を信じるなら、ティアミリス殿下により承しよう認にんされた新設の騎士団のようですが」

「この際、名前の事はいい。その強さに関しては、間ま違ちがいないのだな？」

「はい。四十五名の特とく殊しゆ部隊が、たった九人を相手に手も足も出ませんでした」

　ヴァンダリオン卿が抱かかえていた最初の疑問は、敵の数とその強さだった。たった九名の少年少女に、ベテランの特殊部隊四十五名が倒たおされたと報告されれば誰だって混乱するだろう。しかも敵の装備は既に知られている物や時代遅れのものばかり。一番酷ひどい報告はエプロン姿の素す手での少女に、十数名が薙なぎ倒たおされたというものだった。

「最精鋭の特殊部隊が苦も無くか………情けない話だ」

「ヴァンダリオン様、兵達を責めるのは酷でありましょう。死傷者がゼロであった訳ですから、実際の強さは遥はるかに上ではないかと思われます」

「グラナード………ふむ………確かにそうか。地球という星の方に、何らかの特殊性があるのかもしれんな」

　だが艦隊司令の報告と資料映像等から、それが事実である事は明らかだった。そしてどうやら敵が異常であるという事も。当初は困こん惑わくしていたヴァンダリオン卿だが、今ではそれを現実として受け入れつつあった。妙みような言い訳で敵の強さを無視するのは愚おろか者ものの行動だ。それぐらいなら敵の強さを認めて、過か剰じような戦力で当たる方がいい。ヴァンダリオン卿にはそれを受け入れるだけの度量がある。もっとも彼にそう考える余裕を与えるほどの、圧あつ倒とう的てきな戦力差も存在していたのだが。

「では、軌道上で『青騎士』を取とり逃にがしたのは何故なぜだ？」

　ヴァンダリオン卿にとって、むしろ問題が大きいのは宇宙で起きた事の方だった。個人がどれだけ強かろうとも、宇宙船同士の戦いには影響がない。そして宇宙船同士の戦いで勝てるなら、個人の強さなど何の意味もないのだから。

「我々は『青騎士』がステルス状態にある時のデータを持っておりますから、それを利用して追つい跡せきを行いました」

　宇宙戦艦の『青騎士』には、敵のレーダーに捕つかまらないように痕こん跡せきを消す―――いわゆるステルスの機能が備わっている。だがそれは完全なものではなく、特定の電磁波や重力波が僅かに漏れてしまっていた。だからその漏れ出ている痕跡の正確なデータを持っていれば、ステルス機能を使われても追い続ける事が可能だった。

「しかし………どのタイミングなのかは分からないのですが、いつの間にか『青騎士』はダミーと入いれ替かわってしまっていて、我々はダミーの方を追跡させられていたのです。その隙すきに『青騎士』は反対側へ逃とう走そう、空間歪わい曲きよく航法に入ってしまいました」

　軌道上から離り脱だつする段階で『青騎士』はステルス機能を使用した。だが艦隊はステルス機能を使用している時の『青騎士』のデータを持っていたので、そのまま追跡する事が出来た。奇き妙みようだったのはその先だった。彼らが『青騎士』だと思って追っていたものはいつの間にか通信用のポッドに入れ替わっており、本物の『青騎士』は反対方向から脱だつ出しゆつしてしまったのだ。

　これは艦隊が『朧ろう月げつ』の存在を知らない為に起こった出来事だった。『青騎士』だけでなく『朧ろう月げつ』独自のステルス技術まで併へい用ようされてしまっては、流石に『青騎士』を追跡するのは不可能。だから彼らを責めるのは酷というものなのだが、彼らはそれを知らないのでひたすら詫わびるしかない状況にあった。

「………厄やつ介かいだな」

　案の定、ヴァンダリオン卿は表情が厳しくなる。それを見た提てい督とくは、自分が降格を含む処分を受けるであろう事を予感した。それぐらい厳しい表情だったのだ。

「予想より遥かに手て強ごわいようですな、エルファリア陛下は………」

　グラナード長官も同じだった。彼の場合は状況から相手の技術を推し量る事が出来るので、明確な危機感を覚えていた。彼はこの時、開発段階の新技術を投入する事まで視野に入れ始めていた。

「確かにそういう事もあるが、厄介なのは別の事だ」

「と、申しますと？」

「厄介なのはあの小こ僧ぞう―――ＤＫＩの御おん曹ぞう司しだ」

「エゥレクシスですか」

「読み違えた。あいつはこうなると分かっていて我々に情報を提供したんだ。自分をより高く売り付けようとしてな」

「では、ＤＫＩには既すでに対策があると？」

「そういう事だ。だから地上と宇宙、双そう方ほうで負けるように仕向けた。忌々しい限りだが、これでは向こうの言い値で手を組まざるを得ん」

　放っておけば艦隊は宇宙だけで敗北しただろう。しかしエゥレクシスが地上戦の方がマシだという情報を与えたからこそ、地上と宇宙双方で敗北した。相手の実力を知っていて情報を送ったのなら、それが意味するところは一つ。

「『もう分かっただろう、奴らに勝つ為には我々と組む以外にないぞ』―――あの小僧はそう言っているんだ」

　恐らく、エルファリアを倒すだけならそう難しくはないだろう。多くの犠牲を払はらうつもりがあれば、それは可能な事だ。だがそれを見た国民は何を思うだろう？　それを考えると、その後の統治に支障を来きたす事は明白だった。解決策は、少数の戦力で早期にエルファリアを見付け出し、一気に解決する事だ。そしてそれをする為にはエゥレクシスの力がいる。勝てないと分かっていて情報を送ってきた、エゥレクシスの力が。

「とはいえ………口で言っても我々は理解しなかったでしょうな」

「そうなのだグラナード。そこが一番腹立たしいところなのだっ!!」

　ガンッ

　ヴァンダリオン卿は忌々しそうにデスクを殴り付けた。その太鼓のような大きな音と、彼自身の激しい声が、彼らがいる基地の作戦指令室に響ひびき渡る。そのあまりの迫はく力りよくに、司令室にいる者達たちは思わず動きを止め、ヴァンダリオン卿にその目を向けた。

「小僧、今は貴様が先んじている事は認めよう！　その力が必要であるという事も！　だがいつまでもそのままでいられると思うなよ！　俺おれはマーズウェル・ディオラ・ヴァンダリオン！　フォルトーゼの支配者になる男だっ!!」

　こうしてヴァンダリオン卿はエゥレクシスと手を組む事に決めた。プライドが高いヴァンダリオン卿だから、それは熱した鉄の塊を呑み込むような辛つらい決断だった。だが彼は大きな目的を果たす為に自己が支払うべき代だい償しようを理解している。あらゆる代償を厭いとわず、万物の頂点に立とうという生まれついての覇は王おう、それがマーズウェル・ディオラ・ヴァンダリオンという男なのだった。










　孝太郎達が惑星『アライア』へ向けて出発したのは、連絡員が帰ったしばらく後の事だった。これは連絡員の出発と時間差を付けたいという事情もあったのだが、単純に利用可能な氷塊を見みつ繕くろうのに時間がかかった為だ。『オオヒメ』を隠かくす為には、防空システムからレーザー砲撃されない範はん囲い内ないで、最大サイズの氷塊が幾つか必要になる。でなければ氷塊が砲撃を受け『オオヒメ』が巻き込まれてしまう可能性があるからだ。

　氷塊を確保した孝太郎達は、それらと一緒に『アライア』へ向かった。時間的には連絡員の出発から遅れる事半日ほど。到着はそれから更に二日ほど先になる予定だった。『朧ろう月げつ』でぎりぎりまで接近しても、隕石のふりをして落ちていくとそれくらいかかってしまうのだ。だが時間がかかる反面、仕事は殆どない。探知されないように動力を絞っているからだ。おかげで孝太郎達は『オオヒメ』の中で長い待機を強いられていた。

「やっぱり畳たたみがあると落ち着くわねー」

「ふっふっふ、早苗ちゃんの頭脳に感謝するのです」

「えらいえらい」

「えっへん」

　静しず香かはふんぞり返る早苗の頭を撫でる。今彼女達がいるのは『オオヒメ』の後部にある居住区画。本来小型の戦闘艇である『オオヒメ』には居住区画は存在していないが、後部に用途に合わせて装備を変更できる区画が存在している。今はそこに取り付けられていた一部の武装が外され、代わりに居住区画が取り付けられていた。とはいえ急作りなのでとても殺風景だったから、早苗が勝手に畳を敷しいてそれらしく仕立てた訳なのだった。

「あとは押入れさえあったらぁ、一〇六号室とおんなじでしたねぇ」

「あのロッカーで我が慢まんするのじゃ」

「立ったまま寝ねるのって大変なんですよぉ」

　居住区画の広さは丁度一〇六号室と同程度で、大きな部屋が一つに風ふ呂ろ、洗面所、トイレ、キッチンと一通り揃そろっている。大半が女の子という事もあって、その辺りの装備は自然と充じゆう実じつしていた。

「皆みな様さま、お茶が入りましたよ」

「お菓か子しも用意してある」

　そうした状態にあるので、幸か不幸か孝太郎達は普段通りの生活をしている。今はルースとキリハがお茶を淹いれたところ。少女達は部屋の真ん中に置かれているちゃぶ台のところへ集まってきていた。

「マキ、わたくしの湯呑みを取って下さいませんこと？」

「はい、こちらをどうぞ」

「ありがとう、助かりましたわ」

　人数に比して場所は狭いのだが、少女達は日ひ頃ごろから慣れ親しんだ連携でお茶とお菓子を分け合っていく。危険な旅の途と中ちゆうと分かってはいるのだが、こうしていると少女達は張り詰めていた神経が休まる。出自や能力はともかく、本質的には普通の少女ばかりなので、むしろこうした時間はプラスに働いているといってよかった。

「あれ、桜さくら庭ば先せん輩ぱいは？」

　孝太郎も少女達と一緒にお茶とお菓子にありついたところだったのだが、ここで晴海の姿が見えない事に気付いた。

『さっき廊下ですれ違ったホー』

『コックピットの方に行ったホー。お風呂じゃないホー』

「そうか。ちょっと呼んで来るよ」

　このままでは晴海の為のお茶が冷め、お菓子は食べ尽くされてしまう。孝太郎はルースとキリハにお茶とお菓子を託すと、コックピットへ向かった。










　コックピットから見る星空は、とても鮮やかだった。空気が存在していないので、星の光が瞬またたく事がないのだ。それはまるで写真を見ているかのようで、晴海にはほんの少しだけ勿もつ体たいないように感じられていた。それが真の姿である事は重々分かっていたから、自分の勝手な感じ方に思わず苦く笑しようしてしまう晴海だった。

「何を一人で笑っているんですか、桜庭先輩」

「里見君………ふふふ、実は星が瞬かないから、勿体ないなって………」

「確かに、はっきりし過ぎてロマンがありませんよね」

　孝太郎は晴海の隣となりに立ち、一緒に外の様子を眺める。確かに晴海の言う通りで、キラキラせず一定の光を放っている星は、孝太郎にも何だか勿体なく感じられていた。

「時には曖昧な方が、美しく見えるという良い例ですね」

「桜庭先輩も後二十年もしたら、小じわに悩むようになりますよ」

「んもうっ、里見君ったら………」

「その時はじっと見ないようにします」

「平気です。魔ま法ほうで若返る事にしますから」

「みんなが抗こう議ぎしますよ、自分もやってくれって」

「じゃあ、やってさしあげます。ふふふふっ」

「あははははっ」

　ここは地球から一千万光年の彼方かなた。場所も宇宙で、しかも宇宙船に乗っている。それでも二人はまるで編み物研究会でそうしているかのように笑い合っていた。ずっと二人きりで研究会の活動をしてきたので、どこであろうと二人だけになれば自然とそういう空気になるのだった。

「桜庭先輩ってロマンチストですよね」

「自覚はあります。でも男の子に比べれば、女の子は誰でもロマンチストなんじゃないでしょうか」

「それは………俺に文句を言っていますか？」

「はい、ちょっとだけ。ふふっ」

　晴海には物の道理を重んじる孝太郎をもどかしく思う時があった。もっと柔じゆう軟なんな対応をして、時にはロマンを重んじたりした方が得は多い筈はずなのだ。しかしその一方で、それが出来ないところが孝太郎の魅み力りよくでもある。それで結局、差し引きしてちょっとだけ不満、という事になるのだった。

「ただ、ロマンという点ではティアミリスさんには敵かなわないかもしれませんけど」

「あいつの場合は筋金入りだからなぁ………」

「ロマン―――青騎士への憧あこがれを追求した結果、里見君を本物の青騎士にしてしまったぐらいですもんね？」

「ややこしい話ですね、実際」

「私は結局、地球生まれの普ふ通つうの女の子の部分がブレーキをかけて、ロマンに飛び込み切れないところがあるというか」

「はははっ、それはいかにも桜庭先輩らしいですね」

　孝太郎は楽しそうに笑い出した。晴海の中の真ま面じ目めで常識的な部分が、ぎりぎりのところで特別な何かを期待したり信じる事を妨さまたげているというのは、いかにも彼女らしい部分だった。

「ふふ………でも………今は不思議と………夢みたいなものを感じています。どうやら私もちゃんと、女の子だったみたいです」

　晴海は孝太郎に軽く微笑みかけると、視線を再び外へ向ける。同じ研究会に所属している後輩の男の子と楽しいお喋しやべり。大好きな相手なので心が躍る。しかしそうしながらコックピットの外に広がる光景を眺ながめていると、そこにほんの少しだけ別の感情が混じるのを感じていた。

「夢みたいな事？　それはどういう事なんですか？」

「初めて見る星なのに、不思議と懐かしい気がするんです」

　窓の外に広がる大宇宙。そこに輝く星々。それは晴海が初めて見るものの筈なのに、なんとなく見覚えがあるような気がしていた。まるで故郷の星空をしばらくぶりに見上げたかのような。そして孝太郎と一いつ緒しよに、そうした事があったかのような。

「そんな筈はないのに………ふふふ」

「それはきっと………」

「はい、そう思います。私はこの星空を見るのは初めてですから………」

　晴海の中にはある少女の記憶が眠っている。それは晴海がその少女から重要な役目を引き継ぐ時に、一緒に受け継いだものだった。この場所はフォルトーゼ本星から離はなれた場所にあるが、大半の星は見え方に違いはない。今目の前に広がっている星々は、その少女の記憶の中にあるものと同じだった。

「ちゃんと分かってるんです。これは自分の記憶ではないと。実際に自分が感じた事ではないと。でも………その想おもい出での中にある気持ちが、ここにいる私の気持ちとよく似ているから………心が勝手に感じてしまうんです。懐かしいって………」

　こうして二人で星々を眺めていると、晴海の胸に蘇よみがえってくる想いがあった。それは遠い昔に、やはり二人でフォルトーゼの星空を見上げた時の事だった。

「そして想い出すんです。あの時に聞いた言葉を。伝えられなかった想いを………」

　大好きだという明確な想いを抱えながらそれを伝えられず、引き留める事もかなわなかった、切ない想い。こうして星空を見ているとその想いが少しずつ膨らんでいき、やがて懐かしさを上回り始める。晴海の瞳ひとみには涙なみだが滲み、瞬かない筈の星々がきらきらと輝かがやき始めていた。

「………あなた様はあの時、こう仰いましたね………」

　そうした想いに身を任せていると、ある言葉が心の奥底から浮うかび上あがってくる。彼女はそれに抵てい抗こうする事なく、ごく自然にその言葉を口にした。

「………『私はあの空の向こう、星々の世界からやってきました』………と………」

　帰るべき場所がある。果たすべき約束がある。道理を重んじる騎士の中の騎士であれば、引き留める事は出来ない。この言葉ゆえに、彼女は諦あきらめねばならなかった。彼女にとって、忘れようにも忘れられない、特別な言葉だった。

「………わたくしにはただ待つしかありませんでした。あなた様がフォルトーゼにお戻りになられる日を………こうして再び二人で、星空を見上げる日を………」

　いつのまにか、彼女の髪かみは銀色に輝いていた。その瞳の色も澄すんだ青に変化している。そして瞳を濡らしていた涙が遂ついに溢れ始め、透き通るように白い頬を伝う。

「まさか………」

　孝太郎は思わず絶句する。すっかり混乱させられていた。目の前の少女は間違いなく晴海である筈だった。今もそのように感じている。だが、そこから同時に別の人間の気配を感じるのだ。

「………お帰りなさいませ、コータロー様………わたくしはコータロー様がこうしてフォルトーゼへお戻りになられる日を、ずっと待っておりました………」

　銀色に輝く美しい髪、健やかな光を放つ青い瞳、柔らかく落ち着きのある立ち方、常に優やさしげな振る舞い。着ている服こそ違えど、それは孝太郎の想い出の中にいる少女そのものだった。

「桜庭先輩………それとも、陛下………そこにおられるのは陛下なのですか？」

　孝太郎には判別がつかなかった。目の前の少女が晴海であるのか、それとも別の誰だれかであるのか。目の前の少女には、立ち方や振る舞いなど、二人に共通する要素があまりに多い。孝太郎が明確な違いを見出せるのは、髪と瞳の色だけだった。

「さぁ………わたくしにもよく分かりません。ここにいるのは晴海なのか、それともアライアなのか………もしかしたら両方なのかもしれません。わたくし達には、たった一つだけ区別できない、区別する必要がないものがありますから………」

　晴海の中には、アライアという少女の記憶が眠っている。それは晴海が演劇の時に作り上げた『アライア皇女』の役のイメージに上書きされていた。だから晴海はアライアの記憶に混乱させられる事はない。晴海は晴海、アライアはアライア、そこには明確な線引きが存在していた。
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　だがそんな彼女にも一つだけ例外が存在していた。生まれも育ちも違い、全く違う人生を歩む二人であるにもかかわらず、その一つだけがまるで同じ型から抜ぬいたかのように同じ形、同じ大きさをしている。それはある一人の男性へ向けられた想い。だからその感情が最高に高まった時にだけ、例外的に二つの記憶や人格が一いつ致ちして区別が出来なくなる。だから今この場所に立っているのは、晴海でもあり、アライアでもある。孝太郎一人と向かい合っている今この瞬しゆん間かんに限っては、その区別は必要ないのだった。

「ふふ………本当によくお戻り下さいました、コータロー様………きっとシャルルも喜んでいる事でしょう」

「………へ、陛下、私は………俺は………!!」

　二人共、言いたい事は沢山あった。もしもう一度会えたなら、今度こそ伝えよう。そうやって胸の中で思おもい描えがいていた言葉は数え切れない。しかしいざこうして向かい合ってしまうと、用意してあった言葉が一つも出てきてくれない。あまりに急過ぎた。あまりに伝えたい事が多過ぎた。二人はそこでただ、見つめ合う事しかできなかった。

『おーい、孝太郎ー！　晴海ー！　早く来ないとお菓子がなくなるよー！』

「あっ………」

　そして終わりも突とつ然ぜん訪おとずれた。居住区画の方から早苗の声が聞こえてきた瞬間、晴海とアライアの感情の一致が大きく乱れた。すると髪の輝きが薄れ、瞳の色も本来の色に戻っていく。ほんの数秒後には、彼女はいつもの晴海に戻ってしまっていた。

「………桜庭先輩、ですよね？」

「うん………」

　晴海は申し訳なさそうに頷くと、孝太郎に向かって深々と頭を下げた。本当に申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

「………ごめんなさい、里見君。もう少しアライア様のままでいられれば良かったんだけど………気持ちが乱れてしまって………」

　晴海とアライアが無理なく一致するのは、条件が整った時だけの例外中の例外だ。晴海が意図してコントロールするのは困難だった。孝太郎はそういう事情まで正しく理解していた訳ではなかったが、詫びる晴海に対して首を横に振ふった。

「いいんですよ。桜庭先輩はあくまで桜庭先輩です。無理にアライア陛下になろうとしなくて構わないんです。きっと、陛下もそこまでは望んでおられないでしょう」

　アライアの意図は明らかだ。晴海に役目を引き継ぎつつも、あくまで晴海の人生を歩ませようとしている。可能だからといって、晴海にアライアになるように望むのは間違いだった。

「うん………そうですよね………きっと、そうなんだと思います」

　晴海は顔を上げて微笑んだ。晴海も孝太郎と同じように感じている。晴海の心の中にいるアライアという少女は、晴海の人生を変えてしまう事を望んでいない。アライアにとっても、今のような一致は予期していない出来事だったに違いないのだ。だがそれでも、晴海には拭ぬぐい難い願いが芽生えていた。孝太郎の瞳に滲にじんでいる、涙を見てしまったから。そして何より、自分とアライアの想いが、一つであると分かったから。

「でもね、里見君………私思うんです。私がアライア様の生まれ変わりだったらよかったのにって。本当にアライア様になれれば、いいのにって………」

「桜庭先輩、それは………」

「もしそうなら、私が晴海であろうと、アライア様であろうと、それが私の人生である事には変わりないじゃありませんか」

　晴海はこの時初めて、自分の意思でアライアになりたいと、心の底から願った。晴海は孝太郎をアライアに会わせてやりたかった。そして逆に、アライアを孝太郎に会わせてやりたかった。心優しい晴海だから、二人の出会いが悲しい別れで終わった事が納なつ得とくできないでいる。だからアライアが思い描いた日々を、二人に与えてやりたかったのだ。

　しかしその邪じや魔まになっているのが、晴海が晴海であるという現実。それは至極当たり前の事なのだが、今の晴海にはもどかしくて仕方がない現実だった。







星々の世界から　十一月十九日（金）







　惑わく星せい『アライア』を取り巻くリングを出発してから二日。孝こう太た郎ろう達たちは『アライア』の防ぼう空くう網もうに差し掛かりつつあった。この場所を抜ければ、後は大気圏に突とつ入にゆうするだけ。だがここには二つの関門がある。氷ひよう塊かい対策のレーザー砲ほう群と、軍によって設置された防空システムだった。

　前者のレーザー砲群に関してはほぼ問題はない。単純にレーダーで『アライア』へ接近する物体の大小を識別して砲ほう撃げきを加えるものなので、レーダーに基準以下のサイズで映れば何の問題もない。その為の準備はしてあった。

　だが皇国軍の防空システムに関しては一いち抹まつの不安はあった。動力の殆ほとんどを切り表面に偽ぎ装そうを施して氷塊のふりをしているから、普通であれば問題はない。防空システムは軌き道どう上の極きわめて広い範囲をカバーしているので、偽装した一機の小型艦かん艇ていを捕ほ捉そくするのは技術的に困難なのだ。事前に感知すべきは宇宙戦せん艦かんやその艦隊であり、小型の機体が一機なら大気圏に突入後にスクランブル発進して叩くのでも構わない。偽装された小型艦艇を感知する程ほどの精度は必要なく、またそこまでの精度を出せないのが現実だった。とはいえ安心は出来ない。当然ながらパトロール船は巡回しているし、防空システムに何らかの更新があって位置が変わっていたりすると近くを通ってしまって感知される場合がある。おかげで大だい丈じよう夫ぶだろうと分かっていながら気は抜けないという、微妙に気分の悪い時間を過ごさねばならないのだった。

「残り三千キロを切りましたわ」

　腕うで輪わを覗のぞいていたクランが、複雑な気持ちでお茶を飲んでいる孝太郎達に状じよう況きようを報告する。すると孝太郎はお茶を飲む手を休め、顔を上げた。

「そう言われてもピンとこないが」

「もぉ………ええと、あと十分もしないうちに大気圏に突入しますわ」

「随ずい分ぶん早いな？」

「『朧ろう月げつ』と別れた後、『アライア』の引力でずっと加速し続けた結果ですの。ここからはあっという間ですわ」

「ＳＦ映画であんまり距きよ離りを言わない理由が分かったような気がする」

「ええ。宇宙での移動は、距離より時間で数えた方が感覚的に分かり易やすいのですわ」

　幸いな事に、この気持ちの悪い時間はもうすぐ終わる。それを知った孝太郎は笑え顔がおを覗かせた。クランも似たような気持ちなので笑顔になっていたが、少しばかり表情が固い。気になった孝太郎は理由を尋たずねた。

「どうした？」

「ちょっとだけ、この先の事が気になって………」

　クランは苦笑いする。実は彼女の中の科学者としての部分が、この先の事を納得できずにいたのだ。

「この先って、何かあるのか？」

「大気圏へ突入する方法が、普通とは違うんですの」

「どう違うんだ？」

「本来ならこのコースだと燃え尽きますの」

「なにぃっ!?」

　普通の宇宙船は一度惑星の周回軌道に乗ってから、波乗りをするサーフィンのように、大気に乗って降下する。それによって徐じよ々じよに速度と高度を落とし、突入時に生じる高熱から船体を守る訳だった。

　だが氷塊の真ま似ねをしている『オオヒメ』はそうではない。細かく計算して普通の突入に近い条件を揃えてはいるが、それでも角度が急で速度も速い。このまま大気圏に突入していけば、孝太郎達は空を駆ける一際美しく輝く流れ星として燃え尽きる運命だった。

「メガネッ子っ、それってアニメでよくやってる『無む茶ちやをするんじゃないっ、大気との摩擦熱で燃え尽きるぞっ！』っていうアレ!?」

　孝太郎の背中に乗って一緒に話を聞いていた早さ苗なえが、驚おどろいて身を乗り出す。

「ソレですわ」

　実際は大気との摩擦で生じる熱より、船体前方で大気が圧縮される時の熱の方が遥かに多いのだが、ここでそれを話す意味はないのでクランはその説明を呑み込んだ。

「まずいじゃないっ！　逃げようよっ、孝太郎！　このままじゃ燃えながら最愛のあたしの名前を叫ぶ事になるよっ!!」

　早苗は後ろから孝太郎をガクガクと揺さぶる。アニメのおかげで大気圏突入失敗の知識は豊富にある早苗だった。

「おおおっ、落ち着けっ、さ、早苗っ！」

「落ち着けるかぁぁぁぁっ!!　嫌いやぁぁぁぁぁっ、星になっちゃうぅぅぅぅっ!!」

「大丈夫よ、早苗ちゃん。そうならないように『おじ様』が頑がん張ばるんだもの」

「へっ？　そ、そうなの？」

『うむ。儂わしが減速させながら熱を防ぐ。火か竜りゆう帝ていが焼け死んだら冗談にもならんからな』

　突入時の問題を解決するのはアルゥナイアの仕事だった。強力なバリアーを張って熱を防ぐのと同時に、バリアーの形状を工夫して減速する。足りないようなら魔ま法ほうで直接減速させる。強大な魔力を秘めた火か竜りゆうの帝てい王おうならではの芸当と言えるだろう。

「体重が増えるから本当はヤなんだけど、死ぬのはもっとヤだもの」

「………怪かい獣じゆうのおじちゃん、静しず香かは何キロぐらいになるの？」

『………変身する訳ではないから、二百キロには届かないと思う』

「それぐらいなら静香も手を打つわね」

『うむ。しばらく知人に会う心配もないしな』

「魔法頼みって事か………なるほどな、お前それで拗すねてんのか」

「納得できませんわ、こんな滅茶苦茶な話………」

　悪い言い方をすると、手抜き突入を強ごう引いんに魔法でカバー。科学の使徒であるクランにとっては、到底納得できる突入方法ではなかった。

「そこはクラン殿の技術を温存すると考えよう」

「そうですよ。それにクランさんが居なかったら、こんなに簡単にここまで来れなかった筈はずなんですから」

「はぁ………そう言って下さるのはキィとハルミだけですわ」

「単に頭の固い偏へん屈くつ科学者なだけだろ」

「ベルトリオンッ!!」

　多少感情の行き違いはあったものの、ゴールが近付いている分だけ一行の気持ちは軽くなっている。孝太郎達の宇宙旅行は順調に終わりの時が近付いていた。

『緊きん急きゆう警報だホー！　アクティブレーダー波感知！』

『敵が接近して来ているホー！　兵力は宇宙用の戦せん闘とう機きが四機！』

　だがクーデター軍も簡単には『アライア』への降下を許してはくれない。偶ぐう然ぜんか必然かは分からないが、敵が『オオヒメ』に接近しつつあった。

「なんじゃとっ!?　ええいっ!!」

　ティアは埴はに輪わ達たちの警報を聞くと弾はじかれたような勢いで立ち上がり、先頭に立ってコックピットに向かって走っていった。孝太郎達もその後に続く。大気圏突入直前というこのタイミングでの敵の襲しゆう来らい。非常に悪い知らせだった。










　孝太郎達はこのタイミングでの敵機の襲来に戸と惑まどっていたのだが、その敵機―――四機の宇宙用戦闘機のパイロット達もまた、この状況に戸惑っていた。パイロット達を戸惑わせていたのは、彼かれらが敵を発見できてしまった事だった。

『隊長、この新しいレーダーはどうして敵の位置を発見出来たんでしょう？』

『分からん。ＤＫＩの新型という触れ込みだが………信じられん性能だ』

『分解能で言えば、これまで俺おれ達たちが使っていたものよりも桁けたが幾いくつか違います』

『いつの間にこんなものを開発したんだ………？　ＤＫＩが軍需に喰くい込こんでから、まだ日は浅い筈だが………』

　元々彼らが利用していた皇国軍の制式宇宙戦闘機には、重力波や電磁波を使ったマルチセンサーが搭載されていた。このマルチセンサーは戦闘以外の任務にも使われるので、目の前の敵を追つい尾びする以上の性能が与えられている。だがそれはあくまで周辺にあるものを調べる装置でしかなかった。なのに今朝積み変えられた新型のマルチセンサーは、数十キロ先で動力を切って身を隠している敵を捕捉した。通常では考えられない、非常に革新的な性能を持っていたのだ。

『それに正体不明機がこの空域を通ると知っていたのは何故なぜでしょう？』

『何か別の新しい技術か、それともスパイか何かか………』

　そしてもう一つの疑問は、彼らが敵の近くを通る事が出来た事だった。新しいマルチセンサーの真の性能は機密なので聞かされていないが、ディスプレーの表示範囲からおおよそ直径百キロくらいだと思われた。これは非常に広い範囲なのだが、それはあくまで地上で生きる人間の感覚での話だ。宇宙では百キロなどそう広くはない。地球から月までの距離が三十八万キロである事からすると容易に理解できるだろう。『アライア』からそのリングまでの距離も似たようなものなので、高性能のマルチセンサーがあってもその探知範囲に敵を捉とらえるのは至難の業わざだ。最初から敵が来るルートが分かっていないと不可能、分かっていても難しい事だった。

『何であれ、軍としては喉のどから手が出るほどに欲ほしい技術だったってワケか』

『そう言えば、エルファリア陛下を捕らえに行った艦かん隊たいが成果なしで帰ってきたという話がありましたね』

『大方、それでケツに火が着いたんだろう』

　彼らが孝太郎達を捕捉出来たのは、ＤＫＩが―――正確にはエゥレクシスが―――霊れい子し力りよく技術と魔法を手に入れていたからだった。

　マルチセンサーには新たに霊子力技術が導入されているので、敵が放つ霊力を見付けられるようになっていた。特に宇宙では周囲に全く生物がいないので、地上よりもずっと遠くまで調べる事が出来る。

　また航路に関しては、ダークネスレインボゥの魔法によって予知されたものだった。確率の高い航路は数種類なので、航路ごとに戦闘機の部隊を配置し、新しいマルチセンサーで網あみを張った。孝太郎達はその網の中の一つに飛び込んでしまったのだ。

『だが、これだけのものが無償で提供されるとは思えん。最高機密レベルか、それ以上の代しろ物ものだからな』

『そうか、ＤＫＩとしては軍とエルファリア派の戦いが長引いた方が儲もうかりますもんね。それに技術の漏ろう洩えいも怖こわい。普通ならもっと性能を抑おさえたモデルを売り込む』

『では隊長、両者の間でそれ以上に大きな取り引きがあったって事ですか？』

『ああ………どうやら間ま違ちがいなさそうだ、上の方で何かが起こっているぞ』

　そしてこの出来事がパイロット達の心に疑ぎ惑わくの種を植え付けた。惑星『アライア』の宇宙軍は今でこそヴァンダリオン卿きようとグラナード長官の支配下にあるが、宇宙軍を構成する人間は地元出身者が大半だった。だから上からの命令に従いつつも、心はどこかで何かの間違いではないかと思っていた。その思いが水と養分になり、徐々に疑惑の種を大きく成長させ始めた。










　戦闘機隊の不幸は、自らの敵がエルファリア皇こう帝ていとティアミリス皇女であると知らない事だった。彼らは単純に、大気圏を突破しようとしている不ふ審しん船せんに対する攻こう撃げき命令を受けており、命令通りの手順に従って攻撃を開始した。確かに彼らは疑惑を持ち始めていたが確信には至っていない。今のところは攻撃を止めるだけの決定的な事情は存在していなかった。

『殿でん下か、クーデター軍の戦闘機が通信妨ぼう害がいをかけてきました！　船外へ出たら、レーザー通信以外は使用不能です！』

　接近中のクーデター軍の宇宙戦闘機は、まず初めに通信妨害を仕し掛かけてきた。これは相手の誘ゆう導どう兵器を使えなくすると共に、通信で援軍を呼ぶのを邪魔する意味もある。フォルトーゼの誘導兵器は凄まじい精度と速度なので、通信妨害は必須と言えるだろう。

「おのれヴァンダリオンめ………」

　ティアは『オオヒメ』から外へ続く二重扉とびら―――いわゆるエアロック―――にいたが、ルースからの報告を聞いて怒りの表情を浮かべた。

「どうした？」

「あやつは何も知らぬ兵士達を生いけ贄にえにするつもりなのじゃ!!　わらわと母上の支持を下げる為のなっ!!　じゃから最初から通信妨害をかけた!!」

　通信妨害をかける場合は、ミサイルの発射や援軍の要請と思われる通信を確かく認にんしてから、行うのが一いつ般ぱん的てきだ。そうでなければ相手が降こう伏ふくを告げる通信をも妨さまたげる事になってしまう。それをしなかったという事は、即そく時じ撃破の命令を受けているという事だ。だからティアは、恐おそらくヴァンダリオン卿達たちはこの場所にいるのがティア達だと知った上で、攻撃を仕掛けさせたと考えていた。

　通信妨害が始まってしまうと、既すでに大気圏突入の体勢に入っているティア達は迎げい撃げきするしかない。しかし迎撃してしまうと困った問題が生じる。戦闘機も引力に引かれているので、パイロットを気絶させても、エンジンを止めても、大気圏に突っ込んで死んでしまう事になる。なお悪い事に、パイロットの多くが地元の出身だ。従ってヴァンダリオン卿の狙いは、この場でエルファリアとティアを倒せればよし、駄だ目めでも地元出身者の兵士を殺させて支持を下げる、というものだ。きっとこの四機の戦闘機が撃破されれば、ヴァンダリオン卿は大々的に葬儀を行って、エルファリアの暴挙をアピールするだろう。

「だったらどうする？」

「向こうの機体のセンサーを破は壊かいする。センサーなしでは戦いようがないからの」

　通信妨害中は電磁波や重力波が利用できない。だから光学カメラや熱源センサーなど、妨害の影えい響きようを受けない手段で相手の位置を捕捉して攻撃する。そうした多くの装置が集まっているのが、機体上部に設置されているマルチセンサー。これを破壊すれば、後は緊急用の予備センサーのみとなり、戦闘の継けい続ぞくは難しくなる。

「目が見えないようにしろって事か」

「うむ。じゃが心せよ。センサーだけでなく、機体にまで大きなダメージを与えてしまったら、取り返しがつかなくなる」

「やってみよう」

「………済まんな、コータロー」

　ティアは思わず詫びの言葉を口にしていた。高速で飛び回る宇宙での戦闘で、センサーだけを狙えという要求は厳しい。それは危険だけが高まるという事。彼女はそれを心苦しく思っていたのだ。

「心配ない、昔からそういうのは得意なんだ」

　だが孝太郎は事もなげに笑う。その顔を見て、ティアは孝太郎が何者であるのかを思い出した。それはティア個人にとっては不要のものであったが、今この状況では必要なものだった。

「そういえば、そなたは青騎き士しであったな。………頼たのむ、我わが騎士よ」

「仰おおせのままに、マイプリンセス」

　現代においても青騎士が騎士の鑑かがみとして尊敬されているのは、意図的に殺した敵がいないという事にも多分に影響を受けている。つまり青騎士にとって、この程度の危険は日常茶飯事なのだった。










　大気圏に突入しようというタイミングなので『オオヒメ』と静香は動けない。そこで宇宙空間で自由に動ける者達たちが船外へ出て宇宙戦闘機を迎撃する事になった。その顔触れは元々宇宙用装備を使っている孝太郎とティア、幽ゆう体たい離り脱だつした『早苗ちゃん』、そして無理矢理改良型のＰＡＦを着せられて連れて来られたゆりかの四人だった。

『いや～～～!!　宇宙服もなしに宇宙なんていや～～～!!』

『もう外にいるんだから諦めろよ』

『見えないだけでちゃんと宇宙服着てるじゃない。眼鏡めがねっ子を信じなさいって』

『他人事だと思って～～～!!』

『ルース、残り時間は何分じゃ!?』

『およそ三分です。「オオヒメ」への帰き還かんにかかる時間を常に意識して下さい！』

　孝太郎達は四人で船外へ出て、宇宙戦闘機から『オオヒメ』を守る事になる。既に大気との接せつ触しよくで温度が上がり始めているので残り時間は少なく、孝太郎達自身も『アライア』の引力に引かれているから離れ過ぎると時間とは関係なしに戻もどれなくなる。戦うには厄やつ介かいな状況にあるが、そうも言っていられないのが現実。ゆりかが泣くのも仕方がない状況と言えるだろう。

『ゆりか、本当に無理か？　魔法絡みの可能性があるから連れて来たが、何なら藍あい華かさんに代わって貰もらってもいいんだぞ』

『ウウッ………』

　これまでの状況と埴輪達の探知により、敵が霊子力技術を使っているのはほぼ間違いない。それはエゥレクシスが関かん与よしているという事であり、同時に魔法が使われている可能性もあるという事でもあった。孝太郎が無理矢理ゆりかを連れて来た理由はそれで、別に意地悪をしている訳ではないのだった。

『やります！　それはわたしの仕事です！』

　孝太郎の一言で、通信機の向こう側から聞こえてきていたゆりかの泣き声がぴたりと止む。ゆりかの顔は見えていないが、孝太郎はこういう時の彼女の顔を良く知っていた。

『頼むぞ』

『はいっ！』

『よし………皆みなの者、戦闘開始じゃっ！』

　ゆりかが落ち着きを取り戻したのを見計らい、ティアが号令をかける。すると孝太郎達はそれぞれに行動を開始した。敵機はもう目と鼻の先だった。

『早苗！』

『はいはーい!!　必殺ぅっ、ぎゃらくしー早苗ちゃんねるっ!!』

　一番最初に動き出したのは早苗だった。彼女は霊能力を使って孝太郎達の心を相互に接続した。こうすれば通信機を使わずに会話が可能となる。宇宙は広く、通信妨害のせいで至し近きん距きよ離りでないと通信が出来ない。個々に戦闘を始める前に、会話をする手段を確保するのは非常に重要なのだ。

『そしてぇっ、敵の位置はここだぁっ！』

　もう一つ、早苗には重要な仕事がある。それは霊能力で敵や味方の位置を捕捉して、孝太郎達に伝えるというものだった。これにより孝太郎達はレーダーやセンサーなしに戦う事が出来るようになる。

『ダブルキャスト・ライトニングリフレックス、キーンセンス！　モディファー・マルチプルターゲット！』

　そして宇宙での戦いにはもう一つ重要な問題があった。遠えん距きよ離り戦が多い上に速度も速いので、優すぐれた動体視力や反射神経、正確な動作が必要になる。今はセンサーだけを狙う必要があるので、特にその傾けい向こうが強い。それを補うのがゆりかの魔ま法ほうだった。

『それじゃあ行ってくる。ティア、援えん護ごを頼むぞ！』

『あい分かった、存分に戦うがよい！　では参る！』

　そうした早苗とゆりかの支し援えんを受け、孝太郎とティアが飛び出していく。宇宙空間では空気の抵抗がないので、その速度は普ふ段だんよりもずっと速い。それは宇宙戦闘機と互ご角かくのスピードだった。

『隊長、敵機接近！　レーダーには四つ映っていますが、光学観測では二つ………いや三つか？　ともかく非常に小さい敵です！』

　孝太郎達の接近はクーデター軍も気付いている。彼らも霊子力技術によるレーダーを持っているので、通信妨害の影響下でも敵の位置が分かるのだった。

『こちらでも確認した!!　………敵は機動歩兵か!?』

　しかしその姿を確認した時、彼らは強い驚きに包まれた。現在のフォルトーゼにおいては機械式の装そう甲こう服ふくは時代遅れの兵器と見み做なされている。機械だけに任せておけない場所を調べる時や、撤てつ退たい戦せんなどではまだ利用される事があるが、そうでない場合は同じ大きさのロボットの方が強い。だから機械式の装甲服で戦闘機の部隊に挑いどんで来るなどあり得ない事だった。

『正気なのか、こいつらはっ!?』

　当然、戦闘機隊の面々は敵の正気を疑う。暗くて敵の顔までは判別できないが、是ぜ非ひその顔が見たいと思わされるような状況だった。

『隊長、案外正気かもしれません！　連中の機動力はこちらと大差ありません。武装も一方は不明なのですが、もう一方は対装甲目標用の大口径砲のようです！』

『なるほど、空飛ぶ大砲に乗ってる訳か………』

　だが孝太郎達の情報が集まり始めると、驚きの方向性が変わっていく。小型ながら戦闘機並みの機動性と攻こう撃げき力りよくを持っているらしい事が分かってきたのだ。その分だけ防ぼう御ぎよ力りよくが低いようだが、サイズが小さくて攻撃を命中させ辛づらい事からすると、それほど無鉄砲という訳ではない。また正規軍から離れたエルファリア派は、どんなものでも兵器化して使うだろうから、その意味においても別段不自然はなかった。

『感心している場合ではないな、相手は戦闘機であると仮定して対応しろ！』

『了りよう解かい！』

　宇宙戦闘機の部隊は相手が時代遅れの兵器とはいえ油断はせず、通常の手順に従って攻撃を仕掛けた。まずは遠距離ミサイルによる攻撃からだった。

『各機、ミサイルを発射次し第だい散開しろ。そしてミサイルで倒たおせなかった機動歩兵を個別に攻撃！　俺おれはこのまま敵の宇宙船を攻撃する！』

　隊長の攻撃プランは確実さを重視したものだった。まずミサイルで機動歩兵―――孝太郎とティア―――を攻撃。それで倒せなければ三機の戦闘機で接近戦を仕掛ける。隊長はその隙すきに敵の小型宇宙船―――『オオヒメ』の事だ―――の攻撃にあたる。大気圏に突入しつつある宇宙船を倒すのはそう難しくはないから、孝太郎とティアの相手に多くの兵力を割さく判断は正しいものだった。

　―――マルチセンサーだけじゃない、このミサイルもおかしい。通信妨ぼう害がい環かん境きよう下で何故誘ゆう導どうできる？　それが何故、俺達に配備されている？

　この時、四機の戦闘機が発射したミサイルは霊波誘導式のものが二発ずつの合計八発。隊長はその実態を知っている訳ではないが、それが普ふ通つうのものではない事ぐらいは簡単に想像がつく。そして次第に、この任務に対して疑いを持ち始めていた。

『コータロー、アクティブバリアーを前面に集中させてミサイル群を突っ切れ！　案ずるな、危ないミサイルはわらわが落とす！』

『分かった、任せる！』

　発射されたミサイル群に対して、孝太郎とティアが取った作戦は正面突破だった。孝太郎達とティアはミサイルで狙うには小さいし、相対速度も速過ぎる。直撃を受ける心配は殆どなかったが、近接信管で爆ばく発はつされるとダメージを受ける恐れがあった。そこで脅きよう威いとなりそうなミサイルはティアが随時破壊していく。決して、二人がただ真まっ直すぐ行くのが好きなだけではなかった。

『ゆりか、早苗、そっちにも戦闘機が一機いくぞ！』

『頑張りますぅ！』

『孝太郎っ、そのミサイル、霊波を追っかけてるみたい！　邪魔してみる！』

　ミサイルへの対策は更さらにあった。このミサイルは霊波で誘導されているので、周囲の霊場が不安定になると誘導精度が落ちる。霊力を操あやつる早苗になら妨害は可能だった。

『一番、超銀河アイドル東ひがし本ほん願がん早苗、あなたの為に歌います！』

　そこで早苗が始めた事は、この宇宙のど真ん中で歌うという暴挙だった。曲は大好きなアニメソング。彼女はそれに文字通り魂を込めて歌い始めた。

『まいにち～、いろい～ろ～お～こ～る～よね～～♪　えがお～～、くもる～ひ～も～あ～る～よね～～♪』

　早苗が愛してやまないテレビアニメ『魔法少女ラブラブハート』の主題歌。お世辞にも上手うまいとは言えないその歌声が、霊波に乗せて周辺の宙域に広がっていった。

『そんな～～ときは～～わたし～を～よ～んで～～♪　らぶ！　らぶ！　は～とのまほうと～～ど～け～ます～～♪』

　無駄に魂が込められているので、その歌声には技量とは無関係に驚くべき迫はく力りよくと説得力がある。そしてまるでその歌声に心奪うばわれたかのように、ミサイル群は孝太郎とティアの姿を見失う。敵の霊波レーダーはあまりの早苗の霊力の高さに、一時的に機能を失ったのだった。

『よくやったサナエッ！』

　ティアはなおも続く早苗の歌声を聞きながら、装備されている武器の引き金を絞しぼった。現在彼女のコンバットドレスに装備されているのは、スターパープルという武装セット。大出力のレーザーを始めとする各種のエネルギー兵器と大型の推進器を持つ、宇宙戦用の装備だった。

　ドンッ、ドドンッ
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『二人ともその調子だっ！』

　ティアが放ったレーザーが立て続けに三発のミサイルを撃墜する。孝太郎はその破片をバリアーで弾き飛ばしながらなおも前進を続けた。敵の居場所は、歌いながらも早苗が教えてくれている。敵の方は早苗の歌声の影響でレーダーが使えないでいるから、今なら一方的な攻撃が可能だ。そして孝太郎は真正面にいる戦闘機に斬りかかっていった。

『桜さくら庭ば先せん輩ぱいっ、頼みますっ！』

『はいっ！　輝かがやきなさいっ、シグナルティン！』

『うおぉおぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!』

　孝太郎は擦れ違いざまに戦闘機に対してシグナルティンを振るった。相対速度が速いので、その一いち撃げきは通常よりも遥はるかに高い攻撃力を持つ。

　ジャキィィィィン

　強い魔力を帯びたシグナルティンは、刀身から銀色の光を溢あふれさせながら、易々と敵のバリアーを打ち砕くだいた。

『ティア！』

『任せよ！』

　キュキュンッ

　そこへ遅れてやってきたティアがビーム砲を連射、戦闘機の機体上部に設置されていたマルチセンサーユニットを破壊した。これにより戦いの為の目や耳を奪われたその戦闘機は、急激に向きを変えてこの宙域を離脱していく。孝太郎とティアはそれを追わず、新たな敵へ向かった。

『レーダーがホワイトアウトしている間に二番機が被弾。戦闘域を離脱』

『くそっ、敵の妨害か!?　だがこの距離ならっ!!』

　機体の人工知能が味方の戦闘機が一機戦闘不能に陥おちいった事を伝えると、隊長は思い切って残りの二発のミサイルを『オオヒメ』に向かって発射した。霊波レーダーは再起動中だったが、既に光学カメラ等で誘導できる距離まで来ている。大気圏突入態勢に入っている敵は身動きが取れないから、これで十分に倒せる筈だった。

『なにぃっ!?』

　だが、ここで再び予想外の出来事が起こる。ミサイルが命中する寸前、氷塊に偽装していた敵の姿が、まるで煙けむりのように消え失せた。おかげでミサイルは何もない空間で爆発、近くにあった氷塊の一つをバラバラに砕いただけで終わった。

『あ、偽物にひっかかりましたぁ』

『あんたにしてはよく考えたわね』

『キリハさんが教えてくれたんですぅ』

『なんだ、感心して損した』

　これはゆりかの魔法によるものだった。幻げん影えいと熱源で偽の『オオヒメ』を用意し、本物はやはり魔法で本物の氷塊に見せかける。隊長がミサイルを撃ち込んだのは、この偽物の方だったのだ。

『くそっ、騙だまされた！　だがまだだっ！』

　再起動が済んだ霊波レーダーが『オオヒメ』の位置を再度捕ほ捉そくする。ミサイルはなくなったが、まだビーム砲は残っている。隊長はなおも諦あきらめる事なく『オオヒメ』を倒さんと自身の機体を突進させた。

『きましたぁっ、また攻撃してきますよぉっ！』

『焦ってないで守れ！』

『は、はいぃぃっ！』

　光学カメラで捕捉された後では、早苗の歌で誤ご魔ま化かす意味はない。そこで早苗とゆりかは二人で『オオヒメ』を守る。早苗は霊能力で氷塊を盾たてにし、ゆりかは魔法でエネルギーの盾を作り出した。

『ええいっ、次から次へと！』

　隊長はビームを連射しながら『オオヒメ』とすれ違う。だがそのビームは氷塊と魔法に阻はばまれて『オオヒメ』まで届かない。しかし全く歯が立たない訳ではなかった。氷塊は砕け散り、魔法は明滅して消えた。これに手応えを感じた隊長は、再攻撃せんと機体を大きく旋回させ始めた。

『ティア、こっちは俺だけでいい！　お前は向こうへ行け！』

『すまぬ、任せる！』

　この時、孝太郎とティアは二機目の武装とセンサーを破壊したところだった。残りは一機なので、一人でも相手は出来る。そしてティアの方が機動性が高く射程距離も長いので、救援に向かうなら彼女の方が適任だろう。そこで孝太郎はティアを『オオヒメ』の救援に向かわせた。

『いい判断だが、こちらの方が早いっ！』

　しかし実際にティアが救援にやってくる前に、隊長の機体は旋回を終えて再攻撃に入った。ティアのレーザー砲撃はあったが、まだ距離があったのであまり牽けん制せいにはならず、戦闘機は再びビーム砲を連射した。

『きゃああぁぁあぁぁっ、またきた、また来ましたぁっ!!』

『さっきと同じじゃないわよぉぉぉぉぉぉっ!!』

　ゆりかは先さき程ほどと同じく防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを展開。早苗もやはり氷塊を操ったが、今度はその使い方が違った。早苗は隊長の攻撃の意思を読み取ると、その射線を遡さかのぼるようにして氷塊を投げ付けたのだ。

『そんな事が出来るのかっ!?』

　そんな宇宙の戦闘ではありえない反はん撃げきに驚きつつも、隊長は咄とつ嗟さの判断でそのまま氷塊に攻撃を集中させた。回かい避ひをすれば次の攻撃前にティアがやってきてしまう。それぐらいなら氷塊を砕いて、ティアが来る前に『オオヒメ』にもう一度攻撃しようという考えだった。だが、その考えが裏目に出た。

　キュキュンッ

『しまった!?』

　確かにビーム砲の連射で氷塊は砕けた。だがビーム砲ではミサイルのように大きな爆発は起こらない。おかげで氷塊は幾つもの小さな氷塊に分かれただけで終わった。そして隊長を乗せた戦闘機は、その小さな氷塊の群れに突っ込んでしまった。










　戦闘機隊の隊長が意識を失っていたのはほんの数十秒間だった。けたたましく鳴り響ひびく警報の音と激しい振動が、小さな氷ひよう塊かい群ぐんへ突っ込んだ衝しよう撃げきで気を失っていた彼を早々に叩たたき起こしたのだ。

「い、一体何が………」

　気絶から目覚めたばかりの彼は、すぐには今の状況が理解できなかった。警報はやかましく、機体は激しく揺ゆれ、外からは赤い光が入ってきている。しかしまだぼんやりしている頭では、その意味が分からない。だが繰り返された訓練と実務の経験が、とりあえず警報の原因を解決した方がいいと彼を衝つき動かした。

「………酷ひどい状態だな………」

　隊長は頭を振ふり、意識をはっきりとさせながら訓練通りの手順で機体の状態を確認していく。空間歪わい曲きよく場ば発生装置不良、姿勢制せい御ぎよスラスターの半数が機能せず、機体上部の温度が急上じよう昇しよう中、大気圏への突とつ入にゆう姿勢と角度の変更が必要。主なものに限っても、それだけの異常が報告されていた。およそ宇宙戦闘機に乗っていて遭そう遇ぐうしたくない異常の殆どが発生しているような状じよう況きようだった。

「………そうか、俺は任務で不審船を攻撃しようとして………」

　そしていつも通りの手順を繰くり返かえしているうちに意識がはっきりとしていき、彼は現在の状況が理解できるようになった。

　任務でエルファリア派と思われる不審船を攻撃しようとした時、判断を誤って氷塊群に突っ込んだ。その結果が現在の状況。機体の制御を失い、真っ逆さまに大気圏に突入していく最中。震動と光はその為のものだった。

「………どうやらここまでのようだな………」

　彼が乗っている宇宙戦闘機は元々複合的な任務に使われる多目的機で、大気圏に突入する能力を持っている。だがそれはあくまで正しい速度と角度と姿勢で、突入していった場合に限られる。

　しかし今はその条件が整っていない。速度はほぼ問題なかったが、角度と姿勢は絶望的だった。裏返しになって急角度で落ちていっている状態なのだ。もちろんそこから抜ぬけ出だす努力はした。だが姿勢制御スラスターの半数が機能しておらず、上手く姿勢を変える事が出来ない。空間歪曲場発生装置で熱を防ごうにも、再起動の途と中ちゆうでエラーを起こし、何度も再起動を繰り返している。爆散こそしていないが、氷塊群に突っ込んだダメージは決して小さくはなかったのだ。

　だから彼はここで自分の死を悟さとった。どう工夫しても生き残る方法が見付からない。このまま戦闘機もろとも燃え尽きるのは間違いないようだった。

「………ファルーナ、エスヴィス、帰れなくて済まない」

　覚かく悟ごを決めた隊長は、妻と子に対して別れの言葉を口にした。本当は怖くて仕方がなかったし、死にたくないと泣き叫びたかった。しかしコックピットの様子はフライトレコーダーに記録され、後に妻子が目にする事になるだろう。その時の事を思うと、恐怖を抑えて妻子に語り掛ける以外になかった。泣き叫んでいては別れの言葉が届けられない。そんな姿は見せられない。隊長は破裂しそうな感情を何とか押おし留とどめ、地上の妻子に対する最後のメッセージを話し続けた。

「だが俺は皇家に忠誠を誓ちかった人間だ。もしかしたら皇帝陛下の為には、これで良かったのかも知れない。あの船に乗っているのが誰だれなのかは分からないが、護衛の戦いぶりから見て相当な人物が乗っていた筈だからな」

　そして自分自身を納なつ得とくさせる為に、これで良かったのだと自分に言い聞かせた。最初から不思議な任務だった。マルチセンサーもそう、ミサイルもそう。敵の強さや装備、攻撃手段もおかしかった。そこからすると問題の不審船にはエルファリア派の重要人物が乗っている事が容易に想像された。するとその人物が生き延びる事は、皇帝エルファリアにとって大きなプラスになるだろう。彼も地元『アライア』の出身なので、上からの命令に従いつつも気持ちでは納得のいかない部分があった。その意味においては、この結末は決して悪いものではない。世話になったエルファリアとマスティル家に、害を及ぼさずに済んだのだから。そう思えば、死んでいこうというこの状況にも多少納得できるのだった。

『いや、そんな事はない！』

　その時だった。突とつ然ぜん通信機から何者かの声が飛び出してきた。隊長はその事に酷ひどく驚かされた。現在の状況では通信など出来る筈がないからだ。なのにその声は酷く明めい瞭りようで、初めは幻げん聴ちようを疑った程ほどだった。

『わらわと母上は何者であれ国民が死ぬ事を望んでおらぬ！』

「接触回線!?　それにこの声はまさか―――」

『そなたは死なぬ！　生きて家族の元へ帰る！　そしてそなた自身の人生を、最後まで全まつとうするのじゃ！』

「―――皇女殿下っ!?　ティアミリス皇女殿下なのですかっ!?」

　隊長が声の主が何者であるのかに気付くのと同時に、戦闘機の向きが変わり始めた。その最中、コックピットのキャノピー越しにちらりと人ひと影かげが見えた。声の主は彼の戦闘機に取り付き、その姿勢を修正しようとしていたのだ。

『おう！　安心せよ、いま少しの辛しん抱ぼうじゃ！』

「お止め下さい、殿下！　そんな事をすれば殿下が死んでしまいます！」

　それに気付いた時、隊長の口から飛び出したのは殿下―――ティアの身を心配する言葉だった。彼はやはり皇帝とマスティル家への忠誠を捨てていなかったのだ。

　ティアが着ているコンバットドレスは、その推力はともかく、大気圏に突入する能力は備えていない。それは見ただけで分かる事だった。このままでは隊長の戦せん闘とう機きを助けても、ティア自身が焼け死んでしまう。それは隊長には受け入れられない事だった。

『わらわは死なぬ！　これでも誇ほこり高たかきマスティル家の末まつ裔えい！　これしきの事で命を落とすほど弱くはない！』

「しかしっ!!」

『黙だまれぇっ！　たとえそなたの言う通りであっても、わらわは誰も見捨てぬ！　でなければっ、わらわがこの国へ戻って来た意味がないのじゃっ!!』

「………殿下………あなた様は………やはり………」

　ティアは隊長の言葉に聞く耳を持たず、スターパープルの大推力推進器の力で戦闘機の姿勢を変えていく。戦闘機だけでなく、ティアのコンバットドレスも様々な警告を出し続けている。推進剤は残り少なく、高熱でバリアーは崩壊寸前、落下速度も速過ぎて『オオヒメ』への帰還は不可能。それでもティアは強い気持ちで戦闘機を押し続けた。なんとしても国と国民を守る―――それが皇女としての信念だったから。

『わらわの事は心配ないっ、そなたは生きよ！　マスティルの臣民である以上、そなたは幸せにならねばならんのじゃっ!!』

「殿下っ、殿下ぁっ!!」

　ピー

　ティアの奮闘の結果、戦闘機のコックピットで警報が幾つか止んだ。それは姿勢と角度が正常な範囲に入ったという事。それを確認した隊長は慌あわててティアに呼び掛けた。

「殿下っ、姿勢と角度は正常に戻りましたっ！　すぐに離脱して―――」

　しかし隊長がその言葉を最後まで言う前に、キャノピーの向こう側に見えていたティアが大気の圧力に負けて弾はじき飛ばされていった。それを目まの当たりにした隊長は思わず悲鳴を上げた。

「殿下っ、殿下ぁぁぁぁっ!!」

　幾ら叫んでも、もうティアの返事は返ってこない。だが離はなれ際ぎわの彼女の表情は、しっかりと隊長の胸に届いていた。

「殿下ぁぁぁぁぁっ!!」

　ティアは笑っていた。とても嬉うれしそうに。激しい熱と凄すさまじい圧力に晒さらされながらも、少しも後悔した様子は感じられない。清すが々すがしい笑え顔がおだった。隊長は生しよう涯がい忘れないだろう。この時のティアの言葉を。彼女が笑っていた事を。そして何より、彼女がフォルトーゼの皇族であるという事を。
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　ティアは戦闘機のパイロット―――彼女は彼が隊長であった事は知らない―――に対しては大だい丈じよう夫ぶだと言ったが、実際には助かる為の方策があった訳ではない。あの時はそう言うしかなかったのだ。

「………困ったのう、このままでは本当に死んでしまうぞ………」

　ティアは我ながら馬ば鹿かな事をしたと思っていたが、別段後悔はしていなかった。連綿と続くフォルトーゼの皇族として、目の前で国民が死んでしまう事がどうしても我が慢まんならなかったから。

「………いいところあと二、三十秒といったところかのう………」

　ティアは戦闘機の向きを変える為に推進剤の殆ほとんどを使い切った。そこでただの金属の塊になったスターパープルを切り離し、盾にして大気との接触によって生じる熱から身を守っている。だがスターパープルはその高温に耐え兼ね、作りの弱い部分から崩壊しつつあった。残り時間は少ない。スターパープルが崩壊すれば、ティアを守るものは同じく崩壊しかけのバリアーのみ。あっという間に燃え尽きてしまうに違いなかった。

「流れ星になって消えるか………意外と夢のある最後じゃのう」

　人が死ぬという事には、数え切れないほどのバリエーションがある。中でも流れ星になって消えるという最後は、ティアのロマンチストな部分をくすぐる、格別に美しい最後と言えるだろう。しかも眺ながめも良い。眼下に広がる『アライア』は、青く美しい光に包まれている。万ばん策さく尽つきたティアは、それを眺めながら、ただその時を待っていた。

　ゴンッ

「いたっ!?」

　そんな時、ティアは後頭部に強い衝撃を受けた。彼女は最初バリアーが崩壊したのかと思ったが、実際はそうではなかった。

「何一人でカッコつけてるんだ、お前は………」

「コータロー!?」

　いつの間にかすぐ隣となりに孝太郎の姿があった。幻まぼろしかとも思ったが、すぐにそうではないと思い直した。ティアの後頭部は今もなおズキズキと痛んでいた。

「そなた一体何をやっておるっ!?　死ぬ気かっ!?」

「それはこっちの台詞せりふだ。お前一体何やってんだ？」

「国民を守るのは皇族の義務じゃ！」

「なら、構わないな？」

「ん？」

「皇族を守るのは騎士の義務だ」

　孝太郎はそう言うなりティアの事を両りよう腕うでで抱だき締しめた。その直後、二人が盾にしていたスターパープルが崩壊する。するとこれまでスターパープルが防いでいた高熱が二人に襲おそいかかった。だが二人が燃え出すような事はない。高熱は孝太郎の鎧よろいのバリアーが防いでいた。孝太郎の鎧はＧＯＬのおかげで二種類のバリアーが張れる。ティアと同様の全周囲を守るバリアーと、それよりも強固だが守れる方向が限られるバリアーだ。この二種類のバリアーが、辛かろうじて二人を守っていたのだ。

「構う」

　ティアは孝太郎を抱き返しながらも、軽く口を尖とがらせた。この時の孝太郎の言い分は、ティアにとって大きな不満だった。

「何が？」

「どうしてわらわが大切だからと言えぬ！」

「騎士が皇女を大切にするのは当たり前だろう」

「クッ、そなた、分かっていて言っておるじゃろうっ!?」

　ティアは軽く身体を離し、頬ほおを膨ふくらませて孝太郎を睨にらみ付つける。その顔はこれまでの皇女然としたものとは大きく違い、まるで拗ねている子供のようだった。するとそれを見た孝太郎は笑い出した。

「ちょっとしたおしおきだ」

「馬鹿っ、どうしてこういうとても大切な時に、そういう意地悪が出来るのじゃっ！　最後の別れの時じゃろうがっ!!」

　いくらＧＯＬがあるからといって、バリアーだけで突破できるほど大気圏は甘あまいものではない。実際、孝太郎のバリアーは限界が近付いて警報が鳴り始めている。だからティアは二人でこのまま死ぬのだろうと思っていたのだ。

「別に最後じゃないからな」

「へっ？」

　孝太郎の言葉に拍子抜けしたティアは目を丸くする。

「ちゃんとゆりかを連れて来てある」

　孝太郎は呆ぼう然ぜんとしているティアを抱いたまま、頭上を指し示した。ティアがそちらを見上げると、何やら奇き妙みようなものが飛んで来ているのが見えた。

『きゃああぁああぁぁぁぁぁぁっ、いやあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!　燃えるぅぅっ、燃えちゃいますうぅぅぅぅぅぅぅっ!!』

　それは箒ほうきにまたがって飛んでくるゆりかだった。彼女は自身の防御魔法の外側で生じている高熱に怯おびえて号泣しながらも、まっしぐらに孝太郎とティアの方へ飛んでくる。その声は何も聞こえていないが、ティアには表情だけでゆりかが何を言っているのかが伝わっていた。

「ゆりかを入れてやれ」

『仰せのままに、マイロード』

　鎧の人工知能がほんの一いつ瞬しゆんだけバリアーの上部を展開すると、その瞬しゆん間かんにゆりかも防御魔法を消してバリアーの中に飛び込んで来た。そしてやってくるなり、ゆりかは孝太郎に向かって猛もう抗こう議ぎを始めた。

「な、な、何ですか里さと見みしゃんっ、この地獄のような場所はぁぁっ!?」

「この間ちゃんと物理の時間にやっただろ。大気の上層だよ」

「嘘うそですっ、初耳ですぅっ！　死ぬー、死ぬー、死んじゃいますぅぅぅぅぅっ!!」

「そうならないようにみんなで力を合わせるんだよ」

「なるほどのう、そういう事じゃったのか」

　ここでティアも孝太郎の意図を察した。確かに孝太郎の鎧だけでは大気圏を突破するのは難しい。だがゆりかが魔法で補助すれば可能かもしれない。そして二人がそうやって時間を稼かせいでくれれば、ティアのコンバットドレスのバリアーも回復して、二人の補助ができるようになるだろう。本当はここに早苗の霊れい能のう力りよくを加えるのが理想なのだが、彼女は『オオヒメ』の動力を動かす時に必要になるので、この場所には来ていない。しかし三人だけであっても、生きて帰れる可能性は決して少なくはないだろう。

「じゃがのう、コータロー。一つ重大な問題がある」

「重大な問題？　なんの事だ？　ドレスに異常でもあるのか？」

「わらわはまだ拗ねておる」

　ティアは再びその頬を膨らませる。孝太郎はそんなティアの顔を見て観念し、苦く笑しようしながら肩かたを落とした。こういう時のティアには敵わない。それに三人で協力しても、確実に帰れる保証はなかったから。

「………ティア、俺はお前が大事だから助けに来た」

「そうか、ならば仕方がないのう。そなたに助けさせてやろう」

「バーカ」

「ふふふっ」

　ティアは嬉しそうに目を細めると、照てれ臭くさそうにそっぽを向いた孝太郎にしっかりと抱き付いた。これでもう何も問題はない。あとは生きて帰る為に、三人で全力を尽くすだけだった。

「いぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ～～～～～～！」

　そうして三人は青く輝く長い尾と、ゆりかのとても長い悲鳴を引きながら、まるで流星のように『アライア』の空を駆けていった。
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　空に一際青く輝く流れ星が現れた夜。惑星『アライア』に住む一人の幼い少年が、郵便を受け取った。それはしばらく前から姿を見せなくなった友人達たちからの手紙だった。

「んーと………『ぼくわ　うちゅーせんに　のてます　みんな　げんきです』」

　少年はベッドに寝っ転がり、友人達からの手紙を読み始めた。書いた方も読む方も、まだ小さな子供だ。おかげでその内容は酷く単調で飾り気がなく、読み上げる声のたどたどしさも手伝って、酷く退たい屈くつな印象だった。だがしばらくぶりの友達からの手紙という事で、少年はそれでも十分に嬉しかった。

「『あおきしに　あいました　こっかきみつが　とびました』………あおきし？」

　手紙を読み進めていくと、少年がとても気になる単語が現れた。フォルトーゼの少年少女なら、絶対に無視できないその名前。アニメやおとぎ話でお馴な染じみの、伝説の英えい雄ゆうの名前だった。

「『あおきしの　びでおを　とりました　てがみぬ　いれました　みてくたさい　ぼばーん　ぎゅーん　です』………ビデオってこれかなぁ？」

　少年が手紙の封ふう筒とうを逆さに振ると、中から小さなプラスチック片が転がり出て来た。それはフォルトーゼではごく一いつ般ぱん的てきな記録メディアで、中には『あおきしはっけん』と題した映像が数多く収められていた。

「『みんなにも　みせて　くたさい　よろこぶよ　おわる』………んー、よくわかんないな。ともかくみてみよっかな？」

　その映像は少年を驚きよう愕がくさせた後、フォルトーゼの全土を繋つなぐ銀河規模の情報ネットワークにアップロードされる。それが一体どんな結果をもたらすのか、彼らは少しも考えていない。録画した少年も、アップロードする少年も、みんな喜ぶだろうなーとしか考えていないのだった。
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あとがき







　皆さんご無ぶ沙さ汰たしております、作者の健たけ速はやです。今回は皆さんに二十一巻をお届けさせて頂きました。口絵やら帯やらに『黄金の姫と青き騎士』と書いてありますように、今回はティアを軸に物語が展開していきます。しかしティアが軸ではありながらも、別段彼女だけの物語という訳ではありません。全ての因縁が集合しつつありますので、むしろ全員が活躍する展開となっていく筈です。おかげで話の規模としては過去最大になる予定です。皆様の期待を裏切らないように頑張っていくつもりでいます。




　この巻の内容ですが、地球からフォルトーゼ星系へ向かうお話となっています。舞台が宇宙となった事で、これまでとは毛色の違う物語が展開しています。地球から一千万光年の彼方かなたにあるフォルトーゼなので、行くだけでも大冒険なのです。

　見どころはやはりティアでしょうか。全員で大騒ぎを始める前に、この巻でティアを目立たせておこうという魂胆です。ティアは今回、コメディ要素から戦闘、真面目な政治回りの話まで、八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍。コンバットドレスの武装セットもガーディアンイエローとスターパープルの二種が新たに登場。ティアファンには満足いただけているのではないかと思います。

　そしてティアといえば、今回のお話で遂ついに彼女は地球人と本当の意味で結婚できることが判明しました。地球人とフォルトーゼ人は、子供が作れるほど遺伝情報が共通しているのです。作中でもクランとキリハが言っていますが、これは本来あり得ない事です。ですから一巻で皆さんが感じたであろう『幽霊と魔法少女と地底人と宇宙人がやってくるなんてあり得ないだろう』という違い和わ感かんは正しいものです。そんな事は何の理由もなしには起こらないのです。しかし不思議と読者の皆さんの多くは、この部分に突っ込まないで下さいました。ライトノベルには妙な女の子が沢山出て来て当然という先入観が、そこに理由があると考える邪魔になったのかもしれません。場合によってはここまで話を進められなかったので、非常に助けられた部分です。そう、意外とこの辺りは追及されたらまずい危険な部分だったのです（笑）

　もう一つの見どころは、ヴァンダリオン卿きようとクラナード長官、マクスファーンとグレバナスのそっくりさん達の登場でしょうか。ヒロイン達は言うまでもありませんが、エゥレクシスがデクストロゥのそっくりさんであった以上、彼らの登場は予想していた方々も多いのではないでしょうか。そんな彼らがクーデターを起こし、フォルトーゼを我が物にしようと企んでいる。状況は二千年前のそれに近付いています。孝こ太た郎ろうはフォルトーゼの地で、二千年前には付けられなかった真の決着を付ける事が出来るのか。そのあたりの事にも注目して頂ければと思います。




　そうだ、今回フォルトーゼへ向かうにあたり、明確に決めなければならなくなった事があります。それは超長距離の宇宙旅行はどのように行われているのか、という事です。空間を捻ねじ曲まげて近道をする空間歪曲航法、いわゆるワープ航法が使われている事までは決まっています。しかしここで非常に大きな技術的な問題に突き当たりました。

　地球からフォルトーゼまでは一千万光年。一千万は一の後に零が七個。そして一光年はおよそ十兆キロ。十兆は一の後に零が十三個続きます。従って一千万光年をキロメートルに直すと一の後に零が二十個並ぶという事になります。つまりはこういう事です。




　一千万光年＝１００００００００００００００００００００キロメートル




　これを見ると一目瞭然ですが、計算にほんの僅かに狂いが生じると、移動距離に途方もない誤差が生じます。仮に観測機器やワープ用の駆動装置の誤差が累積して、計算に〇・〇一パーセントの狂いが生じるとします。それは距離に直すと千光年。地球がある太陽系を目指してワープした筈なのに、関係ない隣の太陽系に到着というような事が起こってしまうのです。

　その為、一度のワープで到着すると考える事には無理があります。複数回のワープを繰り返して到着すると考える方が自然でしょう。先程の例であれば、次のワープはずれた分の千光年になりますから、同じ狂いが生じても距離の誤差は〇・一光年に短縮。これは一兆キロほどです。更にその次のワープでは誤差は一万キロになりますから、あとは通常航行で問題ないでしょう。つまり計算に〇・〇一パーセントの誤差があるなら、最短でも三回のワープが必要だという事になります。

　しかしこの三回という数字は、安全面を度外視した数字です。ワープした時にどこに出るか分からないので、何らかの対策が必要になるでしょう。太陽の中に出たり、ブラックホールに吸い込まれたり、隕石群に突っ込んだりという事が起こっては困るのです。そうなってくると考えられるのは、安全と思われる場所を飛び石伝いにやってくるというものです。つまり誤差よりも広い、何もない空間があるなら、安全に移動する事が出来る訳です。幸いな事に、宇宙はそういった場所に事欠きません。しかしそれでも遠回りや無駄な移動を強いられる訳ですから、実際のワープの回数は三回よりもずっと多い筈です。

　加えて一回ワープすると、次のワープまでどの程度の時間が必要か、という事も考えるべきでしょう。ワープを実現する装置はデリケートな機械でしょうから、冷却や整備、エネルギーの再充填などで、それなりの時間が必要になると思います。自動車なら給油だけで連続使用も可能でしょうが、宇宙船のワープは一日一回、頑張って二回ぐらいが限度ではないかと思います。まあ、本当の緊急時は気にせずやると思うのですが。

　それらの事を考え合わせた結果、ティアの『青騎士』が地球からフォルトーゼへ向かう場合は十日ぐらいかかる事にしました。それを基準にして、普通の宇宙戦艦なら十五日、民間船なら三十日と決めました。

　こうした経緯で決まったものなので、距離だけで言えば移動の大半が初回ワープで済んでしまいます。そこでフォルトーゼにおいては宇宙での移動の速さは、速度ではなく時間で表現されます。より正確には何回のワープで目的地に着けるのか、という事です。『青騎士』がフォルトーゼに向かう場合はそれが十回であり、イコール十日ほどの旅という事になります。この問題を考えていて、宇宙を旅するというのはとても大変な事だとつくづく思いました。




　今回はあとがきを山ほど書いて良いそうなので、もう少し続きます。実は文庫の総ページ数は技術上の問題で十六ページ刻みで増えるものらしいのですが、今回の本編原稿は十六ページ増えた直後ぐらいで終わっているそうなのです。だからあとがきと広告であと十数ページ埋めないといけない訳です（笑）ちなみに次以降は、こうなった時には、小ネタのエピソードでも付けてみようかと思っています。




　次の巻の話を少しだけしておこうと思います。孝太郎達はフォルトーゼ星系に到着したものの、孝太郎とティア、ゆりかの三人だけで第六惑星『アライア』の地表に落下。しかし落下した先が悪く、クーデター軍の勢力が強い地域でした。そこで三人は仲間達と合流すべく、支援者が多い筈はずの最寄りのパルドムシーハ領を目指す―――というのが次の巻の内容です。

　そうですね、なんとなく見た事がある様な、ちょっと違うような内容です。ここからはしばらくこういう展開が続きます。そしてだからこそ過去のフォルトーゼ編をサッと終わらせたというか。こっちでちゃんとやるからだったんですね。とりあえずは次回、青騎士とお姫様、そして馬の後ろ脚による冒険にご期待下さい。




　そうそう大事な事をお伝えするのを忘れていました。この二十一巻もそうなのですが、書籍版にはドラマＣＤ付きの特装版が存在しています。しかし電子版にはそれがありませんでした。ですがこの度ＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲさんからドラマＣＤの中身を電子化した音声データが付属する、電子版の特装版が配信される事が決まりました！　とりあえず、この二十一巻にはドラマＣＤの七・五巻の前半部分が付きます。ドラマＣＤ付きの配信は期間限定なので、興味がある方はお急ぎ下さい。

　期間限定であるのは、これが非常に実験的な試こころみである事が理由です。ＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲさんで配信している電子版に、ドラマＣＤの音声データを付けるのは初の試みだそうです。もしかしたら電子書籍全体としても初めてかもしれないとの事です。おかげでどれだけ需要があるのかが読めず、様々な大人の事情が交錯した結果、最初から常時ダウンロード可能にするのは難しいという結論に至ったそうです。そこで一ヶ月程度という区切りを付けて、様子を見ようというのが今回の意図です。

　そんな訳ですので、今回の結果を見てドラマＣＤの残りの部分をどう配信していくのかが決まります。私がこのあとがきを書いているのが十一月末の段階ですので、実際にどうなっていくのかはここではお伝えする事が出来ません。状況によっては限定配信の期間も一ヶ月ぴったりではないかもしれません。この本が発売されている時期になれば、詳細がＨＪさんやＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲさんの公式サイトでアナウンスされると思いますので、そちらを御確認下さい。

　それにしてもＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲさんには色々とバックアップして頂いて助かっています。今回のドラマＣＤの配信だけでなく、先日の電子版経由でのアライア陛下グッズ販売も初の試みだったそうです。今後もこうした事があるかもしれませんので、興味のある方は是非よろしくお願い致します。




　よし、いいぞ、ちゃんと八ページ目まできた（笑）そんな訳ですので、今回のあとがきはここで終わりにしようと思います。

　最後にいつもの御ご挨あい拶さつを。この二十一巻を出版するにあたり、御協力頂いた編集部の皆さん、色んな指定をしてもなんとかイラストにして下さるポコさん、そしていつも応援して下さっている読者の皆さんに深く御おん礼れいを申し上げます。




　それでは二十二巻のあとがきでまたお会いしましょう。


二〇一五年　十一月

健速
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